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(57)【要約】
　本発明は、特には殺菌剤組成物内での、式（Ｉ）のチアゾリルイソオキサゾリン（Ａ）
および別の殺菌活性化合物（Ｂ）を含む活性化合物組み合わせに関するものである。さら
に、本発明は、植物もしくは作物の植物病原性真菌を治療的もしくは予防的に防除する方
法、種子処理のための本発明による組み合わせの使用、種子の保護方法、そして処理され
た種子に関するものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）少なくとも一つの式（Ｉ）のチアゾリルイソオキサゾリン：
【化１】

　［式中、Ｒ１は、少なくとも１個のプロプ－２－イン－１－イルオキシで置換されてお
り、メチル、メトキシ、フルオロもしくはクロロからなる群から選択される１個、２個も
しくは３個の置換基によってさらに置換されていても良いフェニルを表す。］または該化
合物の農薬として許容される塩、
ならびに
　（Ｂ）下記の群：
　エルゴステロール合成の阻害剤、
　複合体ＩまたはＩＩでの呼吸鎖の阻害剤、
　複合体ＩＩＩでの呼吸鎖の阻害剤、
　有糸分裂および細胞分裂の阻害剤、
　多部位作用を有することができる化合物、
　宿主防御を誘発することができる化合物、
　アミノ酸および／またはタンパク質生合成の阻害剤、
　ＡＴＰ産生の阻害剤、
　細胞壁合成の阻害剤、
　脂質および膜合成の阻害剤、
　メラニン生合成の阻害剤、
　核酸合成の阻害剤、
　シグナル伝達の阻害剤、
　脱共役剤として作用することができる化合物、
　他の殺菌剤
から選択される少なくとも一つの別の活性化合物
を含む組み合わせ。
【請求項２】
　（Ｉ－１）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－２）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－３）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［３－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－４）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオ
キシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チ
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アゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－５）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－フルオロ－６－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－６）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－クロロ－６－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フ
ェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール
－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－７）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－３－（プロプ－２－イン－１－イルオ
キシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チ
アゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－８）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［５－フルオロ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－９）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［４－メトキシ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－１０）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
］－１－［４－（４－｛５－［３－フルオロ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ
）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾ
ール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン
からなる群から選択される少なくとも一つの式（Ｉ）の化合物を含む請求項１に記載の組
み合わせ。
【請求項３】
　下記の群：（２．１）ビキサフェン、（２．２）ボスカリド、（２．６）フルオピラム
、（２．８）フルキサピロキサド、（２．１１）イソピラザム（シンエピマー性ラセミ体
１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳおよびアンチエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲの混合
物）、（２．１２）イソピラザム（アンチエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）
、（２．１３）イソピラザム（アンチエピマー性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（
２．１４）イソピラザム（アンチエピマー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．
１５）イソピラザム（シンエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）
イソピラザム（シンエピマー性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピ
ラザム（シンエピマー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．２７）Ｎ－［１－（
２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメ
チル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２９）Ｎ－［９－
（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５
－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（３．１）アメトクトラジン、（３．２）アミスルブロム、（３．３）アゾキシス
トロビン、（３．４）シアゾファミド、（３．９）ファモキサドン、（３．１０）フェン
アミドン、（３．１２）フルオキサストロビン、（３．１６）ピコキシストロビン、（３
．１７）ピラクロストロビン、（３．２２）トリフロキシストロビン、（４．６）フルオ
ピコリド、（５．１）ボルドー液、（５．４）クロロタロニル、（５．５）水酸化銅、（
５．７）酸化銅、（５．８）オキシ塩化銅、（５．９）硫酸銅（２＋）、（５．１６）ホ
ルペット、（５．２３）マンコゼブ、（５．２５）メチラム、（５．２６）メチラム亜鉛
、（５．２９）プロピネブ、（５．３０）硫黄および多硫化カルシウムなどの硫黄剤、（
７．７）ピリメタニル、（９．２）ジメトモルフ、（９．４）イプロバリカルブ、（９．
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５）マンジプロパミド、（１０．９）プロパモカルブ、（１０．１０）プロパモカルブ塩
酸塩、（１２．９）メタラキシル、（１２．１０）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）
、（１４．４）フルアジナム、（１５．９）シモキサニル、（１５．２４）ホセチル－ア
ルミニウム、（１５．２５）ホセチル－カルシウム、（１５．２６）ホセチル－ナトリウ
ム、（１５．４１）リン酸およびそれの塩、（１５．４２）プロパモカルブ－ホセチレー
ト、（１５．５４）１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）
－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イ
ル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－
ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５５）１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（
２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５６）１－（
４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（
１５．６０）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６
－ｃ′］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（１５．９０）ペンチ
ル｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチリデ
ン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カーバメートから選択される少なく
とも一つの別の活性化合物（Ｂ）を含む請求項１に記載の組み合わせ。
【請求項４】
　１：１００から１００：１の重量比で混合相手（Ａ）：（Ｂ）を混合することを含む請
求項１から３のうちのいずれか１項に記載の組み合わせ。
【請求項５】
　請求項１、２、３または４に記載の活性化合物組み合わせを含み、さらに補助剤、溶媒
、担体、界面活性剤または増量剤を含む組成物。
【請求項６】
　請求項１、２、３または４に記載の活性化合物組み合わせまたは請求項５に記載の組成
物を、種子、植物、植物の果実または植物が成長するか成長すると考えられる土壌に施用
することを特徴とする、作物保護における植物病原性真菌の防除方法。
【請求項７】
　植物、植物の果実または植物が成長するか成長すると考えられる土壌を処理することを
特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　葉の処理では０．１から１００００ｇ／ｈａを、種子処理では２から２００ｇ／種子１
００ｋｇを用いることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　作物保護における望ましくない植物病原性真菌を防除するための、請求項１、２、３も
しくは４に記載の活性化合物組み合わせまたは請求項５に記載の組成物の使用。
【請求項１０】
　種子、トランスジェニック植物の種子およびトランスジェニック植物を処理するための
、請求項に記載の活性化合物組み合わせまたは請求項５に記載の組成物の使用。
【請求項１１】
　請求項１、２、３もしくは４に記載の活性化合物組み合わせまたは請求項５に記載の組
成物で処理された種子。
【請求項１２】
　下記式（Ｉ）のチアゾリルイソオキサゾリン。
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【化２】

　［式中、
　Ｒ１は、
【化３】

である。］
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、式（Ｉ）のチアゾリルイソオキサゾリン（Ａ）および別の殺菌活性化合物（
Ｂ）を含む、特には殺菌剤組成物の範囲内での活性化合物組み合わせに関するものである
。さらに、本発明は、植物もしくは作物の植物病原性真菌を治療的もしくは予防的に防除
する方法、種子処理のための本発明による組み合わせの使用、種子を保護する方法、そし
て処理された種子に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ある種のチアゾリルイソオキサゾリンを殺菌剤として用いることができることは公知で
ある（ＷＯ０８／０１３９２５、ＷＯ０９／０９４４０７、ＷＯ０９／０９４４４５、Ｗ
Ｏ０９／０５５５１４およびＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０１５６参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＷＯ０８／０１３９２５
【特許文献２】ＷＯ０９／０９４４０７
【特許文献３】ＷＯ０９／０９４４４５
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【特許文献４】ＷＯ０９／０５５５１４
【特許文献５】ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０１５６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば作用スペクトラム、毒性、選択性、施用量、残留物形成および好ましい製造能力
に関して現代の作物保護組成物に課された環境的および経済的要件が常に高まっているこ
とから、そしてさらに、例えば耐性について問題がある可能性があることから、一部の分
野で、上記の要件を達成する上で少なくとも役立つ新たな組成物、特には殺菌剤を開発す
る研究が常に行われている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、一部の態様において、少なくとも上記の目的を達成する活性化合物組み合わ
せ／組成物を提供する。
【０００６】
　驚くべきことに、本発明による組み合わせが、基本的に予想されるべき防除対象の植物
病原体に関する作用スペクトラムの相加的促進をもたらすだけではなく、二つの方法で成
分（Ａ）および成分（Ｂ）の作用範囲を拡大する相乗効果を達成することが認められてい
る。第１に、作用の良好性は等しく維持しながら、成分（Ａ）および成分（Ｂ）の施用量
を低下させる。第２に、その組み合わせはなお、当該２種類の個々の化合物はそのような
低施用量範囲で完全に無効となっている場合であっても、高度の植物病原体防除を達成す
る。一方で、これによって、防除できる植物病原体のスペクトラムの大幅な拡大が可能と
なり、他方で使用における安全性が高まる。
【０００７】
　相乗的殺菌活性に加えて、本発明による活性化合物組み合わせはさらに、より広い意味
で相乗的と称することもできる、さらに別の驚くべき特性を有しており、それには例えば
他の植物病原体、例えば植物疾患の抵抗性株に対する活性スペクトラムの拡大；活性化合
物の施用量低減；個々の化合物が活性を全く示さないかほとんど示さない施用量であって
も本発明による活性化合物組み合わせを利用した有害生物の十分な防除；製剤時または使
用時、例えば粉砕、篩い分け、乳化、溶解または分配時の有利な挙動；改善された貯蔵安
定性および光安定性；有利な残留物形成；改善された毒性的もしくは生態毒性的挙動；改
善された植物特性、例えば、より良好な成長、収穫量増加、より良好な発達根系、より大
きい葉面積、より緑の深い葉、より強い新芽、必要な種子の低減、植物毒性の低下、植物
の防御系の動員、植物との良好な適合性などがある。従って、本発明による活性化合物組
み合わせまたは組成物の使用は、若い穀物を健常に維持するのに大きく貢献し、それは例
えば、処理される穀物種子の冬期生存率を高め、品質および収量を保全するものでもある
。さらに、本発明による活性化合物組み合わせは、全身作用促進に寄与し得る。当該組み
合わせの個々の化合物が十分な全身特性を持たない場合であっても、本発明による活性化
合物組み合わせはなお、この特性を有することができる。同様にして、本発明による活性
化合物組み合わせによって、殺菌活性の持続性が高くなり得る。
【０００８】
　従って、本発明は、
　（Ａ）少なくとも一つの式（Ｉ）のチアゾリルイソオキサゾリン：
【０００９】
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【化１】

　［式中、Ｒ１は、少なくとも１個のプロプ－２－イン－１－イルオキシで置換されてお
り、メチル、メトキシ、フルオロもしくはクロロからなる群から選択される１個、２個も
しくは３個の置換基によってさらに置換されていても良いフェニルを表す。］またはそれ
の農薬として許容される塩、
ならびに
　（Ｂ）下記の群：
　（１）エルゴステロール合成の阻害剤、
　（２）複合体ＩまたはＩＩでの呼吸鎖の阻害剤、
　（３）複合体ＩＩＩでの呼吸鎖の阻害剤、
　（４）有糸分裂および細胞分裂の阻害剤、
　（５）多部位作用を有することができる化合物、
　（６）宿主防御を誘発することができる化合物、
　（７）アミノ酸および／またはタンパク質生合成の阻害剤、
　（８）ＡＴＰ産生の阻害剤、
　（９）細胞壁合成の阻害剤、
　（１０）脂質および膜合成の阻害剤、
　（１１）メラニン生合成の阻害剤、
　（１２）核酸合成の阻害剤、
　（１３）シグナル伝達の阻害剤、
　（１４）脱共役剤として作用することができる化合物、
　（１５）他の殺菌剤
から選択される少なくとも一つの別の活性化合物
を含む組み合わせを提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　好ましいものは、
　（Ｉ－１）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－２）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－３）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［３－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－４）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオ
キシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チ
アゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
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　（Ｉ－５）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－フルオロ－６－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－６）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－クロロ－６－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フ
ェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール
－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－７）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－３－（プロプ－２－イン－１－イルオ
キシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チ
アゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－８）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［５－フルオロ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－９）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［４－メトキシ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－１０）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
］－１－［４－（４－｛５－［３－フルオロ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ
）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾ
ール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン
からなる群から選択される少なくとも一つの式（Ｉ）の化合物を含む組み合わせである。
【００１１】
　本発明は、下記式（Ｉ）のチアゾリルイソオキサゾリンに関するものでもある。
【００１２】

【化２】

　式中、
　Ｒ１は、
【００１３】
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【化３】

である。
【００１４】
　本発明による式（Ｉ）のチアゾリルイソオキサゾリンは、
　（Ｉ－１）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－２）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－３）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［３－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－４）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオ
キシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チ
アゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－５）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－フルオロ－６－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－６）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－クロロ－６－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フ
ェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール
－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－７）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－３－（プロプ－２－イン－１－イルオ
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キシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チ
アゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－８）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［５－フルオロ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－９）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［４－メトキシ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、
　（Ｉ－１０）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
］－１－［４－（４－｛５－［３－フルオロ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ
）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾ
ール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン
である。
【００１５】
　下の説明において、化合物名に続く括弧内の番号は当該化合物のＣＡＳ登録番号を表す
。
【００１６】
　別の好ましいものは、下記の群から選択される少なくとも１種類の別の活性化合物（Ｂ
）を含む組み合わせである。
【００１７】
　（１）エルゴステロール生合成の阻害剤、例えば、（１．１）アルジモルフ（１７０４
－２８－５）、（１．２）アザコナゾール（６０２０７－３１－０）、（１．３）ビテル
タノール（５５１７９－３１－２）、（１．４）ブロムコナゾール（１１６２５５－４８
－２）、（１．５）シプロコナゾール（１１３０９６－９９－４）、（１．６）ジクロブ
トラゾール（７５７３６－３３－３）、（１．７）ジフェノコナゾール（１１９４４６－
６８－３）、（１．８）ジニコナゾール（８３６５７－２４－３）、（１．９）ジニコナ
ゾール－Ｍ（８３６５７－１８－５）、（１．１０）ドデモルフ（１５９３－７７－７）
、（１．１１）酢酸ドデモルフ（３１７１７－８７－０）、（１．１２）エポキシコナゾ
ール（１０６３２５－０８－０）、（１．１３）エタコナゾール（６０２０７－９３－４
）、（１．１４）フェナリモール（６０１６８－８８－９）、（１．１５）フェンブコナ
ゾール（１１４３６９－４３－６）、（１．１６）フェンヘキサミド（１２６８３３－１
７－８）、（１．１７）フェンプロピジン（６７３０６－００－７）、（１．１８）フェ
ンプロピモルフ（６７３０６－０３－０）、（１．１９）フルキンコナゾール（１３６４
２６－５４－５）、（１．２０）フルルプリミドール（５６４２５－９１－３）、（１．
２１）フルシラゾール（８５５０９－１９－９）、（１．２２）フルトリアホール（７６
６７４－２１－０）、（１．２３）フルコナゾール（１１２８３９－３３－５）、（１．
２４）フルコナゾール－シス（１１２８３９－３２－４）、（１．２５）ヘキサコナゾー
ル（７９９８３－７１－４）、（１．２６）イマザリル（６０５３４－８０－７）、（１
．２７）硫酸イマザリル（５８５９４－７２－２）、（１．２８）イミベンコナゾール（
８６５９８－９２－７）、（１．２９）イプコナゾール（１２５２２５－２８－７）、（
１．３０）メトコナゾール（１２５１１６－２３－６）、（１．３１）ミクロブタニル（
８８６７１－８９－０）、（１．３２）ナフチフィン（６５４７２－８８－０）、（１．
３３）ヌアリモール（６３２８４－７１－９）、（１．３４）オキシポコナゾール（１７
４２１２－１２－５）、（１．３５）パクロブトラゾール（７６７３８－６２－０）、（
１．３６）ペフラゾエート（１０１９０３－３０－４）、（１．３７）ペンコナゾール（
６６２４６－８８－６）、（１．３８）ピペラリン（３４７８－９４－２）、（１．３９
）プロクロラズ（６７７４７－０９－５）、（１．４０）プロピコナゾール（６０２０７
－９０－１）、（１．４１）プロチオコナゾール（１７８９２８－７０－６）、（１．４
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２）ピリブチカルブ（８８６７８－６７－５）、（１．４３）ピリフェノックス（８８２
８３－４１－４）、（１．４４）キンコナゾール（１０３９７０－７５－８）、（１．４
５）シメコナゾール（１４９５０８－９０－７）、（１．４６）スピロキサミン（１１８
１３４－３０－８）、（１．４７）テブコナゾール（１０７５３４－９６－３）、（１．
４８）テルビナフィン（９１１６１－７１－６）、（１．４９）テトラコナゾール（１１
２２８１－７７－３）、（１．５０）トリアジメホン（４３１２１－４３－３）、（１．
５１）トリアジメノール（８９４８２－１７－７）、（１．５２）トリデモルフ（８１４
１２－４３－３）、（１．５３）トリフルミゾール（６８６９４－１１－１）、（１．５
４）トリホリン（２６６４４－４６－２）、（１．５５）トリチコナゾール（１３１９８
３－７２－７）、（１．５６）ウニコナゾール（８３６５７－２２－１）、（１．５７）
ウニコナゾール－ｐ（８３６５７－１７－４）、（１．５８）ビニコナゾール（７７１７
４－６６－４）、（１．５９）ボリコナゾール（１３７２３４－６２－９）、（１．６０
）１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）シ
クロヘプタノール（１２９５８６－３２－９）、（１．６１）１－（２，２－ジメチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸
メチル（１１０３２３－９５－０）、（１．６２）Ｎ’－｛５－（ジフルオロメチル）－
２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メチ
ル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニ
ル｝イミドホルムアミド、および、（１．６４）Ｏ－［１－（４－メトキシフェノキシ）
－３，３－ジメチルブタン－２－イル］－１Ｈ－イミダゾール－１－カルボチオエート（
１１１２２６－７１－２）。
【００１８】
　（２）複合体ＩまたはＩＩでの呼吸鎖の阻害剤、例えば、（２．１）ビキサフェン（５
８１８０９－４６－３）、（２．２）ボスカリド（１８８４２５－８５－６）、（２．３
）カルボキシン（５２３４－６８－４）、（２．４）ジフルメトリム（１３０３３９－０
７－０）、（２．５）フェンフラム（２４６９１－８０－３）、（２．６）フルオピラム
（６５８０６６－３５－４）、（２．７）フルトラニル（６６３３２－９６－５）、（２
．８）フルキサピロキサド（ｆｌｕｘａｐｙｒｏｘａｄ）（９０７２０４－３１－３）、
（２．９）フラメトピル（１２３５７２－８８－３）、（２．１０）フルメシクロックス
（６０５６８－０５－０）、（２．１１）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物
（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９Ｓ
Ｒ）の混合物）（８８１６８５－５８－１）、（２．１２）イソピラザム（アンチ－エピ
マー性ラセミ化合物１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）、（２．１３）イソピラザム（アンチ－エ
ピマー性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イソピラザム（アンチ－エピ
マー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イソピラザム（シン－エピマー
性ラセミ化合物１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）イソピラザム（シン－エピマー
性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピラザム（シン－エピマー性エ
ナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．１８）メプロニル（５５８１４－４１－０）、
（２．１９）オキシカルボキシン（５２５９－８８－１）、（２．２０）ペンフルフェン
（４９４７９３－６７－８）、（２．２１）ペンチオピラド（１８３６７５－８２－３）
、（２．２２）セダキサン（８７４９６７－６７－６）、（２．２３）チフルザミド（１
３００００－４０－７）、（２．２４）１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テト
ラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（２．２５）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（
１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（２．２６）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１
，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（２．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１
－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラ
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ゾール－４－カルボキサミド（１０９２４００－９５－７）（ＷＯ２００８１４８５７０
）、（２．２８）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリ
フルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－ア
ミン（１２１００７０－８４－０）（ＷＯ２０１００２５４５１）、（２．２９）Ｎ－［
９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン
－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（２．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３
，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル
）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドおよび（２．３１）Ｎ－［（１
Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタ
ノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド。
【００１９】
　（３）複合体ＩＩＩでの呼吸鎖の阻害剤、例えば、（３．１）アメトクトラジン（８６
５３１８－９７－４）、（３．２）アミスルブロム（３４８６３５－８７－０）、（３．
３）アゾキシストロビン（１３１８６０－３３－８）、（３．４）シアゾファミド（１２
０１１６－８８－３）、（３．５）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙｓｔｒ
ｏｂｉｎ）（８５０８８１－３０－０）、（３．６）クモキシストロビン（ｃｏｕｍｏｘ
ｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８５０８８１－７０－８）、（３．７）ジモキシストロビン（１４
１６００－５２－４）、（３．８）エネストロブリン（ｅｎｅｓｔｒｏｂｕｒｉｎ）（２
３８４１０－１１－２）（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．９）ファモキサドン（
１３１８０７－５７－３）（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．１０）フェンアミド
ン（１６１３２６－３４－７）（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．１１）フェノキ
シストロビン（ｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（９１８１６２－０２－４）、（３．１２
）フルオキサストロビン（３６１３７７－２９－９）（ＷＯ２００４／０５８７２３）、
（３．１３）クレソキシム－メチル（１４３３９０－８９－０）（ＷＯ２００４／０５８
７２３）、（３．１４）メトミノストロビン（１３３４０８－５０－１）（ＷＯ２００４
／０５８７２３）、（３．１５）オリサストロビン（１８９８９２－６９－１）（ＷＯ２
００４／０５８７２３）、（３．１６）ピコキシストロビン（１１７４２８－２２－５）
（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．１７）ピラクロストロビン（１７５０１３－１
８－０）（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．１８）ピラメトストリビン（ｐｙｒａ
ｍｅｔｏｓｔｒｏｂｉｎ）（９１５４１０－７０－７）（ＷＯ２００４／０５８７２３）
、（３．１９）ピラオキシストロビン（ｐｙｒａｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８６２５８８
－１１－２）（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．２０）ピリベンカルブ（７９９２
４７－５２－２）（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．２１）トリクロピリカルブ（
ｔｒｉｃｌｏｐｙｒｉｃａｒｂ）（９０２７６０－４０－１）、（３．２２）トリフロキ
シストロビン（１４１５１７－２１－７）（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．２３
）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロ
ピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタ
ンアミド（ＷＯ２００４／０５８７２３）、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メトキシイミ
ノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フ
ェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド（ＷＯ２００４
／０５８７２３）、（３．２５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－
｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）
メチル］フェニル｝エタンアミド（１５８１６９－７３－４）、（３．２６）（２Ｅ）－
２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェニルエテ
ニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メ
トキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド（３２６８９６－２８－０）、（３．２７）（
２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジクロロフェニル）ブト－
３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ
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）－Ｎ－メチルエタンアミド、（３．２８）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド（１１
９８９９－１４－８）、（３．２９）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（
１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メ
チル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－オン、（
３．３０）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニル）イミ
ノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプロプ－２－エン酸メチ
ル（１４９６０１－０３－６）、（３．３１）Ｎ－（３－エチル－３，５，５－トリメチ
ルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロキシベンズアミド（２２６５
５１－２１－９）、（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］
フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（１７３６６２－９７－０）および
（３．３３）（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシオキシ）メチル］フ
ェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（３９４６５７－２４－０）。
【００２０】
　（４）有糸分裂および細胞分裂の阻害剤、例えば、（４．１）ベノミル（１７８０４－
３５－２）、（４．２）カルベンダジム（１０６０５－２１－７）、（４．３）クロルフ
ェナゾール（３５７４－９６－７）、（４．４）ジエトフェンカルブ（８７１３０－２０
－９）、（４．５）エタボキサム（１６２６５０－７７－３）、（４．６）フルオピコリ
ド（２３９１１０－１５－７）、（４．７）フベリダゾール（３８７８－１９－１）、（
４．８）ペンシクロン（６６０６３－０５－６）、（４．９）チアベンダゾール（１４８
－７９－８）、（４．１０）チオファネート－メチル（２３５６４－０５－８）、（４．
１１）チオファネート（２３５６４－０６－９）、（４．１２）ゾキサミド（１５６０５
２－６８－５）、（４．１３）５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－
６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン（２１４７０６－５３－３）および（４．１４）３－クロロ－５－（６－クロロ
ピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）ピリダ
ジン（１００２７５６－８７－７）。
【００２１】
　（５）多部位活性を有することができる化合物、例えば、（５．１）ボルドー液（８０
１１－６３－０）、（５．２）カプタホール（２４２５－０６－１）、（５．３）キャプ
タン（１３３－０６－２）（ＷＯ０２／１２１７２）、（５．４）クロロタロニル（１８
９７－４５－６）、（５．５）水酸化銅（２０４２７－５９－２）、（５．６）ナフテン
酸銅（１３３８－０２－９）、（５．７）酸化銅（１３１７－３９－１）、（５．８）塩
基性塩化銅（１３３２－４０－７）、（５．９）硫酸銅（２＋）（７７５８－９８－７）
、（５．１０）ジクロフルアニド（１０８５－９８－９）、（５．１１）ジチアノン（３
３４７－２２－６）、（５．１２）ドジン（２４３９－１０－３）、（５．１３）ドジン
遊離塩基、（５．１４）ファーバム（１４４８４－６４－１）、（５．１５）フルオロホ
ルペット（７１９－９６－０）、（５．１６）ホルペット（１３３－０７－３）、（５．
１７）グアザチン（１０８１７３－９０－６）、（５．１８）酢酸グアザチン、（５．１
９）イミノクタジン（１３５１６－２７－３）、（５．２０）イミノクタジンアルベシル
酸塩（１６９２０２－０６－６）、（５．２１）イミノクタジン三酢酸塩（５７５２０－
１７－９）、（５．２２）マンカッパー（５３９８８－９３－５）、（５．２３）マンコ
ゼブ（８０１８－０１－７）、（５．２４）マンネブ（１２４２７－３８－２）、（５．
２５）メチラム（９００６－４２－２）、（５．２６）メチラム亜鉛（９００６－４２－
２）、（５．２７）オキシン銅（１０３８０－２８－６）、（５．２８）プロパミジン（
ｐｒｏｐａｍｉｄｉｎｅ）（１０４－３２－５）、（５．２９）プロピネブ（１２０７１
－８３－９）、（５．３０）硫黄および多硫化カルシウムなどの硫黄剤（７７０４－３４
－９）、（５．３１）チウラム（１３７－２６－８）、（５．３２）トリルフルアニド（
７３１－２７－１）、（５．３３）ジネブ（１２１２２－６７－７）および（５．３４）
ジラム（１３７－３０－４）。
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【００２２】
　（６）宿主防御を誘発することができる化合物、例えば、（６．１）アシベンゾラル－
Ｓ－メチル（１３５１５８－５４－２）、（６．２）イソチアニル（２２４０４９－０４
－１）、（６．３）プロベナゾール（２７６０５－７６－１）および（６．４）チアジニ
ル（２２３５８０－５１－６）。
【００２３】
　（７）アミノ酸および／またはタンパク質生合成の阻害剤、例えば、（７．１）アンド
プリム（ａｎｄｏｐｒｉｍ）（２３９５１－８５－１）、（７．２）ブラストサイジン－
Ｓ（２０７９－００－７）、（７．３）シプロジニル（１２１５５２－６１－２）、（７
．４）カスガマイシン（６９８０－１８－３）、（７．５）カスガマイシン塩酸塩水和物
（１９４０８－４６－９）、（７．６）メパニピリム（１１０２３５－４７－７）、（７
．７）ピリメタニル（５３１１２－２８－０）および（７．８）３－（５－フルオロ－３
，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン（８
６１６４７－３２－７）（ＷＯ２００５０７０９１７）。
【００２４】
　（８）ＡＴＰ産生の阻害剤、例えば、（８．１）酢酸トリフェニルスズ（９００－９５
－８）、（８．２）塩化トリフェニルスズ（６３９－５８－７）、（８．３）水酸化トリ
フェニルスズ（７６－８７－９）および（８．４）シルチオファム（１７５２１７－２０
－６）。
【００２５】
　（９）細胞壁合成の阻害剤、例えば、（９．１）ベンチアバリカルブ（１７７４０６－
６８－７）、（９．２）ジメトモルフ（１１０４８８－７０－５）、（９．３）フルモル
フ（２１１８６７－４７－９）、（９．４）イプロバリカルブ（１４０９２３－１７－７
）、（９．５）マンジプロパミド（３７４７２６－６２－２）、（９．６）ポリオキシン
（１１１１３－８０－７）、（９．７）ポリオキソリム（２２９７６－８６－９）、（９
．８）バリダマイシンＡ（３７２４８－４７－８）および（９．９）バリフェナレート（
２８３１５９－９４－４；２８３１５９－９０－０）。
【００２６】
　（１０）脂質および膜合成の阻害剤、例えば、（１０．１）ビフェニル（９２－５２－
４）、（１０．２）クロロネブ（２６７５－７７－６）、（１０．３）ジクロラン（９９
－３０－９）、（１０．４）エジフェンホス（１７１０９－４９－８）、（１０．５）エ
トリジアゾール（２５９３－１５－９）、（１０．６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒｂ
）（５５４０６－５３－６）、（１０．７）イプロベンホス（２６０８７－４７－８）、
（１０．８）イソプロチオラン（５０５１２－３５－１）、（１０．９）プロパモカルブ
（２５６０６－４１－１）、（１０．１０）プロパモカルブ塩酸塩（２５６０６－４１－
１）、（１０．１１）プロチオカルブ（１９６２２－０８－３）、（１０．１２）ピラゾ
ホス（１３４５７－１８－６）、（１０．１３）キントゼン（８２－６８－８）、（１０
．１４）テクナゼン（１１７－１８－０）および（１０．１５）トルクロホス－メチル（
５７０１８－０４－９）。
【００２７】
　（１１）メラニン生合成の阻害剤、例えば、（１１．１）カルプロパミド（１０４０３
０－５４－８）、（１１．２）ジクロシメット（１３９９２０－３２－４）、（１１．３
）フェノキサニル（１１５８５２－４８－７）、（１１．４）フタリド（２７３５５－２
２－２）、（１１．５）ピロキロン（５７３６９－３２－１）、（１１．６）トリシクラ
ゾール（４１８１４－７８－２）および（１１．７）２，２，２－トリフルオロエチル｛
３－メチル－１－［（４－メチルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カーバメート
（８５１５２４－２２－６）（ＷＯ２００５０４２４７４）。
【００２８】
　（１２）核酸合成の阻害剤、例えば、（１２．１）ベナラキシル（７１６２６－１１－
４）、（１２．２）ベナラキシル－Ｍ（キララキシル）（９８２４３－８３－５）、（１
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２．３）ブピリメート（４１４８３－４３－６）、（１２．４）クロジラコン（６７９３
２－８５－８）、（１２．５）ジメチリモール（５２２１－５３－４）、（１２．６）エ
チリモール（２３９４７－６０－６）、（１２．７）フララキシル（５７６４６－３０－
７）、（１２．８）ヒメキサゾール（１０００４－４４－１）、（１２．９）メタラキシ
ル（５７８３７－１９－１）、（１２．１０）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）（７
０６３０－１７－０）、（１２．１１）オフラセ（５８８１０－４８－３）、（１２．１
２）オキサジキシル（７７７３２－０９－３）および（１２．１３）オキソリン酸（１４
６９８－２９－４）。
【００２９】
　（１３）シグナル伝達の阻害剤、例えば、（１３．１）クロゾリネート（８４３３２－
８６－５）、（１３．２）フェンピクロニル（７４７３８－１７－３）、（１３．３）フ
ルジオキソニル（１３１３４１－８６－１）、（１３．４）イプロジオン（３６７３４－
１９－７）、（１３．５）プロシミドン（３２８０９－１６－８）、（１３．６）キノキ
シフェン（１２４４９５－１８－７）および（１３．７）ビンクロゾリン（５０４７１－
４４－８）。
【００３０】
　（１４）脱共役剤として作用することができる化合物、例えば、（１４．１）ビナパク
リル（４８５－３１－４）、（１４．２）ジノカップ（１３１－７２－６）、（１４．３
）フェリムゾン（８９２６９－６４－７）、（１４．４）フルアジナム（７９６２２－５
９－６）および（１４．５）メプチルジノカップ（１３１－７２－６）。
【００３１】
　（１５）さらに別の化合物、例えば、（１５．１）ベンチアゾール（２１５６４－１７
－０）、（１５．２）ベトキサジン（１６３２６９－３０－５）、（１５．３）カプシマ
イシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）（７０６９４－０８－５）、（１５．４）カルボン（９
９－４９－０）、（１５．５）キノメチオネート（２４３９－０１－２）、（１５．６）
ピリオフェノン（ｐｙｒｉｏｆｅｎｏｎｅ）（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎ
ｅ））（６８８０４６－６１－９）、（１５．７）クフラネブ（１１０９６－１８－７）
、（１５．８）シフルフェナミド（１８０４０９－６０－３）、（１５．９）シモキサニ
ル（５７９６６－９５－７）、（１５．１０）シプロスルファミド（２２１６６７－３１
－８）、（１５．１１）ダゾメット（５３３－７４－４）、（１５．１２）デバカルブ（
６２７３２－９１－６）、（１５．１３）ジクロロフェン（９７－２３－４）、（１５．
１４）ジクロメジン（６２８６５－３６－５）、（１５．１５）ジフェンゾコート（４９
８６６－８７－７）、（１５．１６）ジフェンゾコートメチル硫酸塩（４３２２２－４８
－６）、（１５．１７）ジフェニルアミン（１２２－３９－４）、（１５．１８）エコメ
イト、（１５．１９）フェンピラザミン（ｆｅｎｐｙｒａｚａｍｉｎｅ）（４７３７９８
－５９－３）、（１５．２０）フルメトベル（１５４０２５－０４－４）、（１５．２１
）フルオルイミド（４１２０５－２１－４）、（１５．２２）フルスルファミド（１０６
９１７－５２－６）、（１５．２３）フルチアニル（３０４９００－２５－２）、（１５
．２４）ホセチル－アルミニウム（３９１４８－２４－８）、（１５．２５）ホセチル－
カルシウム、（１５．２６）ホセチル－ナトリウム（３９１４８－１６－８）、（１５．
２７）ヘキサクロロベンゼン（１１８－７４－１）、（１５．２８）イルママイシン（８
１６０４－７３－１）、（１５．２９）メタスルホカルブ（６６９５２－４９－６）、（
１５．３０）イソチオシアン酸メチル（５５６－６１－６）、（１５．３１）メトラフェ
ノン（２２０８９９－０３－６）、（１５．３２）ミルディオマイシン（６７５２７－７
１－３）、（１５．３３）ナタマイシン（７６８１－９３－８）、（１５．３４）ジメチ
ルジチオカルバミン酸ニッケル（１５５２１－６５－０）、（１５．３５）ニトロタル－
イソプロピル（１０５５２－７４－６）、（１５．３６）オクチリノン（２６５３０－２
０－１）、（１５．３７）オキサモカルブ（ｏｘａｍｏｃａｒｂ）（９１７２４２－１２
－７）、（１５．３８）オキシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）（３４４０７－
８７－９）、（１５．３９）ペンタクロロフェノールおよび塩（８７－８６－５）、（１
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５．４０）フェノトリン、（１５．４１）リン酸およびそれの塩（１３５９８－３６－２
）、（１５．４２）プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅ
ｔｙｌａｔｅ）、（１５．４３）プロパノシン－ナトリウム（ｐｒｏｐａｎｏｓｉｎｅ－
ｓｏｄｉｕｍ）（８８４９８－０２－６）、（１５．４４）プロキナジド（１８９２７８
－１２－４）、（１５．４５）ピリモルフ（８６８３９０－９０－３）、（１５．４５ｅ
）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－
イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロプ－２－エン－１－オン（１２３１７７６－
２８－５）、（１５．４５ｚ）（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－
（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロプ－２－エン－
１－オン（１２３１７７６－２９－６）、（１５．４６）ピロールニトリン（１０１８－
７１－９）（ＥＰ－Ａ１５５９３２０）、（１５．４７）テブフロキン（３７６６４５－
７８－２）、（１５．４８）テクロフタラム（７６２８０－９１－６）、（１５．４９）
トルニファニド（３０４９１１－９８－６）、（１５．５０）トリアゾキシド（７２４５
９－５８－６）、（１５．５１）トリクラミド（７０１９３－２１－４）、（１５．５２
）ザリラミド（８４５２７－５１－５）、（１５．５３）２－メチルプロパン酸（３Ｓ，
６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ
］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジ
オキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル（５１７８７５－３４－２）（ＷＯ２００３０
３５６１７）、（１５．５４）１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロ
フェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００３３１９－７９－６）（ＷＯ２００
８０１３６２２）、（１５．５５）１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフル
オロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チア
ゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００３３１９－８０－９）（ＷＯ２
００８０１３６２２）、（１５．５６）１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフ
ェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール
－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）
－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００３３１８－６７－９）（ＷＯ２００８
０１３６２２）、（１５．５７）１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブ
タン－２－イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート（１１１２２７－１７－９
）、（１５．５８）２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン
（１３１０８－５２－６）、（１５．５９）２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，
３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（２２１４５１－５８－７）、（１５．６０）２
，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ′］ジピロ
ール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（１５．６１）２－［５－メチル－３
－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ
）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チ
アゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン（１００３３１６－５３－７）（
ＷＯ２００８０１３６２２）、（１５．６２）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－
４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル
｝ピペリジン－１－イル）エタノン（１００３３１６－５４－８）（ＷＯ２００８０１３
６２２）、（１５．６３）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オ
キサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタ
ノン（１００３３１６－５１－５）（ＷＯ２００８０１３６２２）、（１５．６４）２－
ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．６５）２－
クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－
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メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、（１５．６６）２－フェニルフェノ
ールおよび塩（９０－４３－７）、（１５．６７）３－（４，４，５－トリフルオロ－３
，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン（８６１６４７－
８５－０）（ＷＯ２００５０７０９１７）、（１５．６８）３，４，５－トリクロロピリ
ジン－２，６－ジカルボニトリル（１７８２４－８５－０）、（１５．６９）３－［５－
（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチル－１，２－オキサゾリジン－３－イル］ピリ
ジン、（１５．７０）３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジフル
オロフェニル）－６－メチルピリダジン、（１５．７１）４－（４－クロロフェニル）－
５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジン、（１５．７２）５
－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、（１５．７３）５－クロロ－Ｎ
′－フェニル－Ｎ′－（プロパ－２－イン－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラ
ジド（１３４－３１－６）、（１５．７４）５－フルオロ－２－［（４－フルオロベンジ
ル）オキシ］ピリミジン－４－アミン（１１７４３７６－１１－４）（ＷＯ２００９０９
４４４２）、（１５．７５）５－フルオロ－２－［（４－メチルベンジル）オキシ］ピリ
ミジン－４－アミン（１１７４３７６－２５－０）（ＷＯ２００９０９４４４２）、（１
５．７６）５－メチル－６－オクチル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジ
ン－７－アミン、（１５．７７）（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルプロ
パ－２－エン酸エチル、（１５．７８）Ｎ′－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－
１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．７９）Ｎ－（４－クロロベンジル）－
３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンア
ミド、（１５．８０）Ｎ－［（４－クロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メ
トキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５
．８１）Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジク
ロロピリジン－３－カルボキサミド、（１５．８２）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロ
ロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、（
１５．８３）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２－
フルオロ－４－ヨードピリジン－３－カルボキサミド、（１５．８４）Ｎ－｛（Ｅ）－［
（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオ
ロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド（２２１２０１－９２－９）、（１５
．８５）Ｎ－｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメト
キシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド（２２１２
０１－９２－９）、（１５．８６）Ｎ′－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ
－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．８７）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５
－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペ
リジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１
，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５１４－４９－６）（ＷＯ２００７０１
４２９０）、（１５．８８）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［
（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール
－４－カルボキサミド（９２２５１４－０７－６）（ＷＯ２００７０１４２９０）、（１
５．８９）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２
，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサ
ミド（９２２５１４－４８－５）（ＷＯ２００７０１４２９０）、（１５．９０）ペンチ
ル｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチリデ
ン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カーバメート、（１５．９１）フェ
ナジン－１－カルボン酸、（１５．９２）キノリン－８－オール（１３４－３１－６）、
（
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１５．９３）キノリン－８－オールサルフェート（２：１）（１３４－３１－６）および
（１５．９４）ｔｅｒｔ－ブチル｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５
－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カーバ
メート。
【００３２】
　（１６）さらに別の化合物、例えば（１６．１）１－メチル－３－（トリフルオロメチ
ル）－Ｎ－［２′－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（１６．２）Ｎ－（４′－クロロビフェニル－２－イル）－３－
（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．
３）Ｎ－（２′，４′－ジクロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．４）３－（ジフルオロメ
チル）－１－メチル－Ｎ－［４′－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．５）Ｎ－（２′，５′－ジフルオロビフ
ェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（１６．６）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４′－
（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公知）、（１６．７）５－フルオロ－１，
３－ジメチル－Ｎ－［４′－（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公知）、（１
６．８）２－クロロ－Ｎ－［４′－（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イ
ル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公知）、（１６．
９）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４′－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－
イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
ＷＯ２００４／０５８７２３から公知）、（１６．１０）Ｎ－［４′－（３，３－ジメチ
ルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公知）、
（１６．１１）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４′－エチニルビフェニル－２－イル
）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３
から公知）、（１６．１２）Ｎ－（４′－エチニルビフェニル－２－イル）－５－フルオ
ロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８
７２３から公知）、（１６．１３）２－クロロ－Ｎ－（４′－エチニルビフェニル－２－
イル）ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公知）、（１６
．１４）２－クロロ－Ｎ－［４′－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－イル）ビフ
ェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公
知）、（１６．１５）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４′－（トリフル
オロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ
２００４／０５８７２３から公知）、（１６．１６）５－フルオロ－Ｎ－［４′－（３－
ヒドロキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公
知）、（１６．１７）２－クロロ－Ｎ－［４′－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－１
－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ２００
４／０５８７２３から公知）、（１６．１８）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４′－
（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公知
）、（１６．１９）５－フルオロ－Ｎ－［４′－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－
イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公知）、（１６．２０）２－クロロ－
Ｎ－［４′－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－
イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ２００４／０５８７２３から公知）、（１６
．２１）（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４－
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トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン（ＥＰ－Ａ１５５９３２０から公知）、（
１６．２２）Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）プロプ－２－イン－１－
イル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリン
アミド（２２０７０６－９３－４）、（１６．２３）４－オキソ－４－［（２－フェニル
エチル）アミノ］ブタン酸および（１６．２４）ブト－３－イン－１－イル｛６－［（｛
［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミ
ノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カーバメート。
【００３３】
　分類（１）から（１６）の全ての言及された混合相手は、それの官能基によって可能で
あるならば、好適な塩基または酸と塩を形成しても良い。
【００３４】
　特に好ましいものにはさらに、下記の群から選択される少なくとも一つの別の活性化合
物（Ｂ）を含む組み合わせがある。
【００３５】
　（２．１）ビキサフェン、（２．２）ボスカリド、（２．６）フルオピラム、（２．８
）フルキサピロキサド、（２．１１）イソピラザム（シンエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４
ＳＲ，９ＲＳおよびアンチエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲの混合物）、（２
．１２）イソピラザム（アンチエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）、（２．１
３）イソピラザム（アンチエピマー性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）
イソピラザム（アンチエピマー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イソ
ピラザム（シンエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）イソピラザ
ム（シンエピマー性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピラザム（シ
ンエピマー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジ
クロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２９）Ｎ－［９－（ジクロロ
メチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－
３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（３
．１）アメトクトラジン、（３．２）アミスルブロム、（３．３）アゾキシストロビン、
（３．４）シアゾファミド、（３．９）ファモキサドン、（３．１０）フェンアミドン、
（３．１２）フルオキサストロビン、（３．１６）ピコキシストロビン、（３．１７）ピ
ラクロストロビン、（３．２２）トリフロキシストロビン、（４．６）フルオピコリド、
（５．１）ボルドー液、（５．４）クロロタロニル、（５．５）水酸化銅、（５．７）酸
化銅、（５．８）オキシ塩化銅、（５．９）硫酸銅（２＋）、（５．１６）ホルペット、
（５．２３）マンコゼブ、（５．２５）メチラム、（５．２６）メチラム亜鉛、（５．２
９）プロピネブ、（５．３０）硫黄および多硫化カルシウムなどの硫黄剤、（７．７）ピ
リメタニル、（９．２）ジメトモルフ、（９．４）イプロバリカルブ、（９．５）マンジ
プロパミド、（１０．９）プロパモカルブ、（１０．１０）プロパモカルブ塩酸塩、（１
２．９）メタラキシル、（１２．１０）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、（１４．
４）フルアジナム、（１５．９）シモキサニル、（１５．２４）ホセチル－アルミニウム
、（１５．２５）ホセチル－カルシウム、（１５．２６）ホセチル－ナトリウム、（１５
．４１）リン酸およびそれの塩、（１５．４２）プロパモカルブ－ホセチレート、（１５
．５４）１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－
ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリ
ジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール
－１－イル］エタノン、（１５．５５）１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジ
フルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５６）１－（４－｛４－
［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３
－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル
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－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．６０
）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ′］ジ
ピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（１５．９０）ペンチル｛６－［
（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチリデン］アミノ
｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カーバメート
　分類（１）から（１５）の全ての言及された混合相手は、それの官能基によって可能で
あるならば、好適な塩基または酸と塩を形成しても良い。
【００３６】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－１）
および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－１）＋（１．１）、（Ｉ－１
）＋（１．２）、（Ｉ－１）＋（１．３）、（Ｉ－１）＋（１．４）、（Ｉ－１）＋（１
．５）、（Ｉ－１）＋（１．６）、（Ｉ－１）＋（１．７）、（Ｉ－１）＋（１．８）、
（Ｉ－１）＋（１．９）、（Ｉ－１）＋（１．１０）、（Ｉ－１）＋（１．１１）、（Ｉ
－１）＋（１．１２）、（Ｉ－１）＋（１．１３）、（Ｉ－１）＋（１．１４）、（Ｉ－
１）＋（１．１５）、（Ｉ－１）＋（１．１６）、（Ｉ－１）＋（１．１７）、（Ｉ－１
）＋（１．１８）、（Ｉ－１）＋（１．１９）、（Ｉ－１）＋（１．２０）、（Ｉ－１）
＋（１．２１）、（Ｉ－１）＋（１．２２）、（Ｉ－１）＋（１．２３）、（Ｉ－１）＋
（１．２４）、（Ｉ－１）＋（１．２５）、（Ｉ－１）＋（１．２６）、（Ｉ－１）＋（
１．２７）、（Ｉ－１）＋（１．２８）、（Ｉ－１）＋（１．２９）、（Ｉ－１）＋（１
．３０）、（Ｉ－１）＋（１．３１）、（Ｉ－１）＋（１．３２）、（Ｉ－１）＋（１．
３３）、（Ｉ－１）＋（１．３４）、（Ｉ－１）＋（１．３５）、（Ｉ－１）＋（１．３
６）、（Ｉ－１）＋（１．３７）、（Ｉ－１）＋（１．３８）、（Ｉ－１）＋（１．３９
）、（Ｉ－１）＋（１．４０）、（Ｉ－１）＋（１．４１）、（Ｉ－１）＋（１．４２）
、（Ｉ－１）＋（１．４３）、（Ｉ－１）＋（１．４４）、（Ｉ－１）＋（１．４５）、
（Ｉ－１）＋（１．４６）、（Ｉ－１）＋（１．４７）、（Ｉ－１）＋（１．４８）、（
Ｉ－１）＋（１．４９）、（Ｉ－１）＋（１．５０）、（Ｉ－１）＋（１．５１）、（Ｉ
－１）＋（１．５２）、（Ｉ－１）＋（１．５３）、（Ｉ－１）＋（１．５４）、（Ｉ－
１）＋（１．５５）、（Ｉ－１）＋（１．５６）、（Ｉ－１）＋（１．５７）、（Ｉ－１
）＋（１．５８）、（Ｉ－１）＋（１．５９）、（Ｉ－１）＋（１．６０）、（Ｉ－１）
＋（１．６１）、（Ｉ－１）＋（１．６２）、（Ｉ－１）＋（１．６３）、（Ｉ－１）＋
（１．６４）、（Ｉ－１）＋（２．１）、（Ｉ－１）＋（２．２）、（Ｉ－１）＋（２．
３）、（Ｉ－１）＋（２．４）、（Ｉ－１）＋（２．５）、（Ｉ－１）＋（２．６）、（
Ｉ－１）＋（２．７）、（Ｉ－１）＋（２．８）、（Ｉ－１）＋（２．９）、（Ｉ－１）
＋（２．１０）、（Ｉ－１）＋（２．１１）、（Ｉ－１）＋（２．１２）、（Ｉ－１）＋
（２．１３）、（Ｉ－１）＋（２．１４）、（Ｉ－１）＋（２．１５）、（Ｉ－１）＋（
２．１６）、（Ｉ－１）＋（２．１７）、（Ｉ－１）＋（２．１８）、（Ｉ－１）＋（２
．１９）、（Ｉ－１）＋（２．２０）、（Ｉ－１）＋（２．２１）、（Ｉ－１）＋（２．
２２）、（Ｉ－１）＋（２．２３）、（Ｉ－１）＋（２．２４）、（Ｉ－１）＋（２．２
５）、（Ｉ－１）＋（２．２６）、（Ｉ－１）＋（２．２７）、（Ｉ－１）＋（２．２８
）、（Ｉ－１）＋（２．２９）、（Ｉ－１）＋（３．１）、（Ｉ－１）＋（３．２）、（
Ｉ－１）＋（３．３）、（Ｉ－１）＋（３．４）、（Ｉ－１）＋（３．５）、（Ｉ－１）
＋（３．６）、（Ｉ－１）＋（３．７）、（Ｉ－１）＋（３．８）、（Ｉ－１）＋（３．
９）、（Ｉ－１）＋（３．１０）、（Ｉ－１）＋（３．１１）、（Ｉ－１）＋（３．１２
）、（Ｉ－１）＋（３．１３）、（Ｉ－１）＋（３．１４）、（Ｉ－１）＋（３．１５）
、（Ｉ－１）＋（３．１６）、（Ｉ－１）＋（３．１７）、（Ｉ－１）＋（３．１８）、
（Ｉ－１）＋（３．１９）、（Ｉ－１）＋（３．２０）、（Ｉ－１）＋（３．２１）、（
Ｉ－１）＋（３．２２）、（Ｉ－１）＋（３．２３）、（Ｉ－１）＋（３．２４）、（Ｉ
－１）＋（３．２５）、（Ｉ－１）＋（３．２６）、（Ｉ－１）＋（３．２７）、（Ｉ－
１）＋（３．２８）、（Ｉ－１）＋（３．２９）、（Ｉ－１）＋（３．３０）、（Ｉ－１
）＋（３．３１）、（Ｉ－１）＋（３．３２）、（Ｉ－１）＋（３．３３）、（Ｉ－１）
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＋（４．１）、（Ｉ－１）＋（４．２）、（Ｉ－１）＋（４．３）、（Ｉ－１）＋（４．
４）、（Ｉ－１）＋（４．５）、（Ｉ－１）＋（４．６）、（Ｉ－１）＋（４．７）、（
Ｉ－１）＋（４．８）、（Ｉ－１）＋（４．９）、（Ｉ－１）＋（４．１０）、（Ｉ－１
）＋（４．１１）、（Ｉ－１）＋（４．１２）、（Ｉ－１）＋（４．１３）、（Ｉ－１）
＋（４．１４）、（Ｉ－１）＋（５．１）、（Ｉ－１）＋（５．２）、（Ｉ－１）＋（５
．３）、（Ｉ－１）＋（５．４）、（Ｉ－１）＋（５．５）、（Ｉ－１）＋（５．６）、
（Ｉ－１）＋（５．７）、（Ｉ－１）＋（５．８）、（Ｉ－１）＋（５．９）、（Ｉ－１
）＋（５．１０）、（Ｉ－１）＋（５．１１）、（Ｉ－１）＋（５．１２）、（Ｉ－１）
＋（５．１３）、（Ｉ－１）＋（５．１４）、（Ｉ－１）＋（５．１５）、（Ｉ－１）＋
（５．１６）、（Ｉ－１）＋（５．１７）、（Ｉ－１）＋（５．１８）、（Ｉ－１）＋（
５．１９）、（Ｉ－１）＋（５．２０）、（Ｉ－１）＋（５．２１）、（Ｉ－１）＋（５
．２２）、（Ｉ－１）＋（５．２３）、（Ｉ－１）＋（５．２４）、（Ｉ－１）＋（５．
２５）、（Ｉ－１）＋（５．２６）、（Ｉ－１）＋（５．２７）、（Ｉ－１）＋（５．２
８）、（Ｉ－１）＋（５．２９）、（Ｉ－１）＋（５．３０）、（Ｉ－１）＋（５．３１
）、（Ｉ－１）＋（５．３２）、（Ｉ－１）＋（５．３３）、（Ｉ－１）＋（５．３４）
、（Ｉ－１）＋（６．１）、（Ｉ－１）＋（６．２）、（Ｉ－１）＋（６．３）、（Ｉ－
１）＋（６．４）、（Ｉ－１）＋（７．１）、（Ｉ－１）＋（７．２）、（Ｉ－１）＋（
７．３）、（Ｉ－１）＋（７．４）、（Ｉ－１）＋（７．５）、（Ｉ－１）＋（７．６）
、（Ｉ－１）＋（７．７）、（Ｉ－１）＋（７．８）、（Ｉ－１）＋（８．１）、（Ｉ－
１）＋（８．２）、（Ｉ－１）＋（８．３）、（Ｉ－１）＋（８．４）、（Ｉ－１）＋（
９．１）、（Ｉ－１）＋（９．２）、（Ｉ－１）＋（９．３）、（Ｉ－１）＋（９．４）
、（Ｉ－１）＋（９．５）、（Ｉ－１）＋（９．６）、（Ｉ－１）＋（９．７）、（Ｉ－
１）＋（９．８）、（Ｉ－１）＋（９．９）、（Ｉ－１）＋（１０．１）、（Ｉ－１）＋
（１０．２）、（Ｉ－１）＋（１０．３）、（Ｉ－１）＋（１０．４）、（Ｉ－１）＋（
１０．５）、（Ｉ－１）＋（１０．６）、（Ｉ－１）＋（１０．７）、（Ｉ－１）＋（１
０．８）、（Ｉ－１）＋（１０．９）、（Ｉ－１）＋（１０．１０）、（Ｉ－１）＋（１
０．１１）、（Ｉ－１）＋（１０．１２）、（Ｉ－１）＋（１０．１３）、（Ｉ－１）＋
（１０．１４）、（Ｉ－１）＋（１０．１５）、（Ｉ－１）＋（１１．１）、（Ｉ－１）
＋（１１．２）、（Ｉ－１）＋（１１．３）、（Ｉ－１）＋（１１．４）、（Ｉ－１）＋
（１１．５）、（Ｉ－１）＋（１１．６）、（Ｉ－１）＋（１１．７）、（Ｉ－１）＋（
１２．１）、（Ｉ－１）＋（１２．２）、（Ｉ－１）＋（１２．３）、（Ｉ－１）＋（１
２．４）、（Ｉ－１）＋（１２．５）、（Ｉ－１）＋（１２．６）、（Ｉ－１）＋（１２
．７）、（Ｉ－１）＋（１２．８）、（Ｉ－１）＋（１２．９）、（Ｉ－１）＋（１２．
１０）、（Ｉ－１）＋（１２．１１）、（Ｉ－１）＋（１２．１２）、（Ｉ－１）＋（１
２．１３）、（Ｉ－１）＋（１３．１）、（Ｉ－１）＋（１３．２）、（Ｉ－１）＋（１
３．３）、（Ｉ－１）＋（１３．４）、（Ｉ－１）＋（１３．５）、（Ｉ－１）＋（１３
．６）、（Ｉ－１）＋（１３．７）、（Ｉ－１）＋（１４．１）、（Ｉ－１）＋（１４．
２）、（Ｉ－１）＋（１４．３）、（Ｉ－１）＋（１４．４）、（Ｉ－１）＋（１４．５
）、（Ｉ－１）＋（１５．１）、（Ｉ－１）＋（１５．２）、（Ｉ－１）＋（１５．３）
、（Ｉ－１）＋（１５．４）、（Ｉ－１）＋（１５．５）、（Ｉ－１）＋（１５．６）、
（Ｉ－１）＋（１５．７）、（Ｉ－１）＋（１５．８）、（Ｉ－１）＋（１５．９）、（
Ｉ－１）＋（１５．１０）、（Ｉ－１）＋（１５．１１）、（Ｉ－１）＋（１５．１２）
、（Ｉ－１）＋（１５．１３）、（Ｉ－１）＋（１５．１４）、（Ｉ－１）＋（１５．１
５）、（Ｉ－１）＋（１５．１６）、（Ｉ－１）＋（１５．１７）、（Ｉ－１）＋（１５
．１８）、（Ｉ－１）＋（１５．１９）、（Ｉ－１）＋（１５．２０）、（Ｉ－１）＋（
１５．２１）、（Ｉ－１）＋（１５．２２）、（Ｉ－１）＋（１５．２３）、（Ｉ－１）
＋（１５．２４）、（Ｉ－１）＋（１５．２５）、（Ｉ－１）＋（１５．２６）、（Ｉ－
１）＋（１５．２７）、（Ｉ－１）＋（１５．２８）、（Ｉ－１）＋（１５．２９）、（
Ｉ－１）＋（１５．３０）、（Ｉ－１）＋（１５．３１）、（Ｉ－１）＋（１５．３２）
、（Ｉ－１）＋（１５．３３）、（Ｉ－１）＋（１５．３４）、（Ｉ－１）＋（１５．３
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５）、（Ｉ－１）＋（１５．３６）、（Ｉ－１）＋（１５．３７）、（Ｉ－１）＋（１５
．３８）、（Ｉ－１）＋（１５．３９）、（Ｉ－１）＋（１５．４１）、（Ｉ－１）＋（
１５．４２）、（Ｉ－１）＋（１５．４３）、（Ｉ－１）＋（１５．４４）、（Ｉ－１）
＋（１５．４５）、（Ｉ－１）＋（１５．４６）、（Ｉ－１）＋（１５．４７）、（Ｉ－
１）＋（１５．４８）、（Ｉ－１）＋（１５．４９）、（Ｉ－１）＋（１５．５０）、（
Ｉ－１）＋（１５．５１）、（Ｉ－１）＋（１５．５２）、（Ｉ－１）＋（１５．５３）
、（Ｉ－１）＋（１５．５４）、（Ｉ－１）＋（１５．５５）、（Ｉ－１）＋（１５．５
６）、（Ｉ－１）＋（１５．５７）、（Ｉ－１）＋（１５．５８）、（Ｉ－１）＋（１５
．５９）、（Ｉ－１）＋（１５．６０）、（Ｉ－１）＋（１５．６１）、（Ｉ－１）＋（
１５．６２）、（Ｉ－１）＋（１５．６３）、（Ｉ－１）＋（１５．６４）、（Ｉ－１）
＋（１５．６５）、（Ｉ－１）＋（１５．６６）、（Ｉ－１）＋（１５．６７）、（Ｉ－
１）＋（１５．６８）、（Ｉ－１）＋（１５．６９）、（Ｉ－１）＋（１５．７０）、（
Ｉ－１）＋（１５．７１）、（Ｉ－１）＋（１５．７２）、（Ｉ－１）＋（１５．７３）
、（Ｉ－１）＋（１５．７４）、（Ｉ－１）＋（１５．７５）、（Ｉ－１）＋（１５．７
６）、（Ｉ－１）＋（１５．７７）、（Ｉ－１）＋（１５．７８）、（Ｉ－１）＋（１５
．７９）、（Ｉ－１）＋（１５．８０）、（Ｉ－１）＋（１５．８１）、（Ｉ－１）＋（
１５．８２）、（Ｉ－１）＋（１５．８３）、（Ｉ－１）＋（１５．８４）、（Ｉ－１）
＋（１５．８５）、（Ｉ－１）＋（１５．８６）、（Ｉ－１）＋（１５．８７）、（Ｉ－
１）＋（１５．８８）、（Ｉ－１）＋（１５．８９）、（Ｉ－１）＋（１５．９０）、（
Ｉ－１）＋（１５．９１）、（Ｉ－１）＋（１５．９２）、（Ｉ－１）＋（１５．９３）
、（Ｉ－１）＋（１５．９４）に関するものである。
【００３７】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
１）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－１）＋（２．１）、（Ｉ
－１）＋（２．２）、（Ｉ－１）＋（２．６）、（Ｉ－１）＋（２．８）、（Ｉ－１）＋
（２．１１）、（Ｉ－１）＋（２．１２）、（Ｉ－１）＋（２．１３）、（Ｉ－１）＋（
２．１４）、（Ｉ－１）＋（２．１５）、（Ｉ－１）＋（２．１６）、（Ｉ－１）＋（２
．１７）、（Ｉ－１）＋（２．２９）、（Ｉ－１）＋（３．１）、（Ｉ－１）＋（３．２
）、（Ｉ－１）＋（３．３）、（Ｉ－１）＋（３．４）、（Ｉ－１）＋（３．９）、（Ｉ
－１）＋（３．１０）、（Ｉ－１）＋（３．１２）、（Ｉ－１）＋（３．１６）、（Ｉ－
１）＋（３．１７）、（Ｉ－１）＋（３．２２）、（Ｉ－１）＋（４．６）、（Ｉ－１）
＋（５．１）、（Ｉ－１）＋（５．４）、（Ｉ－１）＋（５．５）、（Ｉ－１）＋（５．
７）、（Ｉ－１）＋（５．８）、（Ｉ－１）＋（５．９）、（Ｉ－１）＋（５．１６）、
（Ｉ－１）＋（５．２３）、（Ｉ－１）＋（５．２５）、（Ｉ－１）＋（５．２６）、（
Ｉ－１）＋（５．２９）、（Ｉ－１）＋（５．３０）、（Ｉ－１）＋（７．７）、（Ｉ－
１）＋（９．２）、（Ｉ－１）＋（９．４）、（Ｉ－１）＋（９．５）、（Ｉ－１）＋（
１０．９）、（Ｉ－１）＋（１０．１０）、（Ｉ－１）＋（１２．９）、（Ｉ－１）＋（
１２．１０）、（Ｉ－１）＋（１４．４）、（Ｉ－１）＋（１５．９）、（Ｉ－１）＋（
１５．２４）、（Ｉ－１）＋（１５．２５）、（Ｉ－１）＋（１５．２６）、（Ｉ－１）
＋（１５．４１）、（Ｉ－１）＋（１５．４２）、（Ｉ－１）＋（１５．５４）、（Ｉ－
１）＋（１５．５５）、（Ｉ－１）＋（１５．５６）、（Ｉ－１）＋（１５．６０）、（
Ｉ－１）＋（１５．９０）に関するものである。
【００３８】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－２）
および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－２）＋（１．１）、（Ｉ－２
）＋（１．２）、（Ｉ－２）＋（１．３）、（Ｉ－２）＋（１．４）、（Ｉ－２）＋（１
．５）、（Ｉ－２）＋（１．６）、（Ｉ－２）＋（１．７）、（Ｉ－２）＋（１．８）、
（Ｉ－２）＋（１．９）、（Ｉ－２）＋（１．１０）、（Ｉ－２）＋（１．１１）、（Ｉ
－２）＋（１．１２）、（Ｉ－２）＋（１．１３）、（Ｉ－２）＋（１．１４）、（Ｉ－
２）＋（１．１５）、（Ｉ－２）＋（１．１６）、（Ｉ－２）＋（１．１７）、（Ｉ－２
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）＋（１．１８）、（Ｉ－２）＋（１．１９）、（Ｉ－２）＋（１．２０）、（Ｉ－２）
＋（１．２１）、（Ｉ－２）＋（１．２２）、（Ｉ－２）＋（１．２３）、（Ｉ－２）＋
（１．２４）、（Ｉ－２）＋（１．２５）、（Ｉ－２）＋（１．２６）、（Ｉ－２）＋（
１．２７）、（Ｉ－２）＋（１．２８）、（Ｉ－２）＋（１．２９）、（Ｉ－２）＋（１
．３０）、（Ｉ－２）＋（１．３１）、（Ｉ－２）＋（１．３２）、（Ｉ－２）＋（１．
３３）、（Ｉ－２）＋（１．３４）、（Ｉ－２）＋（１．３５）、（Ｉ－２）＋（１．３
６）、（Ｉ－２）＋（１．３７）、（Ｉ－２）＋（１．３８）、（Ｉ－２）＋（１．３９
）、（Ｉ－２）＋（１．４０）、（Ｉ－２）＋（１．４１）、（Ｉ－２）＋（１．４２）
、（Ｉ－２）＋（１．４３）、（Ｉ－２）＋（１．４４）、（Ｉ－２）＋（１．４５）、
（Ｉ－２）＋（１．４６）、（Ｉ－２）＋（１．４７）、（Ｉ－２）＋（１．４８）、（
Ｉ－２）＋（１．４９）、（Ｉ－２）＋（１．５０）、（Ｉ－２）＋（１．５１）、（Ｉ
－２）＋（１．５２）、（Ｉ－２）＋（１．５３）、（Ｉ－２）＋（１．５４）、（Ｉ－
２）＋（１．５５）、（Ｉ－２）＋（１．５６）、（Ｉ－２）＋（１．５７）、（Ｉ－２
）＋（１．５８）、（Ｉ－２）＋（１．５９）、（Ｉ－２）＋（１．６０）、（Ｉ－２）
＋（１．６１）、（Ｉ－２）＋（１．６２）、（Ｉ－２）＋（１．６３）、（Ｉ－２）＋
（１．６４）、（Ｉ－２）＋（２．１）、（Ｉ－２）＋（２．２）、（Ｉ－２）＋（２．
３）、（Ｉ－２）＋（２．４）、（Ｉ－２）＋（２．５）、（Ｉ－２）＋（２．６）、（
Ｉ－２）＋（２．７）、（Ｉ－２）＋（２．８）、（Ｉ－２）＋（２．９）、（Ｉ－２）
＋（２．１０）、（Ｉ－２）＋（２．１１）、（Ｉ－２）＋（２．１２）、（Ｉ－２）＋
（２．１３）、（Ｉ－２）＋（２．１４）、（Ｉ－２）＋（２．１５）、（Ｉ－２）＋（
２．１６）、（Ｉ－２）＋（２．１７）、（Ｉ－２）＋（２．１８）、（Ｉ－２）＋（２
．１９）、（Ｉ－２）＋（２．２０）、（Ｉ－２）＋（２．２１）、（Ｉ－２）＋（２．
２２）、（Ｉ－２）＋（２．２３）、（Ｉ－２）＋（２．２４）、（Ｉ－２）＋（２．２
５）、（Ｉ－２）＋（２．２６）、（Ｉ－２）＋（２．２７）、（Ｉ－２）＋（２．２８
）、（Ｉ－２）＋（２．２９）、（Ｉ－２）＋（３．１）、（Ｉ－２）＋（３．２）、（
Ｉ－２）＋（３．３）、（Ｉ－２）＋（３．４）、（Ｉ－２）＋（３．５）、（Ｉ－２）
＋（３．６）、（Ｉ－２）＋（３．７）、（Ｉ－２）＋（３．８）、（Ｉ－２）＋（３．
９）、（Ｉ－２）＋（３．１０）、（Ｉ－２）＋（３．１１）、（Ｉ－２）＋（３．１２
）、（Ｉ－２）＋（３．１３）、（Ｉ－２）＋（３．１４）、（Ｉ－２）＋（３．１５）
、（Ｉ－２）＋（３．１６）、（Ｉ－２）＋（３．１７）、（Ｉ－２）＋（３．１８）、
（Ｉ－２）＋（３．１９）、（Ｉ－２）＋（３．２０）、（Ｉ－２）＋（３．２１）、（
Ｉ－２）＋（３．２２）、（Ｉ－２）＋（３．２３）、（Ｉ－２）＋（３．２４）、（Ｉ
－２）＋（３．２５）、（Ｉ－２）＋（３．２６）、（Ｉ－２）＋（３．２７）、（Ｉ－
２）＋（３．２８）、（Ｉ－２）＋（３．２９）、（Ｉ－２）＋（３．３０）、（Ｉ－２
）＋（３．３１）、（Ｉ－２）＋（３．３２）、（Ｉ－２）＋（３．３３）、（Ｉ－２）
＋（４．１）、（Ｉ－２）＋（４．２）、（Ｉ－２）＋（４．３）、（Ｉ－２）＋（４．
４）、（Ｉ－２）＋（４．５）、（Ｉ－２）＋（４．６）、（Ｉ－２）＋（４．７）、（
Ｉ－２）＋（４．８）、（Ｉ－２）＋（４．９）、（Ｉ－２）＋（４．１０）、（Ｉ－２
）＋（４．１１）、（Ｉ－２）＋（４．１２）、（Ｉ－２）＋（４．１３）、（Ｉ－２）
＋（４．１４）、（Ｉ－２）＋（５．１）、（Ｉ－２）＋（５．２）、（Ｉ－２）＋（５
．３）、（Ｉ－２）＋（５．４）、（Ｉ－２）＋（５．５）、（Ｉ－２）＋（５．６）、
（Ｉ－２）＋（５．７）、（Ｉ－２）＋（５．８）、（Ｉ－２）＋（５．９）、（Ｉ－２
）＋（５．１０）、（Ｉ－２）＋（５．１１）、（Ｉ－２）＋（５．１２）、（Ｉ－２）
＋（５．１３）、（Ｉ－２）＋（５．１４）、（Ｉ－２）＋（５．１５）、（Ｉ－２）＋
（５．１６）、（Ｉ－２）＋（５．１７）、（Ｉ－２）＋（５．１８）、（Ｉ－２）＋（
５．１９）、（Ｉ－２）＋（５．２０）、（Ｉ－２）＋（５．２１）、（Ｉ－２）＋（５
．２２）、（Ｉ－２）＋（５．２３）、（Ｉ－２）＋（５．２４）、（Ｉ－２）＋（５．
２５）、（Ｉ－２）＋（５．２６）、（Ｉ－２）＋（５．２７）、（Ｉ－２）＋（５．２
８）、（Ｉ－２）＋（５．２９）、（Ｉ－２）＋（５．３０）、（Ｉ－２）＋（５．３１
）、（Ｉ－２）＋（５．３２）、（Ｉ－２）＋（５．３３）、（Ｉ－２）＋（５．３４）
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、（Ｉ－２）＋（６．１）、（Ｉ－２）＋（６．２）、（Ｉ－２）＋（６．３）、（Ｉ－
２）＋（６．４）、（Ｉ－２）＋（７．１）、（Ｉ－２）＋（７．２）、（Ｉ－２）＋（
７．３）、（Ｉ－２）＋（７．４）、（Ｉ－２）＋（７．５）、（Ｉ－２）＋（７．６）
、（Ｉ－２）＋（７．７）、（Ｉ－２）＋（７．８）、（Ｉ－２）＋（８．１）、（Ｉ－
２）＋（８．２）、（Ｉ－２）＋（８．３）、（Ｉ－２）＋（８．４）、（Ｉ－２）＋（
９．１）、（Ｉ－２）＋（９．２）、（Ｉ－２）＋（９．３）、（Ｉ－２）＋（９．４）
、（Ｉ－２）＋（９．５）、（Ｉ－２）＋（９．６）、（Ｉ－２）＋（９．７）、（Ｉ－
２）＋（９．８）、（Ｉ－２）＋（９．９）、（Ｉ－２）＋（１０．１）、（Ｉ－２）＋
（１０．２）、（Ｉ－２）＋（１０．３）、（Ｉ－２）＋（１０．４）、（Ｉ－２）＋（
１０．５）、（Ｉ－２）＋（１０．６）、（Ｉ－２）＋（１０．７）、（Ｉ－２）＋（１
０．８）、（Ｉ－２）＋（１０．９）、（Ｉ－２）＋（１０．１０）、（Ｉ－２）＋（１
０．１１）、（Ｉ－２）＋（１０．１２）、（Ｉ－２）＋（１０．１３）、（Ｉ－２）＋
（１０．１４）、（Ｉ－２）＋（１０．１５）、（Ｉ－２）＋（１１．１）、（Ｉ－２）
＋（１１．２）、（Ｉ－２）＋（１１．３）、（Ｉ－２）＋（１１．４）、（Ｉ－２）＋
（１１．５）、（Ｉ－２）＋（１１．６）、（Ｉ－２）＋（１１．７）、（Ｉ－２）＋（
１２．１）、（Ｉ－２）＋（１２．２）、（Ｉ－２）＋（１２．３）、（Ｉ－２）＋（１
２．４）、（Ｉ－２）＋（１２．５）、（Ｉ－２）＋（１２．６）、（Ｉ－２）＋（１２
．７）、（Ｉ－２）＋（１２．８）、（Ｉ－２）＋（１２．９）、（Ｉ－２）＋（１２．
１０）、（Ｉ－２）＋（１２．１１）、（Ｉ－２）＋（１２．１２）、（Ｉ－２）＋（１
２．１３）、（Ｉ－２）＋（１３．１）、（Ｉ－２）＋（１３．２）、（Ｉ－２）＋（１
３．３）、（Ｉ－２）＋（１３．４）、（Ｉ－２）＋（１３．５）、（Ｉ－２）＋（１３
．６）、（Ｉ－２）＋（１３．７）、（Ｉ－２）＋（１４．１）、（Ｉ－２）＋（１４．
２）、（Ｉ－２）＋（１４．３）、（Ｉ－２）＋（１４．４）、（Ｉ－２）＋（１４．５
）、（Ｉ－２）＋（１５．１）、（Ｉ－２）＋（１５．２）、（Ｉ－２）＋（１５．３）
、（Ｉ－２）＋（１５．４）、（Ｉ－２）＋（１５．５）、（Ｉ－２）＋（１５．６）、
（Ｉ－２）＋（１５．７）、（Ｉ－２）＋（１５．８）、（Ｉ－２）＋（１５．９）、（
Ｉ－２）＋（１５．１０）、（Ｉ－２）＋（１５．１１）、（Ｉ－２）＋（１５．１２）
、（Ｉ－２）＋（１５．１３）、（Ｉ－２）＋（１５．１４）、（Ｉ－２）＋（１５．１
５）、（Ｉ－２）＋（１５．１６）、（Ｉ－２）＋（１５．１７）、（Ｉ－２）＋（１５
．１８）、（Ｉ－２）＋（１５．１９）、（Ｉ－２）＋（１５．２０）、（Ｉ－２）＋（
１５．２１）、（Ｉ－２）＋（１５．２２）、（Ｉ－２）＋（１５．２３）、（Ｉ－２）
＋（１５．２４）、（Ｉ－２）＋（１５．２５）、（Ｉ－２）＋（１５．２６）、（Ｉ－
２）＋（１５．２７）、（Ｉ－２）＋（１５．２８）、（Ｉ－２）＋（１５．２９）、（
Ｉ－２）＋（１５．３０）、（Ｉ－２）＋（１５．３１）、（Ｉ－２）＋（１５．３２）
、（Ｉ－２）＋（１５．３３）、（Ｉ－２）＋（１５．３４）、（Ｉ－２）＋（１５．３
５）、（Ｉ－２）＋（１５．３６）、（Ｉ－２）＋（１５．３７）、（Ｉ－２）＋（１５
．３８）、（Ｉ－２）＋（１５．３９）、（Ｉ－２）＋（１５．４１）、（Ｉ－２）＋（
１５．４２）、（Ｉ－２）＋（１５．４３）、（Ｉ－２）＋（１５．４４）、（Ｉ－２）
＋（１５．４５）、（Ｉ－２）＋（１５．４６）、（Ｉ－２）＋（１５．４７）、（Ｉ－
２）＋（１５．４８）、（Ｉ－２）＋（１５．４９）、（Ｉ－２）＋（１５．５０）、（
Ｉ－２）＋（１５．５１）、（Ｉ－２）＋（１５．５２）、（Ｉ－２）＋（１５．５３）
、（Ｉ－２）＋（１５．５４）、（Ｉ－２）＋（１５．５５）、（Ｉ－２）＋（１５．５
６）、（Ｉ－２）＋（１５．５７）、（Ｉ－２）＋（１５．５８）、（Ｉ－２）＋（１５
．５９）、（Ｉ－２）＋（１５．６０）、（Ｉ－２）＋（１５．６１）、（Ｉ－２）＋（
１５．６２）、（Ｉ－２）＋（１５．６３）、（Ｉ－２）＋（１５．６４）、（Ｉ－２）
＋（１５．６５）、（Ｉ－２）＋（１５．６６）、（Ｉ－２）＋（１５．６７）、（Ｉ－
２）＋（１５．６８）、（Ｉ－２）＋（１５．６９）、（Ｉ－２）＋（１５．７０）、（
Ｉ－２）＋（１５．７１）、（Ｉ－２）＋（１５．７２）、（Ｉ－２）＋（１５．７３）
、（Ｉ－２）＋（１５．７４）、（Ｉ－２）＋（１５．７５）、（Ｉ－２）＋（１５．７
６）、（Ｉ－２）＋（１５．７７）、（Ｉ－２）＋（１５．７８）、（Ｉ－２）＋（１５
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．７９）、（Ｉ－２）＋（１５．８０）、（Ｉ－２）＋（１５．８１）、（Ｉ－２）＋（
１５．８２）、（Ｉ－２）＋（１５．８３）、（Ｉ－２）＋（１５．８４）、（Ｉ－２）
＋（１５．８５）、（Ｉ－２）＋（１５．８６）、（Ｉ－２）＋（１５．８７）、（Ｉ－
２）＋（１５．８８）、（Ｉ－２）＋（１５．８９）、（Ｉ－２）＋（１５．９０）、（
Ｉ－２）＋（１５．９１）、（Ｉ－２）＋（１５．９２）、（Ｉ－２）＋（１５．９３）
、（Ｉ－２）＋（１５．９４）に関するものである。
【００３９】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
２）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－２）＋（２．１）、（Ｉ
－２）＋（２．２）、（Ｉ－２）＋（２．６）、（Ｉ－２）＋（２．８）、（Ｉ－２）＋
（２．１１）、（Ｉ－２）＋（２．１２）、（Ｉ－２）＋（２．１３）、（Ｉ－２）＋（
２．１４）、（Ｉ－２）＋（２．１５）、（Ｉ－２）＋（２．１６）、（Ｉ－２）＋（２
．１７）、（Ｉ－２）＋（２．２９）、（Ｉ－２）＋（３．１）、（Ｉ－２）＋（３．２
）、（Ｉ－２）＋（３．３）、（Ｉ－２）＋（３．４）、（Ｉ－２）＋（３．９）、（Ｉ
－２）＋（３．１０）、（Ｉ－２）＋（３．１２）、（Ｉ－２）＋（３．１６）、（Ｉ－
２）＋（３．１７）、（Ｉ－２）＋（３．２２）、（Ｉ－２）＋（４．６）、（Ｉ－２）
＋（５．１）、（Ｉ－２）＋（５．４）、（Ｉ－２）＋（５．５）、（Ｉ－２）＋（５．
７）、（Ｉ－２）＋（５．８）、（Ｉ－２）＋（５．９）、（Ｉ－２）＋（５．１６）、
（Ｉ－２）＋（５．２３）、（Ｉ－２）＋（５．２５）、（Ｉ－２）＋（５．２６）、（
Ｉ－２）＋（５．２９）、（Ｉ－２）＋（５．３０）、（Ｉ－２）＋（７．７）、（Ｉ－
２）＋（９．２）、（Ｉ－２）＋（９．４）、（Ｉ－２）＋（９．５）、（Ｉ－２）＋（
１０．９）、（Ｉ－２）＋（１０．１０）、（Ｉ－２）＋（１２．９）、（Ｉ－２）＋（
１２．１０）、（Ｉ－２）＋（１４．４）、（Ｉ－２）＋（１５．９）、（Ｉ－２）＋（
１５．２４）、（Ｉ－２）＋（１５．２５）、（Ｉ－２）＋（１５．２６）、（Ｉ－２）
＋（１５．４１）、（Ｉ－２）＋（１５．４２）、（Ｉ－２）＋（１５．５４）、（Ｉ－
２）＋（１５．５５）、（Ｉ－２）＋（１５．５６）、（Ｉ－２）＋（１５．６０）、（
Ｉ－２）＋（１５．９０）に関するものである。
【００４０】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－３）
および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－３）＋（１．１）、（Ｉ－３
）＋（１．２）、（Ｉ－３）＋（１．３）、（Ｉ－３）＋（１．４）、（Ｉ－３）＋（１
．５）、（Ｉ－３）＋（１．６）、（Ｉ－３）＋（１．７）、（Ｉ－３）＋（１．８）、
（Ｉ－３）＋（１．９）、（Ｉ－３）＋（１．１０）、（Ｉ－３）＋（１．１１）、（Ｉ
－３）＋（１．１２）、（Ｉ－３）＋（１．１３）、（Ｉ－３）＋（１．１４）、（Ｉ－
３）＋（１．１５）、（Ｉ－３）＋（１．１６）、（Ｉ－３）＋（１．１７）、（Ｉ－３
）＋（１．１８）、（Ｉ－３）＋（１．１９）、（Ｉ－３）＋（１．２０）、（Ｉ－３）
＋（１．２１）、（Ｉ－３）＋（１．２２）、（Ｉ－３）＋（１．２３）、（Ｉ－３）＋
（１．２４）、（Ｉ－３）＋（１．２５）、（Ｉ－３）＋（１．２６）、（Ｉ－３）＋（
１．２７）、（Ｉ－３）＋（１．２８）、（Ｉ－３）＋（１．２９）、（Ｉ－３）＋（１
．３０）、（Ｉ－３）＋（１．３１）、（Ｉ－３）＋（１．３２）、（Ｉ－３）＋（１．
３３）、（Ｉ－３）＋（１．３４）、（Ｉ－３）＋（１．３５）、（Ｉ－３）＋（１．３
６）、（Ｉ－３）＋（１．３７）、（Ｉ－３）＋（１．３８）、（Ｉ－３）＋（１．３９
）、（Ｉ－３）＋（１．４０）、（Ｉ－３）＋（１．４１）、（Ｉ－３）＋（１．４２）
、（Ｉ－３）＋（１．４３）、（Ｉ－３）＋（１．４４）、（Ｉ－３）＋（１．４５）、
（Ｉ－３）＋（１．４６）、（Ｉ－３）＋（１．４７）、（Ｉ－３）＋（１．４８）、（
Ｉ－３）＋（１．４９）、（Ｉ－３）＋（１．５０）、（Ｉ－３）＋（１．５１）、（Ｉ
－３）＋（１．５２）、（Ｉ－３）＋（１．５３）、（Ｉ－３）＋（１．５４）、（Ｉ－
３）＋（１．５５）、（Ｉ－３）＋（１．５６）、（Ｉ－３）＋（１．５７）、（Ｉ－３
）＋（１．５８）、（Ｉ－３）＋（１．５９）、（Ｉ－３）＋（１．６０）、（Ｉ－３）
＋（１．６１）、（Ｉ－３）＋（１．６２）、（Ｉ－３）＋（１．６３）、（Ｉ－３）＋
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（１．６４）、（Ｉ－３）＋（２．１）、（Ｉ－３）＋（２．２）、（Ｉ－３）＋（２．
３）、（Ｉ－３）＋（２．４）、（Ｉ－３）＋（２．５）、（Ｉ－３）＋（２．６）、（
Ｉ－３）＋（２．７）、（Ｉ－３）＋（２．８）、（Ｉ－３）＋（２．９）、（Ｉ－３）
＋（２．１０）、（Ｉ－３）＋（２．１１）、（Ｉ－３）＋（２．１２）、（Ｉ－３）＋
（２．１３）、（Ｉ－３）＋（２．１４）、（Ｉ－３）＋（２．１５）、（Ｉ－３）＋（
２．１６）、（Ｉ－３）＋（２．１７）、（Ｉ－３）＋（２．１８）、（Ｉ－３）＋（２
．１９）、（Ｉ－３）＋（２．２０）、（Ｉ－３）＋（２．２１）、（Ｉ－３）＋（２．
２２）、（Ｉ－３）＋（２．２３）、（Ｉ－３）＋（２．２４）、（Ｉ－３）＋（２．２
５）、（Ｉ－３）＋（２．２６）、（Ｉ－３）＋（２．２７）、（Ｉ－３）＋（２．２８
）、（Ｉ－３）＋（２．２９）、（Ｉ－３）＋（３．１）、（Ｉ－３）＋（３．２）、（
Ｉ－３）＋（３．３）、（Ｉ－３）＋（３．４）、（Ｉ－３）＋（３．５）、（Ｉ－３）
＋（３．６）、（Ｉ－３）＋（３．７）、（Ｉ－３）＋（３．８）、（Ｉ－３）＋（３．
９）、（Ｉ－３）＋（３．１０）、（Ｉ－３）＋（３．１１）、（Ｉ－３）＋（３．１２
）、（Ｉ－３）＋（３．１３）、（Ｉ－３）＋（３．１４）、（Ｉ－３）＋（３．１５）
、（Ｉ－３）＋（３．１６）、（Ｉ－３）＋（３．１７）、（Ｉ－３）＋（３．１８）、
（Ｉ－３）＋（３．１９）、（Ｉ－３）＋（３．２０）、（Ｉ－３）＋（３．２１）、（
Ｉ－３）＋（３．２２）、（Ｉ－３）＋（３．２３）、（Ｉ－３）＋（３．２４）、（Ｉ
－３）＋（３．２５）、（Ｉ－３）＋（３．２６）、（Ｉ－３）＋（３．２７）、（Ｉ－
３）＋（３．２８）、（Ｉ－３）＋（３．２９）、（Ｉ－３）＋（３．３０）、（Ｉ－３
）＋（３．３１）、（Ｉ－３）＋（３．３２）、（Ｉ－３）＋（３．３３）、（Ｉ－３）
＋（４．１）、（Ｉ－３）＋（４．２）、（Ｉ－３）＋（４．３）、（Ｉ－３）＋（４．
４）、（Ｉ－３）＋（４．５）、（Ｉ－３）＋（４．６）、（Ｉ－３）＋（４．７）、（
Ｉ－３）＋（４．８）、（Ｉ－３）＋（４．９）、（Ｉ－３）＋（４．１０）、（Ｉ－３
）＋（４．１１）、（Ｉ－３）＋（４．１２）、（Ｉ－３）＋（４．１３）、（Ｉ－３）
＋（４．１４）、（Ｉ－３）＋（５．１）、（Ｉ－３）＋（５．２）、（Ｉ－３）＋（５
．３）、（Ｉ－３）＋（５．４）、（Ｉ－３）＋（５．５）、（Ｉ－３）＋（５．６）、
（Ｉ－３）＋（５．７）、（Ｉ－３）＋（５．８）、（Ｉ－３）＋（５．９）、（Ｉ－３
）＋（５．１０）、（Ｉ－３）＋（５．１１）、（Ｉ－３）＋（５．１２）、（Ｉ－３）
＋（５．１３）、（Ｉ－３）＋（５．１４）、（Ｉ－３）＋（５．１５）、（Ｉ－３）＋
（５．１６）、（Ｉ－３）＋（５．１７）、（Ｉ－３）＋（５．１８）、（Ｉ－３）＋（
５．１９）、（Ｉ－３）＋（５．２０）、（Ｉ－３）＋（５．２１）、（Ｉ－３）＋（５
．２２）、（Ｉ－３）＋（５．２３）、（Ｉ－３）＋（５．２４）、（Ｉ－３）＋（５．
２５）、（Ｉ－３）＋（５．２６）、（Ｉ－３）＋（５．２７）、（Ｉ－３）＋（５．２
８）、（Ｉ－３）＋（５．２９）、（Ｉ－３）＋（５．３０）、（Ｉ－３）＋（５．３１
）、（Ｉ－３）＋（５．３２）、（Ｉ－３）＋（５．３３）、（Ｉ－３）＋（５．３４）
、（Ｉ－３）＋（６．１）、（Ｉ－３）＋（６．２）、（Ｉ－３）＋（６．３）、（Ｉ－
３）＋（６．４）、（Ｉ－３）＋（７．１）、（Ｉ－３）＋（７．２）、（Ｉ－３）＋（
７．３）、（Ｉ－３）＋（７．４）、（Ｉ－３）＋（７．５）、（Ｉ－３）＋（７．６）
、（Ｉ－３）＋（７．７）、（Ｉ－３）＋（７．８）、（Ｉ－３）＋（８．１）、（Ｉ－
３）＋（８．２）、（Ｉ－３）＋（８．３）、（Ｉ－３）＋（８．４）、（Ｉ－３）＋（
９．１）、（Ｉ－３）＋（９．２）、（Ｉ－３）＋（９．３）、（Ｉ－３）＋（９．４）
、（Ｉ－３）＋（９．５）、（Ｉ－３）＋（９．６）、（Ｉ－３）＋（９．７）、（Ｉ－
３）＋（９．８）、（Ｉ－３）＋（９．９）、（Ｉ－３）＋（１０．１）、（Ｉ－３）＋
（１０．２）、（Ｉ－３）＋（１０．３）、（Ｉ－３）＋（１０．４）、（Ｉ－３）＋（
１０．５）、（Ｉ－３）＋（１０．６）、（Ｉ－３）＋（１０．７）、（Ｉ－３）＋（１
０．８）、（Ｉ－３）＋（１０．９）、（Ｉ－３）＋（１０．１０）、（Ｉ－３）＋（１
０．１１）、（Ｉ－３）＋（１０．１２）、（Ｉ－３）＋（１０．１３）、（Ｉ－３）＋
（１０．１４）、（Ｉ－３）＋（１０．１５）、（Ｉ－３）＋（１１．１）、（Ｉ－３）
＋（１１．２）、（Ｉ－３）＋（１１．３）、（Ｉ－３）＋（１１．４）、（Ｉ－３）＋
（１１．５）、（Ｉ－３）＋（１１．６）、（Ｉ－３）＋（１１．７）、（Ｉ－３）＋（
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１２．１）、（Ｉ－３）＋（１２．２）、（Ｉ－３）＋（１２．３）、（Ｉ－３）＋（１
２．４）、（Ｉ－３）＋（１２．５）、（Ｉ－３）＋（１２．６）、（Ｉ－３）＋（１２
．７）、（Ｉ－３）＋（１２．８）、（Ｉ－３）＋（１２．９）、（Ｉ－３）＋（１２．
１０）、（Ｉ－３）＋（１２．１１）、（Ｉ－３）＋（１２．１２）、（Ｉ－３）＋（１
２．１３）、（Ｉ－３）＋（１３．１）、（Ｉ－３）＋（１３．２）、（Ｉ－３）＋（１
３．３）、（Ｉ－３）＋（１３．４）、（Ｉ－３）＋（１３．５）、（Ｉ－３）＋（１３
．６）、（Ｉ－３）＋（１３．７）、（Ｉ－３）＋（１４．１）、（Ｉ－３）＋（１４．
２）、（Ｉ－３）＋（１４．３）、（Ｉ－３）＋（１４．４）、（Ｉ－３）＋（１４．５
）、（Ｉ－３）＋（１５．１）、（Ｉ－３）＋（１５．２）、（Ｉ－３）＋（１５．３）
、（Ｉ－３）＋（１５．４）、（Ｉ－３）＋（１５．５）、（Ｉ－３）＋（１５．６）、
（Ｉ－３）＋（１５．７）、（Ｉ－３）＋（１５．８）、（Ｉ－３）＋（１５．９）、（
Ｉ－３）＋（１５．１０）、（Ｉ－３）＋（１５．１１）、（Ｉ－３）＋（１５．１２）
、（Ｉ－３）＋（１５．１３）、（Ｉ－３）＋（１５．１４）、（Ｉ－３）＋（１５．１
５）、（Ｉ－３）＋（１５．１６）、（Ｉ－３）＋（１５．１７）、（Ｉ－３）＋（１５
．１８）、（Ｉ－３）＋（１５．１９）、（Ｉ－３）＋（１５．２０）、（Ｉ－３）＋（
１５．２１）、（Ｉ－３）＋（１５．２２）、（Ｉ－３）＋（１５．２３）、（Ｉ－３）
＋（１５．２４）、（Ｉ－３）＋（１５．２５）、（Ｉ－３）＋（１５．２６）、（Ｉ－
３）＋（１５．２７）、（Ｉ－３）＋（１５．２８）、（Ｉ－３）＋（１５．２９）、（
Ｉ－３）＋（１５．３０）、（Ｉ－３）＋（１５．３１）、（Ｉ－３）＋（１５．３２）
、（Ｉ－３）＋（１５．３３）、（Ｉ－３）＋（１５．３４）、（Ｉ－３）＋（１５．３
５）、（Ｉ－３）＋（１５．３６）、（Ｉ－３）＋（１５．３７）、（Ｉ－３）＋（１５
．３８）、（Ｉ－３）＋（１５．３９）、（Ｉ－３）＋（１５．４１）、（Ｉ－３）＋（
１５．４２）、（Ｉ－３）＋（１５．４３）、（Ｉ－３）＋（１５．４４）、（Ｉ－３）
＋（１５．４５）、（Ｉ－３）＋（１５．４６）、（Ｉ－３）＋（１５．４７）、（Ｉ－
３）＋（１５．４８）、（Ｉ－３）＋（１５．４９）、（Ｉ－３）＋（１５．５０）、（
Ｉ－３）＋（１５．５１）、（Ｉ－３）＋（１５．５２）、（Ｉ－３）＋（１５．５３）
、（Ｉ－３）＋（１５．５４）、（Ｉ－３）＋（１５．５５）、（Ｉ－３）＋（１５．５
６）、（Ｉ－３）＋（１５．５７）、（Ｉ－３）＋（１５．５８）、（Ｉ－３）＋（１５
．５９）、（Ｉ－３）＋（１５．６０）、（Ｉ－３）＋（１５．６１）、（Ｉ－３）＋（
１５．６２）、（Ｉ－３）＋（１５．６３）、（Ｉ－３）＋（１５．６４）、（Ｉ－３）
＋（１５．６５）、（Ｉ－３）＋（１５．６６）、（Ｉ－３）＋（１５．６７）、（Ｉ－
３）＋（１５．６８）、（Ｉ－３）＋（１５．６９）、（Ｉ－３）＋（１５．７０）、（
Ｉ－３）＋（１５．７１）、（Ｉ－３）＋（１５．７２）、（Ｉ－３）＋（１５．７３）
、（Ｉ－３）＋（１５．７４）、（Ｉ－３）＋（１５．７５）、（Ｉ－３）＋（１５．７
６）、（Ｉ－３）＋（１５．７７）、（Ｉ－３）＋（１５．７８）、（Ｉ－３）＋（１５
．７９）、（Ｉ－３）＋（１５．８０）、（Ｉ－３）＋（１５．８１）、（Ｉ－３）＋（
１５．８２）、（Ｉ－３）＋（１５．８３）、（Ｉ－３）＋（１５．８４）、（Ｉ－３）
＋（１５．８５）、（Ｉ－３）＋（１５．８６）、（Ｉ－３）＋（１５．８７）、（Ｉ－
３）＋（１５．８８）、（Ｉ－３）＋（１５．８９）、（Ｉ－３）＋（１５．９０）、（
Ｉ－３）＋（１５．９１）、（Ｉ－３）＋（１５．９２）、（Ｉ－３）＋（１５．９３）
、（Ｉ－３）＋（１５．９４）に関するものである。
【００４１】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
３）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－３）＋（２．１）、（Ｉ
－３）＋（２．２）、（Ｉ－３）＋（２．６）、（Ｉ－３）＋（２．８）、（Ｉ－３）＋
（２．１１）、（Ｉ－３）＋（２．１２）、（Ｉ－３）＋（２．１３）、（Ｉ－３）＋（
２．１４）、（Ｉ－３）＋（２．１５）、（Ｉ－３）＋（２．１６）、（Ｉ－３）＋（２
．１７）、（Ｉ－３）＋（２．２９）、（Ｉ－３）＋（３．１）、（Ｉ－３）＋（３．２
）、（Ｉ－３）＋（３．３）、（Ｉ－３）＋（３．４）、（Ｉ－３）＋（３．９）、（Ｉ
－３）＋（３．１０）、（Ｉ－３）＋（３．１２）、（Ｉ－３）＋（３．１６）、（Ｉ－
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３）＋（３．１７）、（Ｉ－３）＋（３．２２）、（Ｉ－３）＋（４．６）、（Ｉ－３）
＋（５．１）、（Ｉ－３）＋（５．４）、（Ｉ－３）＋（５．５）、（Ｉ－３）＋（５．
７）、（Ｉ－３）＋（５．８）、（Ｉ－３）＋（５．９）、（Ｉ－３）＋（５．１６）、
（Ｉ－３）＋（５．２３）、（Ｉ－３）＋（５．２５）、（Ｉ－３）＋（５．２６）、（
Ｉ－３）＋（５．２９）、（Ｉ－３）＋（５．３０）、（Ｉ－３）＋（７．７）、（Ｉ－
３）＋（９．２）、（Ｉ－３）＋（９．４）、（Ｉ－３）＋（９．５）、（Ｉ－３）＋（
１０．９）、（Ｉ－３）＋（１０．１０）、（Ｉ－３）＋（１２．９）、（Ｉ－３）＋（
１２．１０）、（Ｉ－３）＋（１４．４）、（Ｉ－３）＋（１５．９）、（Ｉ－３）＋（
１５．２４）、（Ｉ－３）＋（１５．２５）、（Ｉ－３）＋（１５．２６）、（Ｉ－３）
＋（１５．４１）、（Ｉ－３）＋（１５．４２）、（Ｉ－３）＋（１５．５４）、（Ｉ－
３）＋（１５．５５）、（Ｉ－３）＋（１５．５６）、（Ｉ－３）＋（１５．６０）、（
Ｉ－３）＋（１５．９０）に関するものである。
ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－４）お
よび一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－４）＋（１．１）、（Ｉ－４）
＋（１．２）、（Ｉ－４）＋（１．３）、（Ｉ－４）＋（１．４）、（Ｉ－４）＋（１．
５）、（Ｉ－４）＋（１．６）、（Ｉ－４）＋（１．７）、（Ｉ－４）＋（１．８）、（
Ｉ－４）＋（１．９）、（Ｉ－４）＋（１．１０）、（Ｉ－４）＋（１．１１）、（Ｉ－
４）＋（１．１２）、（Ｉ－４）＋（１．１３）、（Ｉ－４）＋（１．１４）、（Ｉ－４
）＋（１．１５）、（Ｉ－４）＋（１．１６）、（Ｉ－４）＋（１．１７）、（Ｉ－４）
＋（１．１８）、（Ｉ－４）＋（１．１９）、（Ｉ－４）＋（１．２０）、（Ｉ－４）＋
（１．２１）、（Ｉ－４）＋（１．２２）、（Ｉ－４）＋（１．２３）、（Ｉ－４）＋（
１．２４）、（Ｉ－４）＋（１．２５）、（Ｉ－４）＋（１．２６）、（Ｉ－４）＋（１
．２７）、（Ｉ－４）＋（１．２８）、（Ｉ－４）＋（１．２９）、（Ｉ－４）＋（１．
３０）、（Ｉ－４）＋（１．３１）、（Ｉ－４）＋（１．３２）、（Ｉ－４）＋（１．３
３）、（Ｉ－４）＋（１．３４）、（Ｉ－４）＋（１．３５）、（Ｉ－４）＋（１．３６
）、（Ｉ－４）＋（１．３７）、（Ｉ－４）＋（１．３８）、（Ｉ－４）＋（１．３９）
、（Ｉ－４）＋（１．４０）、（Ｉ－４）＋（１．４１）、（Ｉ－４）＋（１．４２）、
（Ｉ－４）＋（１．４３）、（Ｉ－４）＋（１．４４）、（Ｉ－４）＋（１．４５）、（
Ｉ－４）＋（１．４６）、（Ｉ－４）＋（１．４７）、（Ｉ－４）＋（１．４８）、（Ｉ
－４）＋（１．４９）、（Ｉ－４）＋（１．５０）、（Ｉ－４）＋（１．５１）、（Ｉ－
４）＋（１．５２）、（Ｉ－４）＋（１．５３）、（Ｉ－４）＋（１．５４）、（Ｉ－４
）＋（１．５５）、（Ｉ－４）＋（１．５６）、（Ｉ－４）＋（１．５７）、（Ｉ－４）
＋（１．５８）、（Ｉ－４）＋（１．５９）、（Ｉ－４）＋（１．６０）、（Ｉ－４）＋
（１．６１）、（Ｉ－４）＋（１．６２）、（Ｉ－４）＋（１．６３）、（Ｉ－４）＋（
１．６４）、（Ｉ－４）＋（２．１）、（Ｉ－４）＋（２．２）、（Ｉ－４）＋（２．３
）、（Ｉ－４）＋（２．４）、（Ｉ－４）＋（２．５）、（Ｉ－４）＋（２．６）、（Ｉ
－４）＋（２．７）、（Ｉ－４）＋（２．８）、（Ｉ－４）＋（２．９）、（Ｉ－４）＋
（２．１０）、（Ｉ－４）＋（２．１１）、（Ｉ－４）＋（２．１２）、（Ｉ－４）＋（
２．１３）、（Ｉ－４）＋（２．１４）、（Ｉ－４）＋（２．１５）、（Ｉ－４）＋（２
．１６）、（Ｉ－４）＋（２．１７）、（Ｉ－４）＋（２．１８）、（Ｉ－４）＋（２．
１９）、（Ｉ－４）＋（２．２０）、（Ｉ－４）＋（２．２１）、（Ｉ－４）＋（２．２
２）、（Ｉ－４）＋（２．２３）、（Ｉ－４）＋（２．２４）、（Ｉ－４）＋（２．２５
）、（Ｉ－４）＋（２．２６）、（Ｉ－４）＋（２．２７）、（Ｉ－４）＋（２．２８）
、（Ｉ－４）＋（２．２９）、（Ｉ－４）＋（３．１）、（Ｉ－４）＋（３．２）、（Ｉ
－４）＋（３．３）、（Ｉ－４）＋（３．４）、（Ｉ－４）＋（３．５）、（Ｉ－４）＋
（３．６）、（Ｉ－４）＋（３．７）、（Ｉ－４）＋（３．８）、（Ｉ－４）＋（３．９
）、（Ｉ－４）＋（３．１０）、（Ｉ－４）＋（３．１１）、（Ｉ－４）＋（３．１２）
、（Ｉ－４）＋（３．１３）、（Ｉ－４）＋（３．１４）、（Ｉ－４）＋（３．１５）、
（Ｉ－４）＋（３．１６）、（Ｉ－４）＋（３．１７）、（Ｉ－４）＋（３．１８）、（
Ｉ－４）＋（３．１９）、（Ｉ－４）＋（３．２０）、（Ｉ－４）＋（３．２１）、（Ｉ
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－４）＋（３．２２）、（Ｉ－４）＋（３．２３）、（Ｉ－４）＋（３．２４）、（Ｉ－
４）＋（３．２５）、（Ｉ－４）＋（３．２６）、（Ｉ－４）＋（３．２７）、（Ｉ－４
）＋（３．２８）、（Ｉ－４）＋（３．２９）、（Ｉ－４）＋（３．３０）、（Ｉ－４）
＋（３．３１）、（Ｉ－４）＋（３．３２）、（Ｉ－４）＋（３．３３）、（Ｉ－４）＋
（４．１）、（Ｉ－４）＋（４．２）、（Ｉ－４）＋（４．３）、（Ｉ－４）＋（４．４
）、（Ｉ－４）＋（４．５）、（Ｉ－４）＋（４．６）、（Ｉ－４）＋（４．７）、（Ｉ
－４）＋（４．８）、（Ｉ－４）＋（４．９）、（Ｉ－４）＋（４．１０）、（Ｉ－４）
＋（４．１１）、（Ｉ－４）＋（４．１２）、（Ｉ－４）＋（４．１３）、（Ｉ－４）＋
（４．１４）、（Ｉ－４）＋（５．１）、（Ｉ－４）＋（５．２）、（Ｉ－４）＋（５．
３）、（Ｉ－４）＋（５．４）、（Ｉ－４）＋（５．５）、（Ｉ－４）＋（５．６）、（
Ｉ－４）＋（５．７）、（Ｉ－４）＋（５．８）、（Ｉ－４）＋（５．９）、（Ｉ－４）
＋（５．１０）、（Ｉ－４）＋（５．１１）、（Ｉ－４）＋（５．１２）、（Ｉ－４）＋
（５．１３）、（Ｉ－４）＋（５．１４）、（Ｉ－４）＋（５．１５）、（Ｉ－４）＋（
５．１６）、（Ｉ－４）＋（５．１７）、（Ｉ－４）＋（５．１８）、（Ｉ－４）＋（５
．１９）、（Ｉ－４）＋（５．２０）、（Ｉ－４）＋（５．２１）、（Ｉ－４）＋（５．
２２）、（Ｉ－４）＋（５．２３）、（Ｉ－４）＋（５．２４）、（Ｉ－４）＋（５．２
５）、（Ｉ－４）＋（５．２６）、（Ｉ－４）＋（５．２７）、（Ｉ－４）＋（５．２８
）、（Ｉ－４）＋（５．２９）、（Ｉ－４）＋（５．３０）、（Ｉ－４）＋（５．３１）
、（Ｉ－４）＋（５．３２）、（Ｉ－４）＋（５．３３）、（Ｉ－４）＋（５．３４）、
（Ｉ－４）＋（６．１）、（Ｉ－４）＋（６．２）、（Ｉ－４）＋（６．３）、（Ｉ－４
）＋（６．４）、（Ｉ－４）＋（７．１）、（Ｉ－４）＋（７．２）、（Ｉ－４）＋（７
．３）、（Ｉ－４）＋（７．４）、（Ｉ－４）＋（７．５）、（Ｉ－４）＋（７．６）、
（Ｉ－４）＋（７．７）、（Ｉ－４）＋（７．８）、（Ｉ－４）＋（８．１）、（Ｉ－４
）＋（８．２）、（Ｉ－４）＋（８．３）、（Ｉ－４）＋（８．４）、（Ｉ－４）＋（９
．１）、（Ｉ－４）＋（９．２）、（Ｉ－４）＋（９．３）、（Ｉ－４）＋（９．４）、
（Ｉ－４）＋（９．５）、（Ｉ－４）＋（９．６）、（Ｉ－４）＋（９．７）、（Ｉ－４
）＋（９．８）、（Ｉ－４）＋（９．９）、（Ｉ－４）＋（１０．１）、（Ｉ－４）＋（
１０．２）、（Ｉ－４）＋（１０．３）、（Ｉ－４）＋（１０．４）、（Ｉ－４）＋（１
０．５）、（Ｉ－４）＋（１０．６）、（Ｉ－４）＋（１０．７）、（Ｉ－４）＋（１０
．８）、（Ｉ－４）＋（１０．９）、（Ｉ－４）＋（１０．１０）、（Ｉ－４）＋（１０
．１１）、（Ｉ－４）＋（１０．１２）、（Ｉ－４）＋（１０．１３）、（Ｉ－４）＋（
１０．１４）、（Ｉ－４）＋（１０．１５）、（Ｉ－４）＋（１１．１）、（Ｉ－４）＋
（１１．２）、（Ｉ－４）＋（１１．３）、（Ｉ－４）＋（１１．４）、（Ｉ－４）＋（
１１．５）、（Ｉ－４）＋（１１．６）、（Ｉ－４）＋（１１．７）、（Ｉ－４）＋（１
２．１）、（Ｉ－４）＋（１２．２）、（Ｉ－４）＋（１２．３）、（Ｉ－４）＋（１２
．４）、（Ｉ－４）＋（１２．５）、（Ｉ－４）＋（１２．６）、（Ｉ－４）＋（１２．
７）、（Ｉ－４）＋（１２．８）、（Ｉ－４）＋（１２．９）、（Ｉ－４）＋（１２．１
０）、（Ｉ－４）＋（１２．１１）、（Ｉ－４）＋（１２．１２）、（Ｉ－４）＋（１２
．１３）、（Ｉ－４）＋（１３．１）、（Ｉ－４）＋（１３．２）、（Ｉ－４）＋（１３
．３）、（Ｉ－４）＋（１３．４）、（Ｉ－４）＋（１３．５）、（Ｉ－４）＋（１３．
６）、（Ｉ－４）＋（１３．７）、（Ｉ－４）＋（１４．１）、（Ｉ－４）＋（１４．２
）、（Ｉ－４）＋（１４．３）、（Ｉ－４）＋（１４．４）、（Ｉ－４）＋（１４．５）
、（Ｉ－４）＋（１５．１）、（Ｉ－４）＋（１５．２）、（Ｉ－４）＋（１５．３）、
（Ｉ－４）＋（１５．４）、（Ｉ－４）＋（１５．５）、（Ｉ－４）＋（１５．６）、（
Ｉ－４）＋（１５．７）、（Ｉ－４）＋（１５．８）、（Ｉ－４）＋（１５．９）、（Ｉ
－４）＋（１５．１０）、（Ｉ－４）＋（１５．１１）、（Ｉ－４）＋（１５．１２）、
（Ｉ－４）＋（１５．１３）、（Ｉ－４）＋（１５．１４）、（Ｉ－４）＋（１５．１５
）、（Ｉ－４）＋（１５．１６）、（Ｉ－４）＋（１５．１７）、（Ｉ－４）＋（１５．
１８）、（Ｉ－４）＋（１５．１９）、（Ｉ－４）＋（１５．２０）、（Ｉ－４）＋（１
５．２１）、（Ｉ－４）＋（１５．２２）、（Ｉ－４）＋（１５．２３）、（Ｉ－４）＋
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（１５．２４）、（Ｉ－４）＋（１５．２５）、（Ｉ－４）＋（１５．２６）、（Ｉ－４
）＋（１５．２７）、（Ｉ－４）＋（１５．２８）、（Ｉ－４）＋（１５．２９）、（Ｉ
－４）＋（１５．３０）、（Ｉ－４）＋（１５．３１）、（Ｉ－４）＋（１５．３２）、
（Ｉ－４）＋（１５．３３）、（Ｉ－４）＋（１５．３４）、（Ｉ－４）＋（１５．３５
）、（Ｉ－４）＋（１５．３６）、（Ｉ－４）＋（１５．３７）、（Ｉ－４）＋（１５．
３８）、（Ｉ－４）＋（１５．３９）、（Ｉ－４）＋（１５．４１）、（Ｉ－４）＋（１
５．４２）、（Ｉ－４）＋（１５．４３）、（Ｉ－４）＋（１５．４４）、（Ｉ－４）＋
（１５．４５）、（Ｉ－４）＋（１５．４６）、（Ｉ－４）＋（１５．４７）、（Ｉ－４
）＋（１５．４８）、（Ｉ－４）＋（１５．４９）、（Ｉ－４）＋（１５．５０）、（Ｉ
－４）＋（１５．５１）、（Ｉ－４）＋（１５．５２）、（Ｉ－４）＋（１５．５３）、
（Ｉ－４）＋（１５．５４）、（Ｉ－４）＋（１５．５５）、（Ｉ－４）＋（１５．５６
）、（Ｉ－４）＋（１５．５７）、（Ｉ－４）＋（１５．５８）、（Ｉ－４）＋（１５．
５９）、（Ｉ－４）＋（１５．６０）、（Ｉ－４）＋（１５．６１）、（Ｉ－４）＋（１
５．６２）、（Ｉ－４）＋（１５．６３）、（Ｉ－４）＋（１５．６４）、（Ｉ－４）＋
（１５．６５）、（Ｉ－４）＋（１５．６６）、（Ｉ－４）＋（１５．６７）、（Ｉ－４
）＋（１５．６８）、（Ｉ－４）＋（１５．６９）、（Ｉ－４）＋（１５．７０）、（Ｉ
－４）＋（１５．７１）、（Ｉ－４）＋（１５．７２）、（Ｉ－４）＋（１５．７３）、
（Ｉ－４）＋（１５．７４）、（Ｉ－４）＋（１５．７５）、（Ｉ－４）＋（１５．７６
）、（Ｉ－４）＋（１５．７７）、（Ｉ－４）＋（１５．７８）、（Ｉ－４）＋（１５．
７９）、（Ｉ－４）＋（１５．８０）、（Ｉ－４）＋（１５．８１）、（Ｉ－４）＋（１
５．８２）、（Ｉ－４）＋（１５．８３）、（Ｉ－４）＋（１５．８４）、（Ｉ－４）＋
（１５．８５）、（Ｉ－４）＋（１５．８６）、（Ｉ－４）＋（１５．８７）、（Ｉ－４
）＋（１５．８８）、（Ｉ－４）＋（１５．８９）、（Ｉ－４）＋（１５．９０）、（Ｉ
－４）＋（１５．９１）、（Ｉ－４）＋（１５．９２）、（Ｉ－４）＋（１５．９３）、
（Ｉ－４）＋（１５．９４）に関するものである。
【００４２】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
４）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－４）＋（２．１）、（Ｉ
－４）＋（２．２）、（Ｉ－４）＋（２．６）、（Ｉ－４）＋（２．８）、（Ｉ－４）＋
（２．１１）、（Ｉ－４）＋（２．１２）、（Ｉ－４）＋（２．１３）、（Ｉ－４）＋（
２．１４）、（Ｉ－４）＋（２．１５）、（Ｉ－４）＋（２．１６）、（Ｉ－４）＋（２
．１７）、（Ｉ－４）＋（２．２９）、（Ｉ－４）＋（３．１）、（Ｉ－４）＋（３．２
）、（Ｉ－４）＋（３．３）、（Ｉ－４）＋（３．４）、（Ｉ－４）＋（３．９）、（Ｉ
－４）＋（３．１０）、（Ｉ－４）＋（３．１２）、（Ｉ－４）＋（３．１６）、（Ｉ－
４）＋（３．１７）、（Ｉ－４）＋（３．２２）、（Ｉ－４）＋（４．６）、（Ｉ－４）
＋（５．１）、（Ｉ－４）＋（５．４）、（Ｉ－４）＋（５．５）、（Ｉ－４）＋（５．
７）、（Ｉ－４）＋（５．８）、（Ｉ－４）＋（５．９）、（Ｉ－４）＋（５．１６）、
（Ｉ－４）＋（５．２３）、（Ｉ－４）＋（５．２５）、（Ｉ－４）＋（５．２６）、（
Ｉ－４）＋（５．２９）、（Ｉ－４）＋（５．３０）、（Ｉ－４）＋（７．７）、（Ｉ－
４）＋（９．２）、（Ｉ－４）＋（９．４）、（Ｉ－４）＋（９．５）、（Ｉ－４）＋（
１０．９）、（Ｉ－４）＋（１０．１０）、（Ｉ－４）＋（１２．９）、（Ｉ－４）＋（
１２．１０）、（Ｉ－４）＋（１４．４）、（Ｉ－４）＋（１５．９）、（Ｉ－４）＋（
１５．２４）、（Ｉ－４）＋（１５．２５）、（Ｉ－４）＋（１５．２６）、（Ｉ－４）
＋（１５．４１）、（Ｉ－４）＋（１５．４２）、（Ｉ－４）＋（１５．５４）、（Ｉ－
４）＋（１５．５５）、（Ｉ－４）＋（１５．５６）、（Ｉ－４）＋（１５．６０）、（
Ｉ－４）＋（１５．９０）に関するものである。
【００４３】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－５）
および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－５）＋（１．１）、（Ｉ－５
）＋（１．２）、（Ｉ－５）＋（１．３）、（Ｉ－５）＋（１．４）、（Ｉ－５）＋（１



(31) JP 2014-516064 A 2014.7.7

10

20

30

40

50

．５）、（Ｉ－５）＋（１．６）、（Ｉ－５）＋（１．７）、（Ｉ－５）＋（１．８）、
（Ｉ－５）＋（１．９）、（Ｉ－５）＋（１．１０）、（Ｉ－５）＋（１．１１）、（Ｉ
－５）＋（１．１２）、（Ｉ－５）＋（１．１３）、（Ｉ－５）＋（１．１４）、（Ｉ－
５）＋（１．１５）、（Ｉ－５）＋（１．１６）、（Ｉ－５）＋（１．１７）、（Ｉ－５
）＋（１．１８）、（Ｉ－５）＋（１．１９）、（Ｉ－５）＋（１．２０）、（Ｉ－５）
＋（１．２１）、（Ｉ－５）＋（１．２２）、（Ｉ－５）＋（１．２３）、（Ｉ－５）＋
（１．２４）、（Ｉ－５）＋（１．２５）、（Ｉ－５）＋（１．２６）、（Ｉ－５）＋（
１．２７）、（Ｉ－５）＋（１．２８）、（Ｉ－５）＋（１．２９）、（Ｉ－５）＋（１
．３０）、（Ｉ－５）＋（１．３１）、（Ｉ－５）＋（１．３２）、（Ｉ－５）＋（１．
３３）、（Ｉ－５）＋（１．３４）、（Ｉ－５）＋（１．３５）、（Ｉ－５）＋（１．３
６）、（Ｉ－５）＋（１．３７）、（Ｉ－５）＋（１．３８）、（Ｉ－５）＋（１．３９
）、（Ｉ－５）＋（１．４０）、（Ｉ－５）＋（１．４１）、（Ｉ－５）＋（１．４２）
、（Ｉ－５）＋（１．４３）、（Ｉ－５）＋（１．４４）、（Ｉ－５）＋（１．４５）、
（Ｉ－５）＋（１．４６）、（Ｉ－５）＋（１．４７）、（Ｉ－５）＋（１．４８）、（
Ｉ－５）＋（１．４９）、（Ｉ－５）＋（１．５０）、（Ｉ－５）＋（１．５１）、（Ｉ
－５）＋（１．５２）、（Ｉ－５）＋（１．５３）、（Ｉ－５）＋（１．５４）、（Ｉ－
５）＋（１．５５）、（Ｉ－５）＋（１．５６）、（Ｉ－５）＋（１．５７）、（Ｉ－５
）＋（１．５８）、（Ｉ－５）＋（１．５９）、（Ｉ－５）＋（１．６０）、（Ｉ－５）
＋（１．６１）、（Ｉ－５）＋（１．６２）、（Ｉ－５）＋（１．６３）、（Ｉ－５）＋
（１．６４）、（Ｉ－５）＋（２．１）、（Ｉ－５）＋（２．２）、（Ｉ－５）＋（２．
３）、（Ｉ－５）＋（２．４）、（Ｉ－５）＋（２．５）、（Ｉ－５）＋（２．６）、（
Ｉ－５）＋（２．７）、（Ｉ－５）＋（２．８）、（Ｉ－５）＋（２．９）、（Ｉ－５）
＋（２．１０）、（Ｉ－５）＋（２．１１）、（Ｉ－５）＋（２．１２）、（Ｉ－５）＋
（２．１３）、（Ｉ－５）＋（２．１４）、（Ｉ－５）＋（２．１５）、（Ｉ－５）＋（
２．１６）、（Ｉ－５）＋（２．１７）、（Ｉ－５）＋（２．１８）、（Ｉ－５）＋（２
．１９）、（Ｉ－５）＋（２．２０）、（Ｉ－５）＋（２．２１）、（Ｉ－５）＋（２．
２２）、（Ｉ－５）＋（２．２３）、（Ｉ－５）＋（２．２４）、（Ｉ－５）＋（２．２
５）、（Ｉ－５）＋（２．２６）、（Ｉ－５）＋（２．２７）、（Ｉ－５）＋（２．２８
）、（Ｉ－５）＋（２．２９）、（Ｉ－５）＋（３．１）、（Ｉ－５）＋（３．２）、（
Ｉ－５）＋（３．３）、（Ｉ－５）＋（３．４）、（Ｉ－５）＋（３．５）、（Ｉ－５）
＋（３．６）、（Ｉ－５）＋（３．７）、（Ｉ－５）＋（３．８）、（Ｉ－５）＋（３．
９）、（Ｉ－５）＋（３．１０）、（Ｉ－５）＋（３．１１）、（Ｉ－５）＋（３．１２
）、（Ｉ－５）＋（３．１３）、（Ｉ－５）＋（３．１４）、（Ｉ－５）＋（３．１５）
、（Ｉ－５）＋（３．１６）、（Ｉ－５）＋（３．１７）、（Ｉ－５）＋（３．１８）、
（Ｉ－５）＋（３．１９）、（Ｉ－５）＋（３．２０）、（Ｉ－５）＋（３．２１）、（
Ｉ－５）＋（３．２２）、（Ｉ－５）＋（３．２３）、（Ｉ－５）＋（３．２４）、（Ｉ
－５）＋（３．２５）、（Ｉ－５）＋（３．２６）、（Ｉ－５）＋（３．２７）、（Ｉ－
５）＋（３．２８）、（Ｉ－５）＋（３．２９）、（Ｉ－５）＋（３．３０）、（Ｉ－５
）＋（３．３１）、（Ｉ－５）＋（３．３２）、（Ｉ－５）＋（３．３３）、（Ｉ－５）
＋（４．１）、（Ｉ－５）＋（４．２）、（Ｉ－５）＋（４．３）、（Ｉ－５）＋（４．
４）、（Ｉ－５）＋（４．５）、（Ｉ－５）＋（４．６）、（Ｉ－５）＋（４．７）、（
Ｉ－５）＋（４．８）、（Ｉ－５）＋（４．９）、（Ｉ－５）＋（４．１０）、（Ｉ－５
）＋（４．１１）、（Ｉ－５）＋（４．１２）、（Ｉ－５）＋（４．１３）、（Ｉ－５）
＋（４．１４）、（Ｉ－５）＋（５．１）、（Ｉ－５）＋（５．２）、（Ｉ－５）＋（５
．３）、（Ｉ－５）＋（５．４）、（Ｉ－５）＋（５．５）、（Ｉ－５）＋（５．６）、
（Ｉ－５）＋（５．７）、（Ｉ－５）＋（５．８）、（Ｉ－５）＋（５．９）、（Ｉ－５
）＋（５．１０）、（Ｉ－５）＋（５．１１）、（Ｉ－５）＋（５．１２）、（Ｉ－５）
＋（５．１３）、（Ｉ－５）＋（５．１４）、（Ｉ－５）＋（５．１５）、（Ｉ－５）＋
（５．１６）、（Ｉ－５）＋（５．１７）、（Ｉ－５）＋（５．１８）、（Ｉ－５）＋（
５．１９）、（Ｉ－５）＋（５．２０）、（Ｉ－５）＋（５．２１）、（Ｉ－５）＋（５
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．２２）、（Ｉ－５）＋（５．２３）、（Ｉ－５）＋（５．２４）、（Ｉ－５）＋（５．
２５）、（Ｉ－５）＋（５．２６）、（Ｉ－５）＋（５．２７）、（Ｉ－５）＋（５．２
８）、（Ｉ－５）＋（５．２９）、（Ｉ－５）＋（５．３０）、（Ｉ－５）＋（５．３１
）、（Ｉ－５）＋（５．３２）、（Ｉ－５）＋（５．３３）、（Ｉ－５）＋（５．３４）
、（Ｉ－５）＋（６．１）、（Ｉ－５）＋（６．２）、（Ｉ－５）＋（６．３）、（Ｉ－
５）＋（６．４）、（Ｉ－５）＋（７．１）、（Ｉ－５）＋（７．２）、（Ｉ－５）＋（
７．３）、（Ｉ－５）＋（７．４）、（Ｉ－５）＋（７．５）、（Ｉ－５）＋（７．６）
、（Ｉ－５）＋（７．７）、（Ｉ－５）＋（７．８）、（Ｉ－５）＋（８．１）、（Ｉ－
５）＋（８．２）、（Ｉ－５）＋（８．３）、（Ｉ－５）＋（８．４）、（Ｉ－５）＋（
９．１）、（Ｉ－５）＋（９．２）、（Ｉ－５）＋（９．３）、（Ｉ－５）＋（９．４）
、（Ｉ－５）＋（９．５）、（Ｉ－５）＋（９．６）、（Ｉ－５）＋（９．７）、（Ｉ－
５）＋（９．８）、（Ｉ－５）＋（９．９）、（Ｉ－５）＋（１０．１）、（Ｉ－５）＋
（１０．２）、（Ｉ－５）＋（１０．３）、（Ｉ－５）＋（１０．４）、（Ｉ－５）＋（
１０．５）、（Ｉ－５）＋（１０．６）、（Ｉ－５）＋（１０．７）、（Ｉ－５）＋（１
０．８）、（Ｉ－５）＋（１０．９）、（Ｉ－５）＋（１０．１０）、（Ｉ－５）＋（１
０．１１）、（Ｉ－５）＋（１０．１２）、（Ｉ－５）＋（１０．１３）、（Ｉ－５）＋
（１０．１４）、（Ｉ－５）＋（１０．１５）、（Ｉ－５）＋（１１．１）、（Ｉ－５）
＋（１１．２）、（Ｉ－５）＋（１１．３）、（Ｉ－５）＋（１１．４）、（Ｉ－５）＋
（１１．５）、（Ｉ－５）＋（１１．６）、（Ｉ－５）＋（１１．７）、（Ｉ－５）＋（
１２．１）、（Ｉ－５）＋（１２．２）、（Ｉ－５）＋（１２．３）、（Ｉ－５）＋（１
２．４）、（Ｉ－５）＋（１２．５）、（Ｉ－５）＋（１２．６）、（Ｉ－５）＋（１２
．７）、（Ｉ－５）＋（１２．８）、（Ｉ－５）＋（１２．９）、（Ｉ－５）＋（１２．
１０）、（Ｉ－５）＋（１２．１１）、（Ｉ－５）＋（１２．１２）、（Ｉ－５）＋（１
２．１３）、（Ｉ－５）＋（１３．１）、（Ｉ－５）＋（１３．２）、（Ｉ－５）＋（１
３．３）、（Ｉ－５）＋（１３．４）、（Ｉ－５）＋（１３．５）、（Ｉ－５）＋（１３
．６）、（Ｉ－５）＋（１３．７）、（Ｉ－５）＋（１４．１）、（Ｉ－５）＋（１４．
２）、（Ｉ－５）＋（１４．３）、（Ｉ－５）＋（１４．４）、（Ｉ－５）＋（１４．５
）、（Ｉ－５）＋（１５．１）、（Ｉ－５）＋（１５．２）、（Ｉ－５）＋（１５．３）
、（Ｉ－５）＋（１５．４）、（Ｉ－５）＋（１５．５）、（Ｉ－５）＋（１５．６）、
（Ｉ－５）＋（１５．７）、（Ｉ－５）＋（１５．８）、（Ｉ－５）＋（１５．９）、（
Ｉ－５）＋（１５．１０）、（Ｉ－５）＋（１５．１１）、（Ｉ－５）＋（１５．１２）
、（Ｉ－５）＋（１５．１３）、（Ｉ－５）＋（１５．１４）、（Ｉ－５）＋（１５．１
５）、（Ｉ－５）＋（１５．１６）、（Ｉ－５）＋（１５．１７）、（Ｉ－５）＋（１５
．１８）、（Ｉ－５）＋（１５．１９）、（Ｉ－５）＋（１５．２０）、（Ｉ－５）＋（
１５．２１）、（Ｉ－５）＋（１５．２２）、（Ｉ－５）＋（１５．２３）、（Ｉ－５）
＋（１５．２４）、（Ｉ－５）＋（１５．２５）、（Ｉ－５）＋（１５．２６）、（Ｉ－
５）＋（１５．２７）、（Ｉ－５）＋（１５．２８）、（Ｉ－５）＋（１５．２９）、（
Ｉ－５）＋（１５．３０）、（Ｉ－５）＋（１５．３１）、（Ｉ－５）＋（１５．３２）
、（Ｉ－５）＋（１５．３３）、（Ｉ－５）＋（１５．３４）、（Ｉ－５）＋（１５．３
５）、（Ｉ－５）＋（１５．３６）、（Ｉ－５）＋（１５．３７）、（Ｉ－５）＋（１５
．３８）、（Ｉ－５）＋（１５．３９）、（Ｉ－５）＋（１５．４１）、（Ｉ－５）＋（
１５．４２）、（Ｉ－５）＋（１５．４３）、（Ｉ－５）＋（１５．４４）、（Ｉ－５）
＋（１５．４５）、（Ｉ－５）＋（１５．４６）、（Ｉ－５）＋（１５．４７）、（Ｉ－
５）＋（１５．４８）、（Ｉ－５）＋（１５．４９）、（Ｉ－５）＋（１５．５０）、（
Ｉ－５）＋（１５．５１）、（Ｉ－５）＋（１５．５２）、（Ｉ－５）＋（１５．５３）
、（Ｉ－５）＋（１５．５４）、（Ｉ－５）＋（１５．５５）、（Ｉ－５）＋（１５．５
６）、（Ｉ－５）＋（１５．５７）、（Ｉ－５）＋（１５．５８）、（Ｉ－５）＋（１５
．５９）、（Ｉ－５）＋（１５．６０）、（Ｉ－５）＋（１５．６１）、（Ｉ－５）＋（
１５．６２）、（Ｉ－５）＋（１５．６３）、（Ｉ－５）＋（１５．６４）、（Ｉ－５）
＋（１５．６５）、（Ｉ－５）＋（１５．６６）、（Ｉ－５）＋（１５．６７）、（Ｉ－
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５）＋（１５．６８）、（Ｉ－５）＋（１５．６９）、（Ｉ－５）＋（１５．７０）、（
Ｉ－５）＋（１５．７１）、（Ｉ－５）＋（１５．７２）、（Ｉ－５）＋（１５．７３）
、（Ｉ－５）＋（１５．７４）、（Ｉ－５）＋（１５．７５）、（Ｉ－５）＋（１５．７
６）、（Ｉ－５）＋（１５．７７）、（Ｉ－５）＋（１５．７８）、（Ｉ－５）＋（１５
．７９）、（Ｉ－５）＋（１５．８０）、（Ｉ－５）＋（１５．８１）、（Ｉ－５）＋（
１５．８２）、（Ｉ－５）＋（１５．８３）、（Ｉ－５）＋（１５．８４）、（Ｉ－５）
＋（１５．８５）、（Ｉ－５）＋（１５．８６）、（Ｉ－５）＋（１５．８７）、（Ｉ－
５）＋（１５．８８）、（Ｉ－５）＋（１５．８９）、（Ｉ－５）＋（１５．９０）、（
Ｉ－５）＋（１５．９１）、（Ｉ－５）＋（１５．９２）、（Ｉ－５）＋（１５．９３）
、（Ｉ－５）＋（１５．９４）に関するものである。
【００４４】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
５）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－５）＋（２．１）、（Ｉ
－５）＋（２．２）、（Ｉ－５）＋（２．６）、（Ｉ－５）＋（２．８）、（Ｉ－５）＋
（２．１１）、（Ｉ－５）＋（２．１２）、（Ｉ－５）＋（２．１３）、（Ｉ－５）＋（
２．１４）、（Ｉ－５）＋（２．１５）、（Ｉ－５）＋（２．１６）、（Ｉ－５）＋（２
．１７）、（Ｉ－５）＋（２．２９）、（Ｉ－５）＋（３．１）、（Ｉ－５）＋（３．２
）、（Ｉ－５）＋（３．３）、（Ｉ－５）＋（３．４）、（Ｉ－５）＋（３．９）、（Ｉ
－５）＋（３．１０）、（Ｉ－５）＋（３．１２）、（Ｉ－５）＋（３．１６）、（Ｉ－
５）＋（３．１７）、（Ｉ－５）＋（３．２２）、（Ｉ－５）＋（４．６）、（Ｉ－５）
＋（５．１）、（Ｉ－５）＋（５．４）、（Ｉ－５）＋（５．５）、（Ｉ－５）＋（５．
７）、（Ｉ－５）＋（５．８）、（Ｉ－５）＋（５．９）、（Ｉ－５）＋（５．１６）、
（Ｉ－５）＋（５．２３）、（Ｉ－５）＋（５．２５）、（Ｉ－５）＋（５．２６）、（
Ｉ－５）＋（５．２９）、（Ｉ－５）＋（５．３０）、（Ｉ－５）＋（７．７）、（Ｉ－
５）＋（９．２）、（Ｉ－５）＋（９．４）、（Ｉ－５）＋（９．５）、（Ｉ－５）＋（
１０．９）、（Ｉ－５）＋（１０．１０）、（Ｉ－５）＋（１２．９）、（Ｉ－５）＋（
１２．１０）、（Ｉ－５）＋（１４．４）、（Ｉ－５）＋（１５．９）、（Ｉ－５）＋（
１５．２４）、（Ｉ－５）＋（１５．２５）、（Ｉ－５）＋（１５．２６）、（Ｉ－５）
＋（１５．４１）、（Ｉ－５）＋（１５．４２）、（Ｉ－５）＋（１５．５４）、（Ｉ－
５）＋（１５．５５）、（Ｉ－５）＋（１５．５６）、（Ｉ－５）＋（１５．６０）、（
Ｉ－５）＋（１５．９０）に関するものである。
【００４５】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－６）
および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－６）＋（１．１）、（Ｉ－６
）＋（１．２）、（Ｉ－６）＋（１．３）、（Ｉ－６）＋（１．４）、（Ｉ－６）＋（１
．５）、（Ｉ－６）＋（１．６）、（Ｉ－６）＋（１．７）、（Ｉ－６）＋（１．８）、
（Ｉ－６）＋（１．９）、（Ｉ－６）＋（１．１０）、（Ｉ－６）＋（１．１１）、（Ｉ
－６）＋（１．１２）、（Ｉ－６）＋（１．１３）、（Ｉ－６）＋（１．１４）、（Ｉ－
６）＋（１．１５）、（Ｉ－６）＋（１．１６）、（Ｉ－６）＋（１．１７）、（Ｉ－６
）＋（１．１８）、（Ｉ－６）＋（１．１９）、（Ｉ－６）＋（１．２０）、（Ｉ－６）
＋（１．２１）、（Ｉ－６）＋（１．２２）、（Ｉ－６）＋（１．２３）、（Ｉ－６）＋
（１．２４）、（Ｉ－６）＋（１．２５）、（Ｉ－６）＋（１．２６）、（Ｉ－６）＋（
１．２７）、（Ｉ－６）＋（１．２８）、（Ｉ－６）＋（１．２９）、（Ｉ－６）＋（１
．３０）、（Ｉ－６）＋（１．３１）、（Ｉ－６）＋（１．３２）、（Ｉ－６）＋（１．
３３）、（Ｉ－６）＋（１．３４）、（Ｉ－６）＋（１．３５）、（Ｉ－６）＋（１．３
６）、（Ｉ－６）＋（１．３７）、（Ｉ－６）＋（１．３８）、（Ｉ－６）＋（１．３９
）、（Ｉ－６）＋（１．４０）、（Ｉ－６）＋（１．４１）、（Ｉ－６）＋（１．４２）
、（Ｉ－６）＋（１．４３）、（Ｉ－６）＋（１．４４）、（Ｉ－６）＋（１．４５）、
（Ｉ－６）＋（１．４６）、（Ｉ－６）＋（１．４７）、（Ｉ－６）＋（１．４８）、（
Ｉ－６）＋（１．４９）、（Ｉ－６）＋（１．５０）、（Ｉ－６）＋（１．５１）、（Ｉ
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－６）＋（１．５２）、（Ｉ－６）＋（１．５３）、（Ｉ－６）＋（１．５４）、（Ｉ－
６）＋（１．５５）、（Ｉ－６）＋（１．５６）、（Ｉ－６）＋（１．５７）、（Ｉ－６
）＋（１．５８）、（Ｉ－６）＋（１．５９）、（Ｉ－６）＋（１．６０）、（Ｉ－６）
＋（１．６１）、（Ｉ－６）＋（１．６２）、（Ｉ－６）＋（１．６３）、（Ｉ－６）＋
（１．６４）、（Ｉ－６）＋（２．１）、（Ｉ－６）＋（２．２）、（Ｉ－６）＋（２．
３）、（Ｉ－６）＋（２．４）、（Ｉ－６）＋（２．５）、（Ｉ－６）＋（２．６）、（
Ｉ－６）＋（２．７）、（Ｉ－６）＋（２．８）、（Ｉ－６）＋（２．９）、（Ｉ－６）
＋（２．１０）、（Ｉ－６）＋（２．１１）、（Ｉ－６）＋（２．１２）、（Ｉ－６）＋
（２．１３）、（Ｉ－６）＋（２．１４）、（Ｉ－６）＋（２．１５）、（Ｉ－６）＋（
２．１６）、（Ｉ－６）＋（２．１７）、（Ｉ－６）＋（２．１８）、（Ｉ－６）＋（２
．１９）、（Ｉ－６）＋（２．２０）、（Ｉ－６）＋（２．２１）、（Ｉ－６）＋（２．
２２）、（Ｉ－６）＋（２．２３）、（Ｉ－６）＋（２．２４）、（Ｉ－６）＋（２．２
５）、（Ｉ－６）＋（２．２６）、（Ｉ－６）＋（２．２７）、（Ｉ－６）＋（２．２８
）、（Ｉ－６）＋（２．２９）、（Ｉ－６）＋（３．１）、（Ｉ－６）＋（３．２）、（
Ｉ－６）＋（３．３）、（Ｉ－６）＋（３．４）、（Ｉ－６）＋（３．５）、（Ｉ－６）
＋（３．６）、（Ｉ－６）＋（３．７）、（Ｉ－６）＋（３．８）、（Ｉ－６）＋（３．
９）、（Ｉ－６）＋（３．１０）、（Ｉ－６）＋（３．１１）、（Ｉ－６）＋（３．１２
）、（Ｉ－６）＋（３．１３）、（Ｉ－６）＋（３．１４）、（Ｉ－６）＋（３．１５）
、（Ｉ－６）＋（３．１６）、（Ｉ－６）＋（３．１７）、（Ｉ－６）＋（３．１８）、
（Ｉ－６）＋（３．１９）、（Ｉ－６）＋（３．２０）、（Ｉ－６）＋（３．２１）、（
Ｉ－６）＋（３．２２）、（Ｉ－６）＋（３．２３）、（Ｉ－６）＋（３．２４）、（Ｉ
－６）＋（３．２５）、（Ｉ－６）＋（３．２６）、（Ｉ－６）＋（３．２７）、（Ｉ－
６）＋（３．２８）、（Ｉ－６）＋（３．２９）、（Ｉ－６）＋（３．３０）、（Ｉ－６
）＋（３．３１）、（Ｉ－６）＋（３．３２）、（Ｉ－６）＋（３．３３）、（Ｉ－６）
＋（４．１）、（Ｉ－６）＋（４．２）、（Ｉ－６）＋（４．３）、（Ｉ－６）＋（４．
４）、（Ｉ－６）＋（４．５）、（Ｉ－６）＋（４．６）、（Ｉ－６）＋（４．７）、（
Ｉ－６）＋（４．８）、（Ｉ－６）＋（４．９）、（Ｉ－６）＋（４．１０）、（Ｉ－６
）＋（４．１１）、（Ｉ－６）＋（４．１２）、（Ｉ－６）＋（４．１３）、（Ｉ－６）
＋（４．１４）、（Ｉ－６）＋（５．１）、（Ｉ－６）＋（５．２）、（Ｉ－６）＋（５
．３）、（Ｉ－６）＋（５．４）、（Ｉ－６）＋（５．５）、（Ｉ－６）＋（５．６）、
（Ｉ－６）＋（５．７）、（Ｉ－６）＋（５．８）、（Ｉ－６）＋（５．９）、（Ｉ－６
）＋（５．１０）、（Ｉ－６）＋（５．１１）、（Ｉ－６）＋（５．１２）、（Ｉ－６）
＋（５．１３）、（Ｉ－６）＋（５．１４）、（Ｉ－６）＋（５．１５）、（Ｉ－６）＋
（５．１６）、（Ｉ－６）＋（５．１７）、（Ｉ－６）＋（５．１８）、（Ｉ－６）＋（
５．１９）、（Ｉ－６）＋（５．２０）、（Ｉ－６）＋（５．２１）、（Ｉ－６）＋（５
．２２）、（Ｉ－６）＋（５．２３）、（Ｉ－６）＋（５．２４）、（Ｉ－６）＋（５．
２５）、（Ｉ－６）＋（５．２６）、（Ｉ－６）＋（５．２７）、（Ｉ－６）＋（５．２
８）、（Ｉ－６）＋（５．２９）、（Ｉ－６）＋（５．３０）、（Ｉ－６）＋（５．３１
）、（Ｉ－６）＋（５．３２）、（Ｉ－６）＋（５．３３）、（Ｉ－６）＋（５．３４）
、（Ｉ－６）＋（６．１）、（Ｉ－６）＋（６．２）、（Ｉ－６）＋（６．３）、（Ｉ－
６）＋（６．４）、（Ｉ－６）＋（７．１）、（Ｉ－６）＋（７．２）、（Ｉ－６）＋（
７．３）、（Ｉ－６）＋（７．４）、（Ｉ－６）＋（７．５）、（Ｉ－６）＋（７．６）
、（Ｉ－６）＋（７．７）、（Ｉ－６）＋（７．８）、（Ｉ－６）＋（８．１）、（Ｉ－
６）＋（８．２）、（Ｉ－６）＋（８．３）、（Ｉ－６）＋（８．４）、（Ｉ－６）＋（
９．１）、（Ｉ－６）＋（９．２）、（Ｉ－６）＋（９．３）、（Ｉ－６）＋（９．４）
、（Ｉ－６）＋（９．５）、（Ｉ－６）＋（９．６）、（Ｉ－６）＋（９．７）、（Ｉ－
６）＋（９．８）、（Ｉ－６）＋（９．９）、（Ｉ－６）＋（１０．１）、（Ｉ－６）＋
（１０．２）、（Ｉ－６）＋（１０．３）、（Ｉ－６）＋（１０．４）、（Ｉ－６）＋（
１０．５）、（Ｉ－６）＋（１０．６）、（Ｉ－６）＋（１０．７）、（Ｉ－６）＋（１
０．８）、（Ｉ－６）＋（１０．９）、（Ｉ－６）＋（１０．１０）、（Ｉ－６）＋（１
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０．１１）、（Ｉ－６）＋（１０．１２）、（Ｉ－６）＋（１０．１３）、（Ｉ－６）＋
（１０．１４）、（Ｉ－６）＋（１０．１５）、（Ｉ－６）＋（１１．１）、（Ｉ－６）
＋（１１．２）、（Ｉ－６）＋（１１．３）、（Ｉ－６）＋（１１．４）、（Ｉ－６）＋
（１１．５）、（Ｉ－６）＋（１１．６）、（Ｉ－６）＋（１１．７）、（Ｉ－６）＋（
１２．１）、（Ｉ－６）＋（１２．２）、（Ｉ－６）＋（１２．３）、（Ｉ－６）＋（１
２．４）、（Ｉ－６）＋（１２．５）、（Ｉ－６）＋（１２．６）、（Ｉ－６）＋（１２
．７）、（Ｉ－６）＋（１２．８）、（Ｉ－６）＋（１２．９）、（Ｉ－６）＋（１２．
１０）、（Ｉ－６）＋（１２．１１）、（Ｉ－６）＋（１２．１２）、（Ｉ－６）＋（１
２．１３）、（Ｉ－６）＋（１３．１）、（Ｉ－６）＋（１３．２）、（Ｉ－６）＋（１
３．３）、（Ｉ－６）＋（１３．４）、（Ｉ－６）＋（１３．５）、（Ｉ－６）＋（１３
．６）、（Ｉ－６）＋（１３．７）、（Ｉ－６）＋（１４．１）、（Ｉ－６）＋（１４．
２）、（Ｉ－６）＋（１４．３）、（Ｉ－６）＋（１４．４）、（Ｉ－６）＋（１４．５
）、（Ｉ－６）＋（１５．１）、（Ｉ－６）＋（１５．２）、（Ｉ－６）＋（１５．３）
、（Ｉ－６）＋（１５．４）、（Ｉ－６）＋（１５．５）、（Ｉ－６）＋（１５．６）、
（Ｉ－６）＋（１５．７）、（Ｉ－６）＋（１５．８）、（Ｉ－６）＋（１５．９）、（
Ｉ－６）＋（１５．１０）、（Ｉ－６）＋（１５．１１）、（Ｉ－６）＋（１５．１２）
、（Ｉ－６）＋（１５．１３）、（Ｉ－６）＋（１５．１４）、（Ｉ－６）＋（１５．１
５）、（Ｉ－６）＋（１５．１６）、（Ｉ－６）＋（１５．１７）、（Ｉ－６）＋（１５
．１８）、（Ｉ－６）＋（１５．１９）、（Ｉ－６）＋（１５．２０）、（Ｉ－６）＋（
１５．２１）、（Ｉ－６）＋（１５．２２）、（Ｉ－６）＋（１５．２３）、（Ｉ－６）
＋（１５．２４）、（Ｉ－６）＋（１５．２５）、（Ｉ－６）＋（１５．２６）、（Ｉ－
６）＋（１５．２７）、（Ｉ－６）＋（１５．２８）、（Ｉ－６）＋（１５．２９）、（
Ｉ－６）＋（１５．３０）、（Ｉ－６）＋（１５．３１）、（Ｉ－６）＋（１５．３２）
、（Ｉ－６）＋（１５．３３）、（Ｉ－６）＋（１５．３４）、（Ｉ－６）＋（１５．３
５）、（Ｉ－６）＋（１５．３６）、（Ｉ－６）＋（１５．３７）、（Ｉ－６）＋（１５
．３８）、（Ｉ－６）＋（１５．３９）、（Ｉ－６）＋（１５．４１）、（Ｉ－６）＋（
１５．４２）、（Ｉ－６）＋（１５．４３）、（Ｉ－６）＋（１５．４４）、（Ｉ－６）
＋（１５．４５）、（Ｉ－６）＋（１５．４６）、（Ｉ－６）＋（１５．４７）、（Ｉ－
６）＋（１５．４８）、（Ｉ－６）＋（１５．４９）、（Ｉ－６）＋（１５．５０）、（
Ｉ－６）＋（１５．５１）、（Ｉ－６）＋（１５．５２）、（Ｉ－６）＋（１５．５３）
、（Ｉ－６）＋（１５．５４）、（Ｉ－６）＋（１５．５５）、（Ｉ－６）＋（１５．５
６）、（Ｉ－６）＋（１５．５７）、（Ｉ－６）＋（１５．５８）、（Ｉ－６）＋（１５
．５９）、（Ｉ－６）＋（１５．６０）、（Ｉ－６）＋（１５．６１）、（Ｉ－６）＋（
１５．６２）、（Ｉ－６）＋（１５．６３）、（Ｉ－６）＋（１５．６４）、（Ｉ－６）
＋（１５．６５）、（Ｉ－６）＋（１５．６６）、（Ｉ－６）＋（１５．６７）、（Ｉ－
６）＋（１５．６８）、（Ｉ－６）＋（１５．６９）、（Ｉ－６）＋（１５．７０）、（
Ｉ－６）＋（１５．７１）、（Ｉ－６）＋（１５．７２）、（Ｉ－６）＋（１５．７３）
、（Ｉ－６）＋（１５．７４）、（Ｉ－６）＋（１５．７５）、（Ｉ－６）＋（１５．７
６）、（Ｉ－６）＋（１５．７７）、（Ｉ－６）＋（１５．７８）、（Ｉ－６）＋（１５
．７９）、（Ｉ－６）＋（１５．８０）、（Ｉ－６）＋（１５．８１）、（Ｉ－６）＋（
１５．８２）、（Ｉ－６）＋（１５．８３）、（Ｉ－６）＋（１５．８４）、（Ｉ－６）
＋（１５．８５）、（Ｉ－６）＋（１５．８６）、（Ｉ－６）＋（１５．８７）、（Ｉ－
６）＋（１５．８８）、（Ｉ－６）＋（１５．８９）、（Ｉ－６）＋（１５．９０）、（
Ｉ－６）＋（１５．９１）、（Ｉ－６）＋（１５．９２）、（Ｉ－６）＋（１５．９３）
、（Ｉ－６）＋（１５．９４）に関するものである。
【００４６】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
６）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－６）＋（２．１）、（Ｉ
－６）＋（２．２）、（Ｉ－６）＋（２．６）、（Ｉ－６）＋（２．８）、（Ｉ－６）＋
（２．１１）、（Ｉ－６）＋（２．１２）、（Ｉ－６）＋（２．１３）、（Ｉ－６）＋（
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２．１４）、（Ｉ－６）＋（２．１５）、（Ｉ－６）＋（２．１６）、（Ｉ－６）＋（２
．１７）、（Ｉ－６）＋（２．２９）、（Ｉ－６）＋（３．１）、（Ｉ－６）＋（３．２
）、（Ｉ－６）＋（３．３）、（Ｉ－６）＋（３．４）、（Ｉ－６）＋（３．９）、（Ｉ
－６）＋（３．１０）、（Ｉ－６）＋（３．１２）、（Ｉ－６）＋（３．１６）、（Ｉ－
６）＋（３．１７）、（Ｉ－６）＋（３．２２）、（Ｉ－６）＋（４．６）、（Ｉ－６）
＋（５．１）、（Ｉ－６）＋（５．４）、（Ｉ－６）＋（５．５）、（Ｉ－６）＋（５．
７）、（Ｉ－６）＋（５．８）、（Ｉ－６）＋（５．９）、（Ｉ－６）＋（５．１６）、
（Ｉ－６）＋（５．２３）、（Ｉ－６）＋（５．２５）、（Ｉ－６）＋（５．２６）、（
Ｉ－６）＋（５．２９）、（Ｉ－６）＋（５．３０）、（Ｉ－６）＋（７．７）、（Ｉ－
６）＋（９．２）、（Ｉ－６）＋（９．４）、（Ｉ－６）＋（９．５）、（Ｉ－６）＋（
１０．９）、（Ｉ－６）＋（１０．１０）、（Ｉ－６）＋（１２．９）、（Ｉ－６）＋（
１２．１０）、（Ｉ－６）＋（１４．４）、（Ｉ－６）＋（１５．９）、（Ｉ－６）＋（
１５．２４）、（Ｉ－６）＋（１５．２５）、（Ｉ－６）＋（１５．２６）、（Ｉ－６）
＋（１５．４１）、（Ｉ－６）＋（１５．４２）、（Ｉ－６）＋（１５．５４）、（Ｉ－
６）＋（１５．５５）、（Ｉ－６）＋（１５．５６）、（Ｉ－６）＋（１５．６０）、（
Ｉ－６）＋（１５．９０）に関するものである。
【００４７】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－７）
および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－７）＋（１．１）、（Ｉ－７
）＋（１．２）、（Ｉ－７）＋（１．３）、（Ｉ－７）＋（１．４）、（Ｉ－７）＋（１
．５）、（Ｉ－７）＋（１．６）、（Ｉ－７）＋（１．７）、（Ｉ－７）＋（１．８）、
（Ｉ－７）＋（１．９）、（Ｉ－７）＋（１．１０）、（Ｉ－７）＋（１．１１）、（Ｉ
－７）＋（１．１２）、（Ｉ－７）＋（１．１３）、（Ｉ－７）＋（１．１４）、（Ｉ－
７）＋（１．１５）、（Ｉ－７）＋（１．１６）、（Ｉ－７）＋（１．１７）、（Ｉ－７
）＋（１．１８）、（Ｉ－７）＋（１．１９）、（Ｉ－７）＋（１．２０）、（Ｉ－７）
＋（１．２１）、（Ｉ－７）＋（１．２２）、（Ｉ－７）＋（１．２３）、（Ｉ－７）＋
（１．２４）、（Ｉ－７）＋（１．２５）、（Ｉ－７）＋（１．２６）、（Ｉ－７）＋（
１．２７）、（Ｉ－７）＋（１．２８）、（Ｉ－７）＋（１．２９）、（Ｉ－７）＋（１
．３０）、（Ｉ－７）＋（１．３１）、（Ｉ－７）＋（１．３２）、（Ｉ－７）＋（１．
３３）、（Ｉ－７）＋（１．３４）、（Ｉ－７）＋（１．３５）、（Ｉ－７）＋（１．３
６）、（Ｉ－７）＋（１．３７）、（Ｉ－７）＋（１．３８）、（Ｉ－７）＋（１．３９
）、（Ｉ－７）＋（１．４０）、（Ｉ－７）＋（１．４１）、（Ｉ－７）＋（１．４２）
、（Ｉ－７）＋（１．４３）、（Ｉ－７）＋（１．４４）、（Ｉ－７）＋（１．４５）、
（Ｉ－７）＋（１．４６）、（Ｉ－７）＋（１．４７）、（Ｉ－７）＋（１．４８）、（
Ｉ－７）＋（１．４９）、（Ｉ－７）＋（１．５０）、（Ｉ－７）＋（１．５１）、（Ｉ
－７）＋（１．５２）、（Ｉ－７）＋（１．５３）、（Ｉ－７）＋（１．５４）、（Ｉ－
７）＋（１．５５）、（Ｉ－７）＋（１．５６）、（Ｉ－７）＋（１．５７）、（Ｉ－７
）＋（１．５８）、（Ｉ－７）＋（１．５９）、（Ｉ－７）＋（１．６０）、（Ｉ－７）
＋（１．６１）、（Ｉ－７）＋（１．６２）、（Ｉ－７）＋（１．６３）、（Ｉ－７）＋
（１．６４）、（Ｉ－７）＋（２．１）、（Ｉ－７）＋（２．２）、（Ｉ－７）＋（２．
３）、（Ｉ－７）＋（２．４）、（Ｉ－７）＋（２．５）、（Ｉ－７）＋（２．６）、（
Ｉ－７）＋（２．７）、（Ｉ－７）＋（２．８）、（Ｉ－７）＋（２．９）、（Ｉ－７）
＋（２．１０）、（Ｉ－７）＋（２．１１）、（Ｉ－７）＋（２．１２）、（Ｉ－７）＋
（２．１３）、（Ｉ－７）＋（２．１４）、（Ｉ－７）＋（２．１５）、（Ｉ－７）＋（
２．１６）、（Ｉ－７）＋（２．１７）、（Ｉ－７）＋（２．１８）、（Ｉ－７）＋（２
．１９）、（Ｉ－７）＋（２．２０）、（Ｉ－７）＋（２．２１）、（Ｉ－７）＋（２．
２２）、（Ｉ－７）＋（２．２３）、（Ｉ－７）＋（２．２４）、（Ｉ－７）＋（２．２
５）、（Ｉ－７）＋（２．２６）、（Ｉ－７）＋（２．２７）、（Ｉ－７）＋（２．２８
）、（Ｉ－７）＋（２．２９）、（Ｉ－７）＋（３．１）、（Ｉ－７）＋（３．２）、（
Ｉ－７）＋（３．３）、（Ｉ－７）＋（３．４）、（Ｉ－７）＋（３．５）、（Ｉ－７）
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＋（３．６）、（Ｉ－７）＋（３．７）、（Ｉ－７）＋（３．８）、（Ｉ－７）＋（３．
９）、（Ｉ－７）＋（３．１０）、（Ｉ－７）＋（３．１１）、（Ｉ－７）＋（３．１２
）、（Ｉ－７）＋（３．１３）、（Ｉ－７）＋（３．１４）、（Ｉ－７）＋（３．１５）
、（Ｉ－７）＋（３．１６）、（Ｉ－７）＋（３．１７）、（Ｉ－７）＋（３．１８）、
（Ｉ－７）＋（３．１９）、（Ｉ－７）＋（３．２０）、（Ｉ－７）＋（３．２１）、（
Ｉ－７）＋（３．２２）、（Ｉ－７）＋（３．２３）、（Ｉ－７）＋（３．２４）、（Ｉ
－７）＋（３．２５）、（Ｉ－７）＋（３．２６）、（Ｉ－７）＋（３．２７）、（Ｉ－
７）＋（３．２８）、（Ｉ－７）＋（３．２９）、（Ｉ－７）＋（３．３０）、（Ｉ－７
）＋（３．３１）、（Ｉ－７）＋（３．３２）、（Ｉ－７）＋（３．３３）、（Ｉ－７）
＋（４．１）、（Ｉ－７）＋（４．２）、（Ｉ－７）＋（４．３）、（Ｉ－７）＋（４．
４）、（Ｉ－７）＋（４．５）、（Ｉ－７）＋（４．６）、（Ｉ－７）＋（４．７）、（
Ｉ－７）＋（４．８）、（Ｉ－７）＋（４．９）、（Ｉ－７）＋（４．１０）、（Ｉ－７
）＋（４．１１）、（Ｉ－７）＋（４．１２）、（Ｉ－７）＋（４．１３）、（Ｉ－７）
＋（４．１４）、（Ｉ－７）＋（５．１）、（Ｉ－７）＋（５．２）、（Ｉ－７）＋（５
．３）、（Ｉ－７）＋（５．４）、（Ｉ－７）＋（５．５）、（Ｉ－７）＋（５．６）、
（Ｉ－７）＋（５．７）、（Ｉ－７）＋（５．８）、（Ｉ－７）＋（５．９）、（Ｉ－７
）＋（５．１０）、（Ｉ－７）＋（５．１１）、（Ｉ－７）＋（５．１２）、（Ｉ－７）
＋（５．１３）、（Ｉ－７）＋（５．１４）、（Ｉ－７）＋（５．１５）、（Ｉ－７）＋
（５．１６）、（Ｉ－７）＋（５．１７）、（Ｉ－７）＋（５．１８）、（Ｉ－７）＋（
５．１９）、（Ｉ－７）＋（５．２０）、（Ｉ－７）＋（５．２１）、（Ｉ－７）＋（５
．２２）、（Ｉ－７）＋（５．２３）、（Ｉ－７）＋（５．２４）、（Ｉ－７）＋（５．
２５）、（Ｉ－７）＋（５．２６）、（Ｉ－７）＋（５．２７）、（Ｉ－７）＋（５．２
８）、（Ｉ－７）＋（５．２９）、（Ｉ－７）＋（５．３０）、（Ｉ－７）＋（５．３１
）、（Ｉ－７）＋（５．３２）、（Ｉ－７）＋（５．３３）、（Ｉ－７）＋（５．３４）
、（Ｉ－７）＋（６．１）、（Ｉ－７）＋（６．２）、（Ｉ－７）＋（６．３）、（Ｉ－
７）＋（６．４）、（Ｉ－７）＋（７．１）、（Ｉ－７）＋（７．２）、（Ｉ－７）＋（
７．３）、（Ｉ－７）＋（７．４）、（Ｉ－７）＋（７．５）、（Ｉ－７）＋（７．６）
、（Ｉ－７）＋（７．７）、（Ｉ－７）＋（７．８）、（Ｉ－７）＋（８．１）、（Ｉ－
７）＋（８．２）、（Ｉ－７）＋（８．３）、（Ｉ－７）＋（８．４）、（Ｉ－７）＋（
９．１）、（Ｉ－７）＋（９．２）、（Ｉ－７）＋（９．３）、（Ｉ－７）＋（９．４）
、（Ｉ－７）＋（９．５）、（Ｉ－７）＋（９．６）、（Ｉ－７）＋（９．７）、（Ｉ－
７）＋（９．８）、（Ｉ－７）＋（９．９）、（Ｉ－７）＋（１０．１）、（Ｉ－７）＋
（１０．２）、（Ｉ－７）＋（１０．３）、（Ｉ－７）＋（１０．４）、（Ｉ－７）＋（
１０．５）、（Ｉ－７）＋（１０．６）、（Ｉ－７）＋（１０．７）、（Ｉ－７）＋（１
０．８）、（Ｉ－７）＋（１０．９）、（Ｉ－７）＋（１０．１０）、（Ｉ－７）＋（１
０．１１）、（Ｉ－７）＋（１０．１２）、（Ｉ－７）＋（１０．１３）、（Ｉ－７）＋
（１０．１４）、（Ｉ－７）＋（１０．１５）、（Ｉ－７）＋（１１．１）、（Ｉ－７）
＋（１１．２）、（Ｉ－７）＋（１１．３）、（Ｉ－７）＋（１１．４）、（Ｉ－７）＋
（１１．５）、（Ｉ－７）＋（１１．６）、（Ｉ－７）＋（１１．７）、（Ｉ－７）＋（
１２．１）、（Ｉ－７）＋（１２．２）、（Ｉ－７）＋（１２．３）、（Ｉ－７）＋（１
２．４）、（Ｉ－７）＋（１２．５）、（Ｉ－７）＋（１２．６）、（Ｉ－７）＋（１２
．７）、（Ｉ－７）＋（１２．８）、（Ｉ－７）＋（１２．９）、（Ｉ－７）＋（１２．
１０）、（Ｉ－７）＋（１２．１１）、（Ｉ－７）＋（１２．１２）、（Ｉ－７）＋（１
２．１３）、（Ｉ－７）＋（１３．１）、（Ｉ－７）＋（１３．２）、（Ｉ－７）＋（１
３．３）、（Ｉ－７）＋（１３．４）、（Ｉ－７）＋（１３．５）、（Ｉ－７）＋（１３
．６）、（Ｉ－７）＋（１３．７）、（Ｉ－７）＋（１４．１）、（Ｉ－７）＋（１４．
２）、（Ｉ－７）＋（１４．３）、（Ｉ－７）＋（１４．４）、（Ｉ－７）＋（１４．５
）、（Ｉ－７）＋（１５．１）、（Ｉ－７）＋（１５．２）、（Ｉ－７）＋（１５．３）
、（Ｉ－７）＋（１５．４）、（Ｉ－７）＋（１５．５）、（Ｉ－７）＋（１５．６）、
（Ｉ－７）＋（１５．７）、（Ｉ－７）＋（１５．８）、（Ｉ－７）＋（１５．９）、（
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Ｉ－７）＋（１５．１０）、（Ｉ－７）＋（１５．１１）、（Ｉ－７）＋（１５．１２）
、（Ｉ－７）＋（１５．１３）、（Ｉ－７）＋（１５．１４）、（Ｉ－７）＋（１５．１
５）、（Ｉ－７）＋（１５．１６）、（Ｉ－７）＋（１５．１７）、（Ｉ－７）＋（１５
．１８）、（Ｉ－７）＋（１５．１９）、（Ｉ－７）＋（１５．２０）、（Ｉ－７）＋（
１５．２１）、（Ｉ－７）＋（１５．２２）、（Ｉ－７）＋（１５．２３）、（Ｉ－７）
＋（１５．２４）、（Ｉ－７）＋（１５．２５）、（Ｉ－７）＋（１５．２６）、（Ｉ－
７）＋（１５．２７）、（Ｉ－７）＋（１５．２８）、（Ｉ－７）＋（１５．２９）、（
Ｉ－７）＋（１５．３０）、（Ｉ－７）＋（１５．３１）、（Ｉ－７）＋（１５．３２）
、（Ｉ－７）＋（１５．３３）、（Ｉ－７）＋（１５．３４）、（Ｉ－７）＋（１５．３
５）、（Ｉ－７）＋（１５．３６）、（Ｉ－７）＋（１５．３７）、（Ｉ－７）＋（１５
．３８）、（Ｉ－７）＋（１５．３９）、（Ｉ－７）＋（１５．４１）、（Ｉ－７）＋（
１５．４２）、（Ｉ－７）＋（１５．４３）、（Ｉ－７）＋（１５．４４）、（Ｉ－７）
＋（１５．４５）、（Ｉ－７）＋（１５．４６）、（Ｉ－７）＋（１５．４７）、（Ｉ－
７）＋（１５．４８）、（Ｉ－７）＋（１５．４９）、（Ｉ－７）＋（１５．５０）、（
Ｉ－７）＋（１５．５１）、（Ｉ－７）＋（１５．５２）、（Ｉ－７）＋（１５．５３）
、（Ｉ－７）＋（１５．５４）、（Ｉ－７）＋（１５．５５）、（Ｉ－７）＋（１５．５
６）、（Ｉ－７）＋（１５．５７）、（Ｉ－７）＋（１５．５８）、（Ｉ－７）＋（１５
．５９）、（Ｉ－７）＋（１５．６０）、（Ｉ－７）＋（１５．６１）、（Ｉ－７）＋（
１５．６２）、（Ｉ－７）＋（１５．６３）、（Ｉ－７）＋（１５．６４）、（Ｉ－７）
＋（１５．６５）、（Ｉ－７）＋（１５．６６）、（Ｉ－７）＋（１５．６７）、（Ｉ－
７）＋（１５．６８）、（Ｉ－７）＋（１５．６９）、（Ｉ－７）＋（１５．７０）、（
Ｉ－７）＋（１５．７１）、（Ｉ－７）＋（１５．７２）、（Ｉ－７）＋（１５．７３）
、（Ｉ－７）＋（１５．７４）、（Ｉ－７）＋（１５．７５）、（Ｉ－７）＋（１５．７
６）、（Ｉ－７）＋（１５．７７）、（Ｉ－７）＋（１５．７８）、（Ｉ－７）＋（１５
．７９）、（Ｉ－７）＋（１５．８０）、（Ｉ－７）＋（１５．８１）、（Ｉ－７）＋（
１５．８２）、（Ｉ－７）＋（１５．８３）、（Ｉ－７）＋（１５．８４）、（Ｉ－７）
＋（１５．８５）、（Ｉ－７）＋（１５．８６）、（Ｉ－７）＋（１５．８７）、（Ｉ－
７）＋（１５．８８）、（Ｉ－７）＋（１５．８９）、（Ｉ－７）＋（１５．９０）、（
Ｉ－７）＋（１５．９１）、（Ｉ－７）＋（１５．９２）、（Ｉ－７）＋（１５．９３）
、（Ｉ－７）＋（１５．９４）に関するものである。
【００４８】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
７）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－７）＋（２．１）、（Ｉ
－７）＋（２．２）、（Ｉ－７）＋（２．６）、（Ｉ－７）＋（２．８）、（Ｉ－７）＋
（２．１１）、（Ｉ－７）＋（２．１２）、（Ｉ－７）＋（２．１３）、（Ｉ－７）＋（
２．１４）、（Ｉ－７）＋（２．１５）、（Ｉ－７）＋（２．１６）、（Ｉ－７）＋（２
．１７）、（Ｉ－７）＋（２．２９）、（Ｉ－７）＋（３．１）、（Ｉ－７）＋（３．２
）、（Ｉ－７）＋（３．３）、（Ｉ－７）＋（３．４）、（Ｉ－７）＋（３．９）、（Ｉ
－７）＋（３．１０）、（Ｉ－７）＋（３．１２）、（Ｉ－７）＋（３．１６）、（Ｉ－
７）＋（３．１７）、（Ｉ－７）＋（３．２２）、（Ｉ－７）＋（４．６）、（Ｉ－７）
＋（５．１）、（Ｉ－７）＋（５．４）、（Ｉ－７）＋（５．５）、（Ｉ－７）＋（５．
７）、（Ｉ－７）＋（５．８）、（Ｉ－７）＋（５．９）、（Ｉ－７）＋（５．１６）、
（Ｉ－７）＋（５．２３）、（Ｉ－７）＋（５．２５）、（Ｉ－７）＋（５．２６）、（
Ｉ－７）＋（５．２９）、（Ｉ－７）＋（５．３０）、（Ｉ－７）＋（７．７）、（Ｉ－
７）＋（９．２）、（Ｉ－７）＋（９．４）、（Ｉ－７）＋（９．５）、（Ｉ－７）＋（
１０．９）、（Ｉ－７）＋（１０．１０）、（Ｉ－７）＋（１２．９）、（Ｉ－７）＋（
１２．１０）、（Ｉ－７）＋（１４．４）、（Ｉ－７）＋（１５．９）、（Ｉ－７）＋（
１５．２４）、（Ｉ－７）＋（１５．２５）、（Ｉ－７）＋（１５．２６）、（Ｉ－７）
＋（１５．４１）、（Ｉ－７）＋（１５．４２）、（Ｉ－７）＋（１５．５４）、（Ｉ－
７）＋（１５．５５）、（Ｉ－７）＋（１５．５６）、（Ｉ－７）＋（１５．６０）、（
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Ｉ－７）＋（１５．９０）に関するものである。
【００４９】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－８）
および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－８）＋（１．１）、（Ｉ－８
）＋（１．２）、（Ｉ－８）＋（１．３）、（Ｉ－８）＋（１．４）、（Ｉ－８）＋（１
．５）、（Ｉ－８）＋（１．６）、（Ｉ－８）＋（１．７）、（Ｉ－８）＋（１．８）、
（Ｉ－８）＋（１．９）、（Ｉ－８）＋（１．１０）、（Ｉ－８）＋（１．１１）、（Ｉ
－８）＋（１．１２）、（Ｉ－８）＋（１．１３）、（Ｉ－８）＋（１．１４）、（Ｉ－
８）＋（１．１５）、（Ｉ－８）＋（１．１６）、（Ｉ－８）＋（１．１７）、（Ｉ－８
）＋（１．１８）、（Ｉ－８）＋（１．１９）、（Ｉ－８）＋（１．２０）、（Ｉ－８）
＋（１．２１）、（Ｉ－８）＋（１．２２）、（Ｉ－８）＋（１．２３）、（Ｉ－８）＋
（１．２４）、（Ｉ－８）＋（１．２５）、（Ｉ－８）＋（１．２６）、（Ｉ－８）＋（
１．２７）、（Ｉ－８）＋（１．２８）、（Ｉ－８）＋（１．２９）、（Ｉ－８）＋（１
．３０）、（Ｉ－８）＋（１．３１）、（Ｉ－８）＋（１．３２）、（Ｉ－８）＋（１．
３３）、（Ｉ－８）＋（１．３４）、（Ｉ－８）＋（１．３５）、（Ｉ－８）＋（１．３
６）、（Ｉ－８）＋（１．３７）、（Ｉ－８）＋（１．３８）、（Ｉ－８）＋（１．３９
）、（Ｉ－８）＋（１．４０）、（Ｉ－８）＋（１．４１）、（Ｉ－８）＋（１．４２）
、（Ｉ－８）＋（１．４３）、（Ｉ－８）＋（１．４４）、（Ｉ－８）＋（１．４５）、
（Ｉ－８）＋（１．４６）、（Ｉ－８）＋（１．４７）、（Ｉ－８）＋（１．４８）、（
Ｉ－８）＋（１．４９）、（Ｉ－８）＋（１．５０）、（Ｉ－８）＋（１．５１）、（Ｉ
－８）＋（１．５２）、（Ｉ－８）＋（１．５３）、（Ｉ－８）＋（１．５４）、（Ｉ－
８）＋（１．５５）、（Ｉ－８）＋（１．５６）、（Ｉ－８）＋（１．５７）、（Ｉ－８
）＋（１．５８）、（Ｉ－８）＋（１．５９）、（Ｉ－８）＋（１．６０）、（Ｉ－８）
＋（１．６１）、（Ｉ－８）＋（１．６２）、（Ｉ－８）＋（１．６３）、（Ｉ－８）＋
（１．６４）、（Ｉ－８）＋（２．１）、（Ｉ－８）＋（２．２）、（Ｉ－８）＋（２．
３）、（Ｉ－８）＋（２．４）、（Ｉ－８）＋（２．５）、（Ｉ－８）＋（２．６）、（
Ｉ－８）＋（２．７）、（Ｉ－８）＋（２．８）、（Ｉ－８）＋（２．９）、（Ｉ－８）
＋（２．１０）、（Ｉ－８）＋（２．１１）、（Ｉ－８）＋（２．１２）、（Ｉ－８）＋
（２．１３）、（Ｉ－８）＋（２．１４）、（Ｉ－８）＋（２．１５）、（Ｉ－８）＋（
２．１６）、（Ｉ－８）＋（２．１７）、（Ｉ－８）＋（２．１８）、（Ｉ－８）＋（２
．１９）、（Ｉ－８）＋（２．２０）、（Ｉ－８）＋（２．２１）、（Ｉ－８）＋（２．
２２）、（Ｉ－８）＋（２．２３）、（Ｉ－８）＋（２．２４）、（Ｉ－８）＋（２．２
５）、（Ｉ－８）＋（２．２６）、（Ｉ－８）＋（２．２７）、（Ｉ－８）＋（２．２８
）、（Ｉ－８）＋（２．２９）、（Ｉ－８）＋（３．１）、（Ｉ－８）＋（３．２）、（
Ｉ－８）＋（３．３）、（Ｉ－８）＋（３．４）、（Ｉ－８）＋（３．５）、（Ｉ－８）
＋（３．６）、（Ｉ－８）＋（３．７）、（Ｉ－８）＋（３．８）、（Ｉ－８）＋（３．
９）、（Ｉ－８）＋（３．１０）、（Ｉ－８）＋（３．１１）、（Ｉ－８）＋（３．１２
）、（Ｉ－８）＋（３．１３）、（Ｉ－８）＋（３．１４）、（Ｉ－８）＋（３．１５）
、（Ｉ－８）＋（３．１６）、（Ｉ－８）＋（３．１７）、（Ｉ－８）＋（３．１８）、
（Ｉ－８）＋（３．１９）、（Ｉ－８）＋（３．２０）、（Ｉ－８）＋（３．２１）、（
Ｉ－８）＋（３．２２）、（Ｉ－８）＋（３．２３）、（Ｉ－８）＋（３．２４）、（Ｉ
－８）＋（３．２５）、（Ｉ－８）＋（３．２６）、（Ｉ－８）＋（３．２７）、（Ｉ－
８）＋（３．２８）、（Ｉ－８）＋（３．２９）、（Ｉ－８）＋（３．３０）、（Ｉ－８
）＋（３．３１）、（Ｉ－８）＋（３．３２）、（Ｉ－８）＋（３．３３）、（Ｉ－８）
＋（４．１）、（Ｉ－８）＋（４．２）、（Ｉ－８）＋（４．３）、（Ｉ－８）＋（４．
４）、（Ｉ－８）＋（４．５）、（Ｉ－８）＋（４．６）、（Ｉ－８）＋（４．７）、（
Ｉ－８）＋（４．８）、（Ｉ－８）＋（４．９）、（Ｉ－８）＋（４．１０）、（Ｉ－８
）＋（４．１１）、（Ｉ－８）＋（４．１２）、（Ｉ－８）＋（４．１３）、（Ｉ－８）
＋（４．１４）、（Ｉ－８）＋（５．１）、（Ｉ－８）＋（５．２）、（Ｉ－８）＋（５
．３）、（Ｉ－８）＋（５．４）、（Ｉ－８）＋（５．５）、（Ｉ－８）＋（５．６）、
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（Ｉ－８）＋（５．７）、（Ｉ－８）＋（５．８）、（Ｉ－８）＋（５．９）、（Ｉ－８
）＋（５．１０）、（Ｉ－８）＋（５．１１）、（Ｉ－８）＋（５．１２）、（Ｉ－８）
＋（５．１３）、（Ｉ－８）＋（５．１４）、（Ｉ－８）＋（５．１５）、（Ｉ－８）＋
（５．１６）、（Ｉ－８）＋（５．１７）、（Ｉ－８）＋（５．１８）、（Ｉ－８）＋（
５．１９）、（Ｉ－８）＋（５．２０）、（Ｉ－８）＋（５．２１）、（Ｉ－８）＋（５
．２２）、（Ｉ－８）＋（５．２３）、（Ｉ－８）＋（５．２４）、（Ｉ－８）＋（５．
２５）、（Ｉ－８）＋（５．２６）、（Ｉ－８）＋（５．２７）、（Ｉ－８）＋（５．２
８）、（Ｉ－８）＋（５．２９）、（Ｉ－８）＋（５．３０）、（Ｉ－８）＋（５．３１
）、（Ｉ－８）＋（５．３２）、（Ｉ－８）＋（５．３３）、（Ｉ－８）＋（５．３４）
、（Ｉ－８）＋（６．１）、（Ｉ－８）＋（６．２）、（Ｉ－８）＋（６．３）、（Ｉ－
８）＋（６．４）、（Ｉ－８）＋（７．１）、（Ｉ－８）＋（７．２）、（Ｉ－８）＋（
７．３）、（Ｉ－８）＋（７．４）、（Ｉ－８）＋（７．５）、（Ｉ－８）＋（７．６）
、（Ｉ－８）＋（７．７）、（Ｉ－８）＋（７．８）、（Ｉ－８）＋（８．１）、（Ｉ－
８）＋（８．２）、（Ｉ－８）＋（８．３）、（Ｉ－８）＋（８．４）、（Ｉ－８）＋（
９．１）、（Ｉ－８）＋（９．２）、（Ｉ－８）＋（９．３）、（Ｉ－８）＋（９．４）
、（Ｉ－８）＋（９．５）、（Ｉ－８）＋（９．６）、（Ｉ－８）＋（９．７）、（Ｉ－
８）＋（９．８）、（Ｉ－８）＋（９．９）、（Ｉ－８）＋（１０．１）、（Ｉ－８）＋
（１０．２）、（Ｉ－８）＋（１０．３）、（Ｉ－８）＋（１０．４）、（Ｉ－８）＋（
１０．５）、（Ｉ－８）＋（１０．６）、（Ｉ－８）＋（１０．７）、（Ｉ－８）＋（１
０．８）、（Ｉ－８）＋（１０．９）、（Ｉ－８）＋（１０．１０）、（Ｉ－８）＋（１
０．１１）、（Ｉ－８）＋（１０．１２）、（Ｉ－８）＋（１０．１３）、（Ｉ－８）＋
（１０．１４）、（Ｉ－８）＋（１０．１５）、（Ｉ－８）＋（１１．１）、（Ｉ－８）
＋（１１．２）、（Ｉ－８）＋（１１．３）、（Ｉ－８）＋（１１．４）、（Ｉ－８）＋
（１１．５）、（Ｉ－８）＋（１１．６）、（Ｉ－８）＋（１１．７）、（Ｉ－８）＋（
１２．１）、（Ｉ－８）＋（１２．２）、（Ｉ－８）＋（１２．３）、（Ｉ－８）＋（１
２．４）、（Ｉ－８）＋（１２．５）、（Ｉ－８）＋（１２．６）、（Ｉ－８）＋（１２
．７）、（Ｉ－８）＋（１２．８）、（Ｉ－８）＋（１２．９）、（Ｉ－８）＋（１２．
１０）、（Ｉ－８）＋（１２．１１）、（Ｉ－８）＋（１２．１２）、（Ｉ－８）＋（１
２．１３）、（Ｉ－８）＋（１３．１）、（Ｉ－８）＋（１３．２）、（Ｉ－８）＋（１
３．３）、（Ｉ－８）＋（１３．４）、（Ｉ－８）＋（１３．５）、（Ｉ－８）＋（１３
．６）、（Ｉ－８）＋（１３．７）、（Ｉ－８）＋（１４．１）、（Ｉ－８）＋（１４．
２）、（Ｉ－８）＋（１４．３）、（Ｉ－８）＋（１４．４）、（Ｉ－８）＋（１４．５
）、（Ｉ－８）＋（１５．１）、（Ｉ－８）＋（１５．２）、（Ｉ－８）＋（１５．３）
、（Ｉ－８）＋（１５．４）、（Ｉ－８）＋（１５．５）、（Ｉ－８）＋（１５．６）、
（Ｉ－８）＋（１５．７）、（Ｉ－８）＋（１５．８）、（Ｉ－８）＋（１５．９）、（
Ｉ－８）＋（１５．１０）、（Ｉ－８）＋（１５．１１）、（Ｉ－８）＋（１５．１２）
、（Ｉ－８）＋（１５．１３）、（Ｉ－８）＋（１５．１４）、（Ｉ－８）＋（１５．１
５）、（Ｉ－８）＋（１５．１６）、（Ｉ－８）＋（１５．１７）、（Ｉ－８）＋（１５
．１８）、（Ｉ－８）＋（１５．１９）、（Ｉ－８）＋（１５．２０）、（Ｉ－８）＋（
１５．２１）、（Ｉ－８）＋（１５．２２）、（Ｉ－８）＋（１５．２３）、（Ｉ－８）
＋（１５．２４）、（Ｉ－８）＋（１５．２５）、（Ｉ－８）＋（１５．２６）、（Ｉ－
８）＋（１５．２７）、（Ｉ－８）＋（１５．２８）、（Ｉ－８）＋（１５．２９）、（
Ｉ－８）＋（１５．３０）、（Ｉ－８）＋（１５．３１）、（Ｉ－８）＋（１５．３２）
、（Ｉ－８）＋（１５．３３）、（Ｉ－８）＋（１５．３４）、（Ｉ－８）＋（１５．３
５）、（Ｉ－８）＋（１５．３６）、（Ｉ－８）＋（１５．３７）、（Ｉ－８）＋（１５
．３８）、（Ｉ－８）＋（１５．３９）、（Ｉ－８）＋（１５．４１）、（Ｉ－８）＋（
１５．４２）、（Ｉ－８）＋（１５．４３）、（Ｉ－８）＋（１５．４４）、（Ｉ－８）
＋（１５．４５）、（Ｉ－８）＋（１５．４６）、（Ｉ－８）＋（１５．４７）、（Ｉ－
８）＋（１５．４８）、（Ｉ－８）＋（１５．４９）、（Ｉ－８）＋（１５．５０）、（
Ｉ－８）＋（１５．５１）、（Ｉ－８）＋（１５．５２）、（Ｉ－８）＋（１５．５３）
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、（Ｉ－８）＋（１５．５４）、（Ｉ－８）＋（１５．５５）、（Ｉ－８）＋（１５．５
６）、（Ｉ－８）＋（１５．５７）、（Ｉ－８）＋（１５．５８）、（Ｉ－８）＋（１５
．５９）、（Ｉ－８）＋（１５．６０）、（Ｉ－８）＋（１５．６１）、（Ｉ－８）＋（
１５．６２）、（Ｉ－８）＋（１５．６３）、（Ｉ－８）＋（１５．６４）、（Ｉ－８）
＋（１５．６５）、（Ｉ－８）＋（１５．６６）、（Ｉ－８）＋（１５．６７）、（Ｉ－
８）＋（１５．６８）、（Ｉ－８）＋（１５．６９）、（Ｉ－８）＋（１５．７０）、（
Ｉ－８）＋（１５．７１）、（Ｉ－８）＋（１５．７２）、（Ｉ－８）＋（１５．７３）
、（Ｉ－８）＋（１５．７４）、（Ｉ－８）＋（１５．７５）、（Ｉ－８）＋（１５．７
６）、（Ｉ－８）＋（１５．７７）、（Ｉ－８）＋（１５．７８）、（Ｉ－８）＋（１５
．７９）、（Ｉ－８）＋（１５．８０）、（Ｉ－８）＋（１５．８１）、（Ｉ－８）＋（
１５．８２）、（Ｉ－８）＋（１５．８３）、（Ｉ－８）＋（１５．８４）、（Ｉ－８）
＋（１５．８５）、（Ｉ－８）＋（１５．８６）、（Ｉ－８）＋（１５．８７）、（Ｉ－
８）＋（１５．８８）、（Ｉ－８）＋（１５．８９）、（Ｉ－８）＋（１５．９０）、（
Ｉ－８）＋（１５．９１）、（Ｉ－８）＋（１５．９２）、（Ｉ－８）＋（１５．９３）
、（Ｉ－８）＋（１５．９４）に関するものである。
【００５０】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
８）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－８）＋（２．１）、（Ｉ
－８）＋（２．２）、（Ｉ－８）＋（２．６）、（Ｉ－８）＋（２．８）、（Ｉ－８）＋
（２．１１）、（Ｉ－８）＋（２．１２）、（Ｉ－８）＋（２．１３）、（Ｉ－８）＋（
２．１４）、（Ｉ－８）＋（２．１５）、（Ｉ－８）＋（２．１６）、（Ｉ－８）＋（２
．１７）、（Ｉ－８）＋（２．２９）、（Ｉ－８）＋（３．１）、（Ｉ－８）＋（３．２
）、（Ｉ－８）＋（３．３）、（Ｉ－８）＋（３．４）、（Ｉ－８）＋（３．９）、（Ｉ
－８）＋（３．１０）、（Ｉ－８）＋（３．１２）、（Ｉ－８）＋（３．１６）、（Ｉ－
８）＋（３．１７）、（Ｉ－８）＋（３．２２）、（Ｉ－８）＋（４．６）、（Ｉ－８）
＋（５．１）、（Ｉ－８）＋（５．４）、（Ｉ－８）＋（５．５）、（Ｉ－８）＋（５．
７）、（Ｉ－８）＋（５．８）、（Ｉ－８）＋（５．９）、（Ｉ－８）＋（５．１６）、
（Ｉ－８）＋（５．２３）、（Ｉ－８）＋（５．２５）、（Ｉ－８）＋（５．２６）、（
Ｉ－８）＋（５．２９）、（Ｉ－８）＋（５．３０）、（Ｉ－８）＋（７．７）、（Ｉ－
８）＋（９．２）、（Ｉ－８）＋（９．４）、（Ｉ－８）＋（９．５）、（Ｉ－８）＋（
１０．９）、（Ｉ－８）＋（１０．１０）、（Ｉ－８）＋（１２．９）、（Ｉ－８）＋（
１２．１０）、（Ｉ－８）＋（１４．４）、（Ｉ－８）＋（１５．９）、（Ｉ－８）＋（
１５．２４）、（Ｉ－８）＋（１５．２５）、（Ｉ－８）＋（１５．２６）、（Ｉ－８）
＋（１５．４１）、（Ｉ－８）＋（１５．４２）、（Ｉ－８）＋（１５．５４）、（Ｉ－
８）＋（１５．５５）、（Ｉ－８）＋（１５．５６）、（Ｉ－８）＋（１５．６０）、（
Ｉ－８）＋（１５．９０）に関するものである。
【００５１】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－９）
および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－９）＋（１．１）、（Ｉ－９
）＋（１．２）、（Ｉ－９）＋（１．３）、（Ｉ－９）＋（１．４）、（Ｉ－９）＋（１
．５）、（Ｉ－９）＋（１．６）、（Ｉ－９）＋（１．７）、（Ｉ－９）＋（１．８）、
（Ｉ－９）＋（１．９）、（Ｉ－９）＋（１．１０）、（Ｉ－９）＋（１．１１）、（Ｉ
－９）＋（１．１２）、（Ｉ－９）＋（１．１３）、（Ｉ－９）＋（１．１４）、（Ｉ－
９）＋（１．１５）、（Ｉ－９）＋（１．１６）、（Ｉ－９）＋（１．１７）、（Ｉ－９
）＋（１．１８）、（Ｉ－９）＋（１．１９）、（Ｉ－９）＋（１．２０）、（Ｉ－９）
＋（１．２１）、（Ｉ－９）＋（１．２２）、（Ｉ－９）＋（１．２３）、（Ｉ－９）＋
（１．２４）、（Ｉ－９）＋（１．２５）、（Ｉ－９）＋（１．２６）、（Ｉ－９）＋（
１．２７）、（Ｉ－９）＋（１．２８）、（Ｉ－９）＋（１．２９）、（Ｉ－９）＋（１
．３０）、（Ｉ－９）＋（１．３１）、（Ｉ－９）＋（１．３２）、（Ｉ－９）＋（１．
３３）、（Ｉ－９）＋（１．３４）、（Ｉ－９）＋（１．３５）、（Ｉ－９）＋（１．３
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６）、（Ｉ－９）＋（１．３７）、（Ｉ－９）＋（１．３８）、（Ｉ－９）＋（１．３９
）、（Ｉ－９）＋（１．４０）、（Ｉ－９）＋（１．４１）、（Ｉ－９）＋（１．４２）
、（Ｉ－９）＋（１．４３）、（Ｉ－９）＋（１．４４）、（Ｉ－９）＋（１．４５）、
（Ｉ－９）＋（１．４６）、（Ｉ－９）＋（１．４７）、（Ｉ－９）＋（１．４８）、（
Ｉ－９）＋（１．４９）、（Ｉ－９）＋（１．５０）、（Ｉ－９）＋（１．５１）、（Ｉ
－９）＋（１．５２）、（Ｉ－９）＋（１．５３）、（Ｉ－９）＋（１．５４）、（Ｉ－
９）＋（１．５５）、（Ｉ－９）＋（１．５６）、（Ｉ－９）＋（１．５７）、（Ｉ－９
）＋（１．５８）、（Ｉ－９）＋（１．５９）、（Ｉ－９）＋（１．６０）、（Ｉ－９）
＋（１．６１）、（Ｉ－９）＋（１．６２）、（Ｉ－９）＋（１．６３）、（Ｉ－９）＋
（１．６４）、（Ｉ－９）＋（２．１）、（Ｉ－９）＋（２．２）、（Ｉ－９）＋（２．
３）、（Ｉ－９）＋（２．４）、（Ｉ－９）＋（２．５）、（Ｉ－９）＋（２．６）、（
Ｉ－９）＋（２．７）、（Ｉ－９）＋（２．８）、（Ｉ－９）＋（２．９）、（Ｉ－９）
＋（２．１０）、（Ｉ－９）＋（２．１１）、（Ｉ－９）＋（２．１２）、（Ｉ－９）＋
（２．１３）、（Ｉ－９）＋（２．１４）、（Ｉ－９）＋（２．１５）、（Ｉ－９）＋（
２．１６）、（Ｉ－９）＋（２．１７）、（Ｉ－９）＋（２．１８）、（Ｉ－９）＋（２
．１９）、（Ｉ－９）＋（２．２０）、（Ｉ－９）＋（２．２１）、（Ｉ－９）＋（２．
２２）、（Ｉ－９）＋（２．２３）、（Ｉ－９）＋（２．２４）、（Ｉ－９）＋（２．２
５）、（Ｉ－９）＋（２．２６）、（Ｉ－９）＋（２．２７）、（Ｉ－９）＋（２．２８
）、（Ｉ－９）＋（２．２９）、（Ｉ－９）＋（３．１）、（Ｉ－９）＋（３．２）、（
Ｉ－９）＋（３．３）、（Ｉ－９）＋（３．４）、（Ｉ－９）＋（３．５）、（Ｉ－９）
＋（３．６）、（Ｉ－９）＋（３．７）、（Ｉ－９）＋（３．８）、（Ｉ－９）＋（３．
９）、（Ｉ－９）＋（３．１０）、（Ｉ－９）＋（３．１１）、（Ｉ－９）＋（３．１２
）、（Ｉ－９）＋（３．１３）、（Ｉ－９）＋（３．１４）、（Ｉ－９）＋（３．１５）
、（Ｉ－９）＋（３．１６）、（Ｉ－９）＋（３．１７）、（Ｉ－９）＋（３．１８）、
（Ｉ－９）＋（３．１９）、（Ｉ－９）＋（３．２０）、（Ｉ－９）＋（３．２１）、（
Ｉ－９）＋（３．２２）、（Ｉ－９）＋（３．２３）、（Ｉ－９）＋（３．２４）、（Ｉ
－９）＋（３．２５）、（Ｉ－９）＋（３．２６）、（Ｉ－９）＋（３．２７）、（Ｉ－
９）＋（３．２８）、（Ｉ－９）＋（３．２９）、（Ｉ－９）＋（３．３０）、（Ｉ－９
）＋（３．３１）、（Ｉ－９）＋（３．３２）、（Ｉ－９）＋（３．３３）、（Ｉ－９）
＋（４．１）、（Ｉ－９）＋（４．２）、（Ｉ－９）＋（４．３）、（Ｉ－９）＋（４．
４）、（Ｉ－９）＋（４．５）、（Ｉ－９）＋（４．６）、（Ｉ－９）＋（４．７）、（
Ｉ－９）＋（４．８）、（Ｉ－９）＋（４．９）、（Ｉ－９）＋（４．１０）、（Ｉ－９
）＋（４．１１）、（Ｉ－９）＋（４．１２）、（Ｉ－９）＋（４．１３）、（Ｉ－９）
＋（４．１４）、（Ｉ－９）＋（５．１）、（Ｉ－９）＋（５．２）、（Ｉ－９）＋（５
．３）、（Ｉ－９）＋（５．４）、（Ｉ－９）＋（５．５）、（Ｉ－９）＋（５．６）、
（Ｉ－９）＋（５．７）、（Ｉ－９）＋（５．８）、（Ｉ－９）＋（５．９）、（Ｉ－９
）＋（５．１０）、（Ｉ－９）＋（５．１１）、（Ｉ－９）＋（５．１２）、（Ｉ－９）
＋（５．１３）、（Ｉ－９）＋（５．１４）、（Ｉ－９）＋（５．１５）、（Ｉ－９）＋
（５．１６）、（Ｉ－９）＋（５．１７）、（Ｉ－９）＋（５．１８）、（Ｉ－９）＋（
５．１９）、（Ｉ－９）＋（５．２０）、（Ｉ－９）＋（５．２１）、（Ｉ－９）＋（５
．２２）、（Ｉ－９）＋（５．２３）、（Ｉ－９）＋（５．２４）、（Ｉ－９）＋（５．
２５）、（Ｉ－９）＋（５．２６）、（Ｉ－９）＋（５．２７）、（Ｉ－９）＋（５．２
８）、（Ｉ－９）＋（５．２９）、（Ｉ－９）＋（５．３０）、（Ｉ－９）＋（５．３１
）、（Ｉ－９）＋（５．３２）、（Ｉ－９）＋（５．３３）、（Ｉ－９）＋（５．３４）
、（Ｉ－９）＋（６．１）、（Ｉ－９）＋（６．２）、（Ｉ－９）＋（６．３）、（Ｉ－
９）＋（６．４）、（Ｉ－９）＋（７．１）、（Ｉ－９）＋（７．２）、（Ｉ－９）＋（
７．３）、（Ｉ－９）＋（７．４）、（Ｉ－９）＋（７．５）、（Ｉ－９）＋（７．６）
、（Ｉ－９）＋（７．７）、（Ｉ－９）＋（７．８）、（Ｉ－９）＋（８．１）、（Ｉ－
９）＋（８．２）、（Ｉ－９）＋（８．３）、（Ｉ－９）＋（８．４）、（Ｉ－９）＋（
９．１）、（Ｉ－９）＋（９．２）、（Ｉ－９）＋（９．３）、（Ｉ－９）＋（９．４）
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、（Ｉ－９）＋（９．５）、（Ｉ－９）＋（９．６）、（Ｉ－９）＋（９．７）、（Ｉ－
９）＋（９．８）、（Ｉ－９）＋（９．９）、（Ｉ－９）＋（１０．１）、（Ｉ－９）＋
（１０．２）、（Ｉ－９）＋（１０．３）、（Ｉ－９）＋（１０．４）、（Ｉ－９）＋（
１０．５）、（Ｉ－９）＋（１０．６）、（Ｉ－９）＋（１０．７）、（Ｉ－９）＋（１
０．８）、（Ｉ－９）＋（１０．９）、（Ｉ－９）＋（１０．１０）、（Ｉ－９）＋（１
０．１１）、（Ｉ－９）＋（１０．１２）、（Ｉ－９）＋（１０．１３）、（Ｉ－９）＋
（１０．１４）、（Ｉ－９）＋（１０．１５）、（Ｉ－９）＋（１１．１）、（Ｉ－９）
＋（１１．２）、（Ｉ－９）＋（１１．３）、（Ｉ－９）＋（１１．４）、（Ｉ－９）＋
（１１．５）、（Ｉ－９）＋（１１．６）、（Ｉ－９）＋（１１．７）、（Ｉ－９）＋（
１２．１）、（Ｉ－９）＋（１２．２）、（Ｉ－９）＋（１２．３）、（Ｉ－９）＋（１
２．４）、（Ｉ－９）＋（１２．５）、（Ｉ－９）＋（１２．６）、（Ｉ－９）＋（１２
．７）、（Ｉ－９）＋（１２．８）、（Ｉ－９）＋（１２．９）、（Ｉ－９）＋（１２．
１０）、（Ｉ－９）＋（１２．１１）、（Ｉ－９）＋（１２．１２）、（Ｉ－９）＋（１
２．１３）、（Ｉ－９）＋（１３．１）、（Ｉ－９）＋（１３．２）、（Ｉ－９）＋（１
３．３）、（Ｉ－９）＋（１３．４）、（Ｉ－９）＋（１３．５）、（Ｉ－９）＋（１３
．６）、（Ｉ－９）＋（１３．７）、（Ｉ－９）＋（１４．１）、（Ｉ－９）＋（１４．
２）、（Ｉ－９）＋（１４．３）、（Ｉ－９）＋（１４．４）、（Ｉ－９）＋（１４．５
）、（Ｉ－９）＋（１５．１）、（Ｉ－９）＋（１５．２）、（Ｉ－９）＋（１５．３）
、（Ｉ－９）＋（１５．４）、（Ｉ－９）＋（１５．５）、（Ｉ－９）＋（１５．６）、
（Ｉ－９）＋（１５．７）、（Ｉ－９）＋（１５．８）、（Ｉ－９）＋（１５．９）、（
Ｉ－９）＋（１５．１０）、（Ｉ－９）＋（１５．１１）、（Ｉ－９）＋（１５．１２）
、（Ｉ－９）＋（１５．１３）、（Ｉ－９）＋（１５．１４）、（Ｉ－９）＋（１５．１
５）、（Ｉ－９）＋（１５．１６）、（Ｉ－９）＋（１５．１７）、（Ｉ－９）＋（１５
．１８）、（Ｉ－９）＋（１５．１９）、（Ｉ－９）＋（１５．２０）、（Ｉ－９）＋（
１５．２１）、（Ｉ－９）＋（１５．２２）、（Ｉ－９）＋（１５．２３）、（Ｉ－９）
＋（１５．２４）、（Ｉ－９）＋（１５．２５）、（Ｉ－９）＋（１５．２６）、（Ｉ－
９）＋（１５．２７）、（Ｉ－９）＋（１５．２８）、（Ｉ－９）＋（１５．２９）、（
Ｉ－９）＋（１５．３０）、（Ｉ－９）＋（１５．３１）、（Ｉ－９）＋（１５．３２）
、（Ｉ－９）＋（１５．３３）、（Ｉ－９）＋（１５．３４）、（Ｉ－９）＋（１５．３
５）、（Ｉ－９）＋（１５．３６）、（Ｉ－９）＋（１５．３７）、（Ｉ－９）＋（１５
．３８）、（Ｉ－９）＋（１５．３９）、（Ｉ－９）＋（１５．４１）、（Ｉ－９）＋（
１５．４２）、（Ｉ－９）＋（１５．４３）、（Ｉ－９）＋（１５．４４）、（Ｉ－９）
＋（１５．４５）、（Ｉ－９）＋（１５．４６）、（Ｉ－９）＋（１５．４７）、（Ｉ－
９）＋（１５．４８）、（Ｉ－９）＋（１５．４９）、（Ｉ－９）＋（１５．５０）、（
Ｉ－９）＋（１５．５１）、（Ｉ－９）＋（１５．５２）、（Ｉ－９）＋（１５．５３）
、（Ｉ－９）＋（１５．５４）、（Ｉ－９）＋（１５．５５）、（Ｉ－９）＋（１５．５
６）、（Ｉ－９）＋（１５．５７）、（Ｉ－９）＋（１５．５８）、（Ｉ－９）＋（１５
．５９）、（Ｉ－９）＋（１５．６０）、（Ｉ－９）＋（１５．６１）、（Ｉ－９）＋（
１５．６２）、（Ｉ－９）＋（１５．６３）、（Ｉ－９）＋（１５．６４）、（Ｉ－９）
＋（１５．６５）、（Ｉ－９）＋（１５．６６）、（Ｉ－９）＋（１５．６７）、（Ｉ－
９）＋（１５．６８）、（Ｉ－９）＋（１５．６９）、（Ｉ－９）＋（１５．７０）、（
Ｉ－９）＋（１５．７１）、（Ｉ－９）＋（１５．７２）、（Ｉ－９）＋（１５．７３）
、（Ｉ－９）＋（１５．７４）、（Ｉ－９）＋（１５．７５）、（Ｉ－９）＋（１５．７
６）、（Ｉ－９）＋（１５．７７）、（Ｉ－９）＋（１５．７８）、（Ｉ－９）＋（１５
．７９）、（Ｉ－９）＋（１５．８０）、（Ｉ－９）＋（１５．８１）、（Ｉ－９）＋（
１５．８２）、（Ｉ－９）＋（１５．８３）、（Ｉ－９）＋（１５．８４）、（Ｉ－９）
＋（１５．８５）、（Ｉ－９）＋（１５．８６）、（Ｉ－９）＋（１５．８７）、（Ｉ－
９）＋（１５．８８）、（Ｉ－９）＋（１５．８９）、（Ｉ－９）＋（１５．９０）、（
Ｉ－９）＋（１５．９１）、（Ｉ－９）＋（１５．９２）、（Ｉ－９）＋（１５．９３）
、（Ｉ－９）＋（１５．９４）に関するものである。
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【００５２】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
９）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－９）＋（２．１）、（Ｉ
－９）＋（２．２）、（Ｉ－９）＋（２．６）、（Ｉ－９）＋（２．８）、（Ｉ－９）＋
（２．１１）、（Ｉ－９）＋（２．１２）、（Ｉ－９）＋（２．１３）、（Ｉ－９）＋（
２．１４）、（Ｉ－９）＋（２．１５）、（Ｉ－９）＋（２．１６）、（Ｉ－９）＋（２
．１７）、（Ｉ－９）＋（２．２９）、（Ｉ－９）＋（３．１）、（Ｉ－９）＋（３．２
）、（Ｉ－９）＋（３．３）、（Ｉ－９）＋（３．４）、（Ｉ－９）＋（３．９）、（Ｉ
－９）＋（３．１０）、（Ｉ－９）＋（３．１２）、（Ｉ－９）＋（３．１６）、（Ｉ－
９）＋（３．１７）、（Ｉ－９）＋（３．２２）、（Ｉ－９）＋（４．６）、（Ｉ－９）
＋（５．１）、（Ｉ－９）＋（５．４）、（Ｉ－９）＋（５．５）、（Ｉ－９）＋（５．
７）、（Ｉ－９）＋（５．８）、（Ｉ－９）＋（５．９）、（Ｉ－９）＋（５．１６）、
（Ｉ－９）＋（５．２３）、（Ｉ－９）＋（５．２５）、（Ｉ－９）＋（５．２６）、（
Ｉ－９）＋（５．２９）、（Ｉ－９）＋（５．３０）、（Ｉ－９）＋（７．７）、（Ｉ－
９）＋（９．２）、（Ｉ－９）＋（９．４）、（Ｉ－９）＋（９．５）、（Ｉ－９）＋（
１０．９）、（Ｉ－９）＋（１０．１０）、（Ｉ－９）＋（１２．９）、（Ｉ－９）＋（
１２．１０）、（Ｉ－９）＋（１４．４）、（Ｉ－９）＋（１５．９）、（Ｉ－９）＋（
１５．２４）、（Ｉ－９）＋（１５．２５）、（Ｉ－９）＋（１５．２６）、（Ｉ－９）
＋（１５．４１）、（Ｉ－９）＋（１５．４２）、（Ｉ－９）＋（１５．５４）、（Ｉ－
９）＋（１５．５５）、（Ｉ－９）＋（１５．５６）、（Ｉ－９）＋（１５．６０）、（
Ｉ－９）＋（１５．９０）に関するものである。
【００５３】
　ある好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－１０
）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－１０）＋（１．１）、（Ｉ
－１０）＋（１．２）、（Ｉ－１０）＋（１．３）、（Ｉ－１０）＋（１．４）、（Ｉ－
１０）＋（１．５）、（Ｉ－１０）＋（１．６）、（Ｉ－１０）＋（１．７）、（Ｉ－１
０）＋（１．８）、（Ｉ－１０）＋（１．９）、（Ｉ－１０）＋（１．１０）、（Ｉ－１
０）＋（１．１１）、（Ｉ－１０）＋（１．１２）、（Ｉ－１０）＋（１．１３）、（Ｉ
－１０）＋（１．１４）、（Ｉ－１０）＋（１．１５）、（Ｉ－１０）＋（１．１６）、
（Ｉ－１０）＋（１．１７）、（Ｉ－１０）＋（１．１８）、（Ｉ－１０）＋（１．１９
）、（Ｉ－１０）＋（１．２０）、（Ｉ－１０）＋（１．２１）、（Ｉ－１０）＋（１．
２２）、（Ｉ－１０）＋（１．２３）、（Ｉ－１０）＋（１．２４）、（Ｉ－１０）＋（
１．２５）、（Ｉ－１０）＋（１．２６）、（Ｉ－１０）＋（１．２７）、（Ｉ－１０）
＋（１．２８）、（Ｉ－１０）＋（１．２９）、（Ｉ－１０）＋（１．３０）、（Ｉ－１
０）＋（１．３１）、（Ｉ－１０）＋（１．３２）、（Ｉ－１０）＋（１．３３）、（Ｉ
－１０）＋（１．３４）、（Ｉ－１０）＋（１．３５）、（Ｉ－１０）＋（１．３６）、
（Ｉ－１０）＋（１．３７）、（Ｉ－１０）＋（１．３８）、（Ｉ－１０）＋（１．３９
）、（Ｉ－１０）＋（１．４０）、（Ｉ－１０）＋（１．４１）、（Ｉ－１０）＋（１．
４２）、（Ｉ－１０）＋（１．４３）、（Ｉ－１０）＋（１．４４）、（Ｉ－１０）＋（
１．４５）、（Ｉ－１０）＋（１．４６）、（Ｉ－１０）＋（１．４７）、（Ｉ－１０）
＋（１．４８）、（Ｉ－１０）＋（１．４９）、（Ｉ－１０）＋（１．５０）、（Ｉ－１
０）＋（１．５１）、（Ｉ－１０）＋（１．５２）、（Ｉ－１０）＋（１．５３）、（Ｉ
－１０）＋（１．５４）、（Ｉ－１０）＋（１．５５）、（Ｉ－１０）＋（１．５６）、
（Ｉ－１０）＋（１．５７）、（Ｉ－１０）＋（１．５８）、（Ｉ－１０）＋（１．５９
）、（Ｉ－１０）＋（１．６０）、（Ｉ－１０）＋（１．６１）、（Ｉ－１０）＋（１．
６２）、（Ｉ－１０）＋（１．６３）、（Ｉ－１０）＋（１．６４）、（Ｉ－１０）＋（
２．１）、（Ｉ－１０）＋（２．２）、（Ｉ－１０）＋（２．３）、（Ｉ－１０）＋（２
．４）、（Ｉ－１０）＋（２．５）、（Ｉ－１０）＋（２．６）、（Ｉ－１０）＋（２．
７）、（Ｉ－１０）＋（２．８）、（Ｉ－１０）＋（２．９）、（Ｉ－１０）＋（２．１
０）、（Ｉ－１０）＋（２．１１）、（Ｉ－１０）＋（２．１２）、（Ｉ－１０）＋（２
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．１３）、（Ｉ－１０）＋（２．１４）、（Ｉ－１０）＋（２．１５）、（Ｉ－１０）＋
（２．１６）、（Ｉ－１０）＋（２．１７）、（Ｉ－１０）＋（２．１８）、（Ｉ－１０
）＋（２．１９）、（Ｉ－１０）＋（２．２０）、（Ｉ－１０）＋（２．２１）、（Ｉ－
１０）＋（２．２２）、（Ｉ－１０）＋（２．２３）、（Ｉ－１０）＋（２．２４）、（
Ｉ－１０）＋（２．２５）、（Ｉ－１０）＋（２．２６）、（Ｉ－１０）＋（２．２７）
、（Ｉ－１０）＋（２．２８）、（Ｉ－１０）＋（２．２９）、（Ｉ－１０）＋（３．１
）、（Ｉ－１０）＋（３．２）、（Ｉ－１０）＋（３．３）、（Ｉ－１０）＋（３．４）
、（Ｉ－１０）＋（３．５）、（Ｉ－１０）＋（３．６）、（Ｉ－１０）＋（３．７）、
（Ｉ－１０）＋（３．８）、（Ｉ－１０）＋（３．９）、（Ｉ－１０）＋（３．１０）、
（Ｉ－１０）＋（３．１１）、（Ｉ－１０）＋（３．１２）、（Ｉ－１０）＋（３．１３
）、（Ｉ－１０）＋（３．１４）、（Ｉ－１０）＋（３．１５）、（Ｉ－１０）＋（３．
１６）、（Ｉ－１０）＋（３．１７）、（Ｉ－１０）＋（３．１８）、（Ｉ－１０）＋（
３．１９）、（Ｉ－１０）＋（３．２０）、（Ｉ－１０）＋（３．２１）、（Ｉ－１０）
＋（３．２２）、（Ｉ－１０）＋（３．２３）、（Ｉ－１０）＋（３．２４）、（Ｉ－１
０）＋（３．２５）、（Ｉ－１０）＋（３．２６）、（Ｉ－１０）＋（３．２７）、（Ｉ
－１０）＋（３．２８）、（Ｉ－１０）＋（３．２９）、（Ｉ－１０）＋（３．３０）、
（Ｉ－１０）＋（３．３１）、（Ｉ－１０）＋（３．３２）、（Ｉ－１０）＋（３．３３
）、（Ｉ－１０）＋（４．１）、（Ｉ－１０）＋（４．２）、（Ｉ－１０）＋（４．３）
、（Ｉ－１０）＋（４．４）、（Ｉ－１０）＋（４．５）、（Ｉ－１０）＋（４．６）、
（Ｉ－１０）＋（４．７）、（Ｉ－１０）＋（４．８）、（Ｉ－１０）＋（４．９）、（
Ｉ－１０）＋（４．１０）、（Ｉ－１０）＋（４．１１）、（Ｉ－１０）＋（４．１２）
、（Ｉ－１０）＋（４．１３）、（Ｉ－１０）＋（４．１４）、（Ｉ－１０）＋（５．１
）、（Ｉ－１０）＋（５．２）、（Ｉ－１０）＋（５．３）、（Ｉ－１０）＋（５．４）
、（Ｉ－１０）＋（５．５）、（Ｉ－１０）＋（５．６）、（Ｉ－１０）＋（５．７）、
（Ｉ－１０）＋（５．８）、（Ｉ－１０）＋（５．９）、（Ｉ－１０）＋（５．１０）、
（Ｉ－１０）＋（５．１１）、（Ｉ－１０）＋（５．１２）、（Ｉ－１０）＋（５．１３
）、（Ｉ－１０）＋（５．１４）、（Ｉ－１０）＋（５．１５）、（Ｉ－１０）＋（５．
１６）、（Ｉ－１０）＋（５．１７）、（Ｉ－１０）＋（５．１８）、（Ｉ－１０）＋（
５．１９）、（Ｉ－１０）＋（５．２０）、（Ｉ－１０）＋（５．２１）、（Ｉ－１０）
＋（５．２２）、（Ｉ－１０）＋（５．２３）、（Ｉ－１０）＋（５．２４）、（Ｉ－１
０）＋（５．２５）、（Ｉ－１０）＋（５．２６）、（Ｉ－１０）＋（５．２７）、（Ｉ
－１０）＋（５．２８）、（Ｉ－１０）＋（５．２９）、（Ｉ－１０）＋（５．３０）、
（Ｉ－１０）＋（５．３１）、（Ｉ－１０）＋（５．３２）、（Ｉ－１０）＋（５．３３
）、（Ｉ－１０）＋（５．３４）、（Ｉ－１０）＋（６．１）、（Ｉ－１０）＋（６．２
）、（Ｉ－１０）＋（６．３）、（Ｉ－１０）＋（６．４）、（Ｉ－１０）＋（７．１）
、（Ｉ－１０）＋（７．２）、（Ｉ－１０）＋（７．３）、（Ｉ－１０）＋（７．４）、
（Ｉ－１０）＋（７．５）、（Ｉ－１０）＋（７．６）、（Ｉ－１０）＋（７．７）、（
Ｉ－１０）＋（７．８）、（Ｉ－１０）＋（８．１）、（Ｉ－１０）＋（８．２）、（Ｉ
－１０）＋（８．３）、（Ｉ－１０）＋（８．４）、（Ｉ－１０）＋（９．１）、（Ｉ－
１０）＋（９．２）、（Ｉ－１０）＋（９．３）、（Ｉ－１０）＋（９．４）、（Ｉ－１
０）＋（９．５）、（Ｉ－１０）＋（９．６）、（Ｉ－１０）＋（９．７）、（Ｉ－１０
）＋（９．８）、（Ｉ－１０）＋（９．９）、（Ｉ－１０）＋（１０．１）、（Ｉ－１０
）＋（１０．２）、（Ｉ－１０）＋（１０．３）、（Ｉ－１０）＋（１０．４）、（Ｉ－
１０）＋（１０．５）、（Ｉ－１０）＋（１０．６）、（Ｉ－１０）＋（１０．７）、（
Ｉ－１０）＋（１０．８）、（Ｉ－１０）＋（１０．９）、（Ｉ－１０）＋（１０．１０
）、（Ｉ－１０）＋（１０．１１）、（Ｉ－１０）＋（１０．１２）、（Ｉ－１０）＋（
１０．１３）、（Ｉ－１０）＋（１０．１４）、（Ｉ－１０）＋（１０．１５）、（Ｉ－
１０）＋（１１．１）、（Ｉ－１０）＋（１１．２）、（Ｉ－１０）＋（１１．３）、（
Ｉ－１０）＋（１１．４）、（Ｉ－１０）＋（１１．５）、（Ｉ－１０）＋（１１．６）
、（Ｉ－１０）＋（１１．７）、（Ｉ－１０）＋（１２．１）、（Ｉ－１０）＋（１２．
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２）、（Ｉ－１０）＋（１２．３）、（Ｉ－１０）＋（１２．４）、（Ｉ－１０）＋（１
２．５）、（Ｉ－１０）＋（１２．６）、（Ｉ－１０）＋（１２．７）、（Ｉ－１０）＋
（１２．８）、（Ｉ－１０）＋（１２．９）、（Ｉ－１０）＋（１２．１０）、（Ｉ－１
０）＋（１２．１１）、（Ｉ－１０）＋（１２．１２）、（Ｉ－１０）＋（１２．１３）
、（Ｉ－１０）＋（１３．１）、（Ｉ－１０）＋（１３．２）、（Ｉ－１０）＋（１３．
３）、（Ｉ－１０）＋（１３．４）、（Ｉ－１０）＋（１３．５）、（Ｉ－１０）＋（１
３．６）、（Ｉ－１０）＋（１３．７）、（Ｉ－１０）＋（１４．１）、（Ｉ－１０）＋
（１４．２）、（Ｉ－１０）＋（１４．３）、（Ｉ－１０）＋（１４．４）、（Ｉ－１０
）＋（１４．５）、（Ｉ－１０）＋（１５．１）、（Ｉ－１０）＋（１５．２）、（Ｉ－
１０）＋（１５．３）、（Ｉ－１０）＋（１５．４）、（Ｉ－１０）＋（１５．５）、（
Ｉ－１０）＋（１５．６）、（Ｉ－１０）＋（１５．７）、（Ｉ－１０）＋（１５．８）
、（Ｉ－１０）＋（１５．９）、（Ｉ－１０）＋（１５．１０）、（Ｉ－１０）＋（１５
．１１）、（Ｉ－１０）＋（１５．１２）、（Ｉ－１０）＋（１５．１３）、（Ｉ－１０
）＋（１５．１４）、（Ｉ－１０）＋（１５．１５）、（Ｉ－１０）＋（１５．１６）、
（Ｉ－１０）＋（１５．１７）、（Ｉ－１０）＋（１５．１８）、（Ｉ－１０）＋（１５
．１９）、（Ｉ－１０）＋（１５．２０）、（Ｉ－１０）＋（１５．２１）、（Ｉ－１０
）＋（１５．２２）、（Ｉ－１０）＋（１５．２３）、（Ｉ－１０）＋（１５．２４）、
（Ｉ－１０）＋（１５．２５）、（Ｉ－１０）＋（１５．２６）、（Ｉ－１０）＋（１５
．２７）、（Ｉ－１０）＋（１５．２８）、（Ｉ－１０）＋（１５．２９）、（Ｉ－１０
）＋（１５．３０）、（Ｉ－１０）＋（１５．３１）、（Ｉ－１０）＋（１５．３２）、
（Ｉ－１０）＋（１５．３３）、（Ｉ－１０）＋（１５．３４）、（Ｉ－１０）＋（１５
．３５）、（Ｉ－１０）＋（１５．３６）、（Ｉ－１０）＋（１５．３７）、（Ｉ－１０
）＋（１５．３８）、（Ｉ－１０）＋（１５．３９）、（Ｉ－１０）＋（１５．４１）、
（Ｉ－１０）＋（１５．４２）、（Ｉ－１０）＋（１５．４３）、（Ｉ－１０）＋（１５
．４４）、（Ｉ－１０）＋（１５．４５）、（Ｉ－１０）＋（１５．４６）、（Ｉ－１０
）＋（１５．４７）、（Ｉ－１０）＋（１５．４８）、（Ｉ－１０）＋（１５．４９）、
（Ｉ－１０）＋（１５．５０）、（Ｉ－１０）＋（１５．５１）、（Ｉ－１０）＋（１５
．５２）、（Ｉ－１０）＋（１５．５３）、（Ｉ－１０）＋（１５．５４）、（Ｉ－１０
）＋（１５．５５）、（Ｉ－１０）＋（１５．５６）、（Ｉ－１０）＋（１５．５７）、
（Ｉ－１０）＋（１５．５８）、（Ｉ－１０）＋（１５．５９）、（Ｉ－１０）＋（１５
．６０）、（Ｉ－１０）＋（１５．６１）、（Ｉ－１０）＋（１５．６２）、（Ｉ－１０
）＋（１５．６３）、（Ｉ－１０）＋（１５．６４）、（Ｉ－１０）＋（１５．６５）、
（Ｉ－１０）＋（１５．６６）、（Ｉ－１０）＋（１５．６７）、（Ｉ－１０）＋（１５
．６８）、（Ｉ－１０）＋（１５．６９）、（Ｉ－１０）＋（１５．７０）、（Ｉ－１０
）＋（１５．７１）、（Ｉ－１０）＋（１５．７２）、（Ｉ－１０）＋（１５．７３）、
（Ｉ－１０）＋（１５．７４）、（Ｉ－１０）＋（１５．７５）、（Ｉ－１０）＋（１５
．７６）、（Ｉ－１０）＋（１５．７７）、（Ｉ－１０）＋（１５．７８）、（Ｉ－１０
）＋（１５．７９）、（Ｉ－１０）＋（１５．８０）、（Ｉ－１０）＋（１５．８１）、
（Ｉ－１０）＋（１５．８２）、（Ｉ－１０）＋（１５．８３）、（Ｉ－１０）＋（１５
．８４）、（Ｉ－１０）＋（１５．８５）、（Ｉ－１０）＋（１５．８６）、（Ｉ－１０
）＋（１５．８７）、（Ｉ－１０）＋（１５．８８）、（Ｉ－１０）＋（１５．８９）、
（Ｉ－１０）＋（１５．９０）、（Ｉ－１０）＋（１５．９１）、（Ｉ－１０）＋（１５
．９２）、（Ｉ－１０）＋（１５．９３）、（Ｉ－１０）＋（１５．９４）に関するもの
である。
【００５４】
　別の特に好ましい実施形態において本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ｉ－
１０）および一つの成分（Ｂ）を含む混合物、特には混合物（Ｉ－１０）＋（２．１）、
（Ｉ－１０）＋（２．２）、（Ｉ－１０）＋（２．６）、（Ｉ－１０）＋（２．８）、（
Ｉ－１０）＋（２．１１）、（Ｉ－１０）＋（２．１２）、（Ｉ－１０）＋（２．１３）
、（Ｉ－１０）＋（２．１４）、（Ｉ－１０）＋（２．１５）、（Ｉ－１０）＋（２．１
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６）、（Ｉ－１０）＋（２．１７）、（Ｉ－１０）＋（２．２９）、（Ｉ－１０）＋（３
．１）、（Ｉ－１０）＋（３．２）、（Ｉ－１０）＋（３．３）、（Ｉ－１０）＋（３．
４）、（Ｉ－１０）＋（３．９）、（Ｉ－１０）＋（３．１０）、（Ｉ－１０）＋（３．
１２）、（Ｉ－１０）＋（３．１６）、（Ｉ－１０）＋（３．１７）、（Ｉ－１０）＋（
３．２２）、（Ｉ－１０）＋（４．６）、（Ｉ－１０）＋（５．１）、（Ｉ－１０）＋（
５．４）、（Ｉ－１０）＋（５．５）、（Ｉ－１０）＋（５．７）、（Ｉ－１０）＋（５
．８）、（Ｉ－１０）＋（５．９）、（Ｉ－１０）＋（５．１６）、（Ｉ－１０）＋（５
．２３）、（Ｉ－１０）＋（５．２５）、（Ｉ－１０）＋（５．２６）、（Ｉ－１０）＋
（５．２９）、（Ｉ－１０）＋（５．３０）、（Ｉ－１０）＋（７．７）、（Ｉ－１０）
＋（９．２）、（Ｉ－１０）＋（９．４）、（Ｉ－１０）＋（９．５）、（Ｉ－１０）＋
（１０．９）、（Ｉ－１０）＋（１０．１０）、（Ｉ－１０）＋（１２．９）、（Ｉ－１
０）＋（１２．１０）、（Ｉ－１０）＋（１４．４）、（Ｉ－１０）＋（１５．９）、（
Ｉ－１０）＋（１５．２４）、（Ｉ－１０）＋（１５．２５）、（Ｉ－１０）＋（１５．
２６）、（Ｉ－１０）＋（１５．４１）、（Ｉ－１０）＋（１５．４２）、（Ｉ－１０）
＋（１５．５４）、（Ｉ－１０）＋（１５．５５）、（Ｉ－１０）＋（１５．５６）、（
Ｉ－１０）＋（１５．６０）、（Ｉ－１０）＋（１５．９０）に関するものである。
【００５５】
　本発明による活性化合物組み合わせ中の活性化合物が一定の重量比で存在する場合、相
乗効果が特に顕著となる。しかしながら、活性化合物組み合わせ中の活性化合物の重量比
は、比較的広い範囲内で変動させることができる。
【００５６】
　本発明による組み合わせにおいて、化合物（Ａ）および（Ｂ）は、１０００：１から１
：１０００の範囲のＡ：Ｂの相乗効果的重量比で、好ましくは１００：１から１：１００
０の重量比、最も好ましくは５０：１から１：５００の重量比で存在する。本発明に従っ
て使用可能なＡ：Ｂの別の比率は、好ましさが増す順で、７５０：１から１：７５０、５
００：１から１：５００、３００：１から１：３００、２５０：１から１：２５０、２２
０：１から１：２２０、２００：１から１：２００、１７０：１から１：１７０、１４０
：１から１：１４０、１２０：１から１：１２０、１００：１から１：１００、９５：１
から１：９５、９０：１から１：９０、８５：１から１：８５、８０：１から１：８０、
７５：１から１：７５、７０：１から１：７０、６５：１から１：６５、６０：１から１
：６０、５５：１から１：５５、４５：１から１：４５、４０：１から１：４０、３５：
１から１：３５、３０：１から１：３０、２５：１から１：２５、１５：１から１：１５
、１０：１から１：１０、５：１から１：５、４：１から１：４、３：１から１：３、２
：１から１：２ならびに１０：１から１：１０００および１：１から１：１０００である
。
【００５７】
　化合物（Ａ）または化合物（Ｂ）は、各種の可能な異性体型の、特には例えばＥとＺ、
トレオとエリトロなどの立体異性体、そしてさらには光学異性体、ならびに適切な場合は
互変異体の混合物として存在し得る。特許請求されるものは、Ｅ異性体とＺ異性体そして
トレオとエリトロの両方、さらには光学異性体（ＲおよびＳ）、これら異性体のいずれか
の混合物、ならびに可能な互変異型である。
【００５８】
　少なくとも一つの塩基性中心を有する化合物（Ａ）または化合物（Ｂ）は例えば、例え
ば過塩素酸、硫酸、硝酸、亜硝酸、リン酸またはハロ水素酸などの鉱酸などの強無機酸と
、置換されていない置換されている、例えばハロ置換されているＣ１－Ｃ４アルカンカル
ボン酸（例えば酢酸）、飽和もしくは不飽和のジカルボン酸（例えばシュウ酸、マロン酸
、コハク酸、マレイン酸、フマル酸およびフタル酸）、ヒドロキシカルボン酸（例えば、
アスコルビン酸、乳酸、リンゴ酸、酒石酸およびクエン酸）または安息香酸などの強有機
カルボン酸と、または置換されていないか置換されている、例えばハロ置換されているＣ

１－Ｃ４アルカン－もしくはアリール－スルホン酸（例えば、メタン－またはｐ－トルエ
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ン－スルホン酸）などの有機スルホン酸と酸付加塩を形成することができる。少なくとも
一つの酸基を有する化合物（Ａ）または化合物（Ｂ）は、例えば塩基との塩、例えばアル
カリ金属またはアルカリ土類金属塩（例えば、ナトリウム、カリウムまたはマグネシウム
塩）などの金属塩、あるいはアンモニアまたはモルホリン、ピペリジン、ピロリジン、モ
ノ－、ジ－もしくはトリ－低級アルキルアミン（例えば、エチル－、ジエチル－、トリエ
チル－もしくはジメチル－プロピル－アミン）またはモノ－、ジ－もしくはトリ－ヒドロ
キシ－低級アルキルアミン（例えば、モノ－、ジ－もしくはトリ－エタノールアミン）な
どの有機アミンとの塩を形成することができる。さらに、相当する内部塩が形成されても
良い。本発明の文脈において、好ましいものは、農芸化学的に有利な塩である。遊離形態
もしくはそれの塩の形態での化合物（Ａ）と化合物（Ｂ）との間の関係の近さを考慮する
と、上記および下記において、遊離化合物（Ａ）もしくは遊離化合物（Ｂ）またはそれら
の塩について言及することは、適切かつ好都合な場合に、相当する塩またはそれぞれ遊離
化合物（Ａ）もしくは遊離化合物（Ｂ）も含むものと理解すべきである。化合物（Ａ）も
しくは化合物（Ｂ）の互変異体およびそれらの塩にも同じことが当てはまる。
【００５９】
　本発明によれば、「組み合わせ」という表現は、例えば単独の「調合済み」型、「タン
クミックス」などの単独活性化合物の別個製剤から成る組み合わせ噴霧混合物、および連
続式で、即ち数時間または数日などのかなり短い期間内で順次施用される場合の単独活性
成分の併用において、化合物（Ａ）および（Ｂ）の各種組み合わせを表す。好ましくは、
化合物（Ａ）および（Ｂ）の施用順序は本発明の実施においてあまり重要ではない。
【００６０】
　方法および中間体の説明
　式（Ｉ）のビス（ジフルオロメチル）ピラゾール誘導体は、各種方法で製造することが
できる。第一に、可能な方法を以下において模式的に示す。別段の断りがない限り、記述
される基はそれぞれ上記で定義の通りである。
【００６１】
　方法Ａ
　図式１：方法Ａ
【００６２】
【化３】

　Ｗ１は、アセチル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカルボニル、ベンジル、ベンジルオキシカ
ルボニルまたは［３，５-ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］ア
セチルである。
【００６３】
　化合物（ＩＩ）から中間体（ＩＶ）を製造する一つの手段を図式１（方法Ａ）に示して
ある。
【００６４】
　一般式（ＩＶ）の化合物は、式（ＩＩ）のアルデヒドのヒドロキシルアミン（ＩＩＩ）
との縮合およびその後の塩素化によって得られる（例えばＷＯ０５／００４０１５９、Ｗ
Ｏ０８／０１３６２２およびＳｙｎｔｈｅｓｉｓ　１９８７、１１、９９８－１００１を
参照）。
【００６５】
　方法Ａでは、アルデヒド（ＩＩ）およびヒドロキシルアミン（ＶＩＩ）を最初に反応さ
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せる（図式１、段階（ａ））。次に、相当するオキシムを、好適な塩素化剤の存在下に塩
素化する。好ましい塩素化試薬は、Ｎ－クロロコハク酸イミド、ＨＣｌＯおよび塩素であ
る。方法Ａの段階（ａ）の後、反応混合物を一般的方法によって後処理するか、さらに段
階（ｂ）で直接変換することができる。
【００６６】
　アルデヒド（ＩＩ）は市販されているか（Ｗ１＝ｔ－ブトキシカルボニルの場合：Ｍａ
ｙｂｒｉｄｇｅ）、文献に記載の方法によって市販の前駆体から製造することができる。
例えば、アルデヒド（ＩＩ）は、０℃でテトラヒドロフラン中での水素化リチウムアルミ
ニウムによる還元と、次に生成したアルコールのジクロロメタン中室温でのデス・マーチ
ンペルヨージナン試薬による酸化によって、相当するメチルまたはエチルエステルを原料
として製造することができる（例えば水素化リチウムアルミニウムによる還元については
ＷＯ０７／１４７３３６およびＷＯ０７／０３９１７７を、デス・マーチンペルヨージナ
ン試薬による酸化についてはＪ．　Ａｍ．　Ｃｈｅｍ．　Ｓｏｃ．　１９７８，　１００
，　３００－３０１；１９７９，　１０１，　５２９４－５２９９；１９９１，　１１３
，　７２７７－７２８７を参照する。）。
【００６７】
　方法Ａは好ましくは、１以上の希釈剤を用いて行う。本発明による方法Ａの段階（ａ）
において、好ましくは、溶媒として例えばエタノールなどのプロトン性溶媒を用いる。化
合物（ＩＩ）から相当するオキシムを形成した後、反応混合物を、段階（ｂ）において、
例えばテトラヒドロフランなどの別の溶媒で希釈し、次に次亜塩素酸ナトリウムと混合す
る。その塩素化は、ＤＭＦ中Ｎ－クロロコハク酸イミドを用いて同様に行うことが可能で
ある。
【００６８】
　方法Ａを行う上で、反応温度は比較的広い範囲で変動し得る。通常、用いられる温度は
、段階（ａ）において－１０℃から＋１５０℃、好ましくは０℃から＋１００℃の温度、
最も好ましくは溶媒の還流温度、そして段階（ｂ）で０℃から３０℃である。
【００６９】
　方法Ａを行うには、式（ＩＩ）の化合物１モル当たり、１から２モル、好ましくは１モ
ルのヒドロキシルアミン（ＩＩＩ）および１から５モル、好ましくは１モルの塩素化試薬
を用いる。反応時間は１から４８時間である。後処理は一般的な方法によって行う。必要
に応じて、化合物は再結晶、蒸留もしくはクロマトグラフィーによって精製し、または事
前の精製を行わずに次の段階で用いることもできる。
【００７０】
　方法Ｂ
　図式２：方法Ｂ
【００７１】
【化４】

　Ｗ１は、アセチル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカルボニル、ベンジル、ベンジルオキシカ
ルボニルまたは［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］ア
セチルであり、
　Ｒ２は、少なくとも一つのプロプ－２－イン－１－イルオキシまたは一つの水酸基で置
換されており、メチル、メトキシ、フルオロもしくはクロロからなる群から選択される１
個、２個もしくは３個の置換基によってさらに置換されていても良いフェニルを表す。
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【００７２】
　化合物（ＩＶ）から中間体（ＶＩ）を製造する一つの手段を図式２に示している（方法
Ｂ）。
【００７３】
　一般式（ＶＩ）の化合物は、シクロ付加反応によって一般式（ＩＶ）のアルケンおよび
化合物（Ｖ）から得られる（例えばＷＯ０８／０１３６２２、およびＳｙｎｔｈｅｓｉｓ
，　１９８７，　１１，　９９８－１００１参照）。
【００７４】
　アルケン（Ｖ）は市販されているか、文献に記載の方法によって市販の前駆体から製造
することができる（例えばウィティッヒまたはホーナー・ワズワース・エモンズオレフィ
ン化によってケトンまたはアルデヒドから：Ｃｈｅｍ．　Ｒｅｖ．　１９８９，　８９，
　８６３－９２７およびジュリアオレフィン化：　Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔ．
，　１９７３，　１４，　４８３３－４８３６；ピーターソンオレフィン化：　Ｊ．　Ｏ
ｒｇ．　Ｃｈｅｍ．　１９６８，　３３，　７８０）。
【００７５】
　方法Ｂは、好適な塩基の存在下に行う。好ましい塩基は、３級アミン（例えばトリエチ
ルアミン）、ならびにアルカリ金属もしくはアルカリ土類金属の炭酸塩、炭酸水素塩およ
びリン酸塩である。
【００７６】
　方法Ｂは、好ましくは１以上の希釈剤を用いて行う。方法Ｂの実施において、不活性有
機溶媒が好ましい選択肢である（例えば、トルエンおよびヘキサン）。水も同様に可能な
溶媒である。あるいは、方法Ｂは過剰のアルケン（Ｖ）中で行うことができる。
【００７７】
　代表的には、好適な塩基およびオレフィン（Ｖ）を最初に入れ、化合物（ＩＶ）を加え
る。あるいは、化合物（ＩＶ）および（Ｖ）を最初に入れ、好適な塩基を加える。
【００７８】
　方法Ｂの実施において、反応温度は比較的広い範囲内で変動し得る。概して、使用され
る温度は、－１２０℃から＋１５０℃、好ましくは－１０℃から＋１００℃の温度、最も
好ましくは０℃から３０℃である。
【００７９】
　方法Ｂを行うには、式（ＩＶ）の化合物１モル当たり０．５から５モル、好ましくは１
モルのアルケン（Ｖ）を用いる。反応時間は１から４８時間である。後処理は一般的な方
法によって行う。必要に応じて、化合物は再結晶、蒸留もしくはクロマトグラフィーによ
って精製し、または事前の精製を行わずに次の段階で用いることもできる。
【００８０】
　方法Ｃ
　図式３：方法Ｃ
【００８１】
【化５】

　Ｗ１はアセチル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカルボニル、ベンジルまたはベンジルオキシ
カルボニルであり、
　Ｒ２は、少なくとも一つのプロプ－２－イン－１－イルオキシまたは一つの水酸基で置
換されており、メチル、メトキシ、フルオロもしくはクロロからなる群から選択される１
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【００８２】
　相当する化合物（ＶＩ）から式（ＶＩＩ）の化合物を製造する一つの手段を図式３に示
してある。
【００８３】
　文献に記載の保護基を脱離させる好適な方法によって、式（ＶＩ）の化合物を式（ＶＩ
Ｉ）の化合物に変換する（″Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｇｒｏｕｐｓ　ｉｎ　Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ″；Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ；１９９９；４９４－６５３お
よびそこに引用の文献）。
【００８４】
　ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルおよびベンジルオキシカルボニル保護基は酸性媒体中で
脱離させることができる（例えば、塩酸またはトリフルオロ酢酸で）。アセチル保護基は
、塩基性条件下で脱離させることができる（例えば、炭酸カリウムまたは炭酸セシウムで
）。ベンジル保護基は、触媒の存在下に水素での水素化分解によって脱離させることがで
きる（例えば、パラジウム／活性炭）。
【００８５】
　有用な溶媒は、反応条件下で不活性である全ての一般的な溶媒であり、例えばアルコー
ル類（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール）、環状および非環状エーテル類
（例えば、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン）、芳香族炭化水素（例
えば、ベンゼン、トルエン、キシレン）、ハロゲン化炭化水素（例えば、ジクロロメタン
、クロロホルム、四塩化炭素）、ハロゲン化芳香族炭化水素（例えば、クロロベンゼン、
ジクロロベンゼン）、ニトリル類（例えば、アセトニトリル）、カルボン酸エステル（例
えば、酢酸エチル）、アミド類（例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアセトアミド）、ジメチルスルホキシド、１，３－ジメチル－２－イミダゾリノン、
水および酢酸であり、またはその反応は、これら溶媒の２種類以上の混合物中で行うこと
ができる。
【００８６】
　ｔ－ブトキシカルボニル基およびベンジルオキシカルボニル基の脱保護のこの反応で用
いることができる酸は、例えば、トリフルオロ酢酸、塩酸または文献に記載の他の酸であ
る（例えば″Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｇｒｏｕｐｓ　ｉｎ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈ
ｅｓｉｓ″；Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ；１９９９；ｐｐ．４９４－６５３）。
【００８７】
　その反応は通常、０℃から＋１５０℃の温度で、そして好ましくは室温で行うが、それ
は反応混合物の還流温度で行うこともできる。反応時間は反応の規模および反応温度の関
数として変動とするが、通常は１／２時間から７２時間である。
【００８８】
　反応が終了した後、化合物（ＶＩＩ）を、一般的な分離技術の一つによって反応混合物
から分離する。必要に応じて、化合物は再結晶、蒸留もしくはクロマトグラフィーによっ
て精製し、または所望に応じて、事前の精製を行わずに次の段階で用いることもできる。
一般式（ＶＩＩ）の化合物を塩として、例えば塩酸またはトリフルオロ酢酸の塩として単
離することも可能である。
【００８９】
　方法Ｄ
　図式４：方法Ｄ
【００９０】
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【化６】

　Ｗ２は塩素またはＯＨであり、
　Ｒ２は、少なくとも一つのプロプ－２－イン－１－イルオキシまたは一つの水酸基で置
換されており、メチル、メトキシ、フルオロもしくはクロロからなる群から選択される１
個、２個もしくは３個の置換基によってさらに置換されていても良いフェニルを表す。
【００９１】
　相当する化合物（ＶＩＩ）から式（Ｉ）の化合物を製造する一つの手段を図式４に示し
てある。
【００９２】
　一般式（Ｉ）を有する化合物は、文献に記載の方法と同様にして（例えばＷＯ０７／１
４７３３６を参照）、適宜に酸捕捉剤／塩基の存在下での相当する一般式（ＶＩＩ）を有
する化合物の一般式（ＶＩＩＩａ）（Ｗ２ａ＝塩素）の基質とのカップリング反応によっ
て合成することができる。
【００９３】
　化合物（ＶＩＩＩａ）（Ｗ２ａ＝塩素）または（ＶＩＩＩｂ）（Ｗ２ｂ＝ＯＨ）は市販
されているか、文献に記載の方法によって製造することができる（例えば、ＷＯ０８／０
１３６２２およびＷＯ０８／０１３９２５参照）。さらに、Ｗ２ａ＝塩素である一般式（
ＶＩＩＩａ）を有する基質は、文献から公知の方法を用いる塩素化によって相当する酸（
Ｗ２ｂ＝ＯＨ）から製造することができる（例えば、Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　２００５
，　６１，　１０８２７－１０８５２およびそこに引用の文献）。
【００９４】
　使用される溶媒は、反応条件下で不活性である全ての一般的な溶媒であることができ、
例えば環状および非環状エーテル類（例えば、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、
ジオキサン）、芳香族炭化水素（例えば、ベンゼン、トルエン、キシレン）、ハロゲン化
炭化水素（例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素）、ハロゲン化芳香族炭
化水素（例えば、クロロベンゼン、ジクロロベンゼン）およびニトリル類（例えば、アセ
トニトリル）であり、またはその反応はこれら溶媒のうちの２種類以上の混合物中で行う
ことができる。好ましい溶媒はテトラヒドロフランおよびジクロロメタンである。
【００９５】
　一般式（ＶＩＩ）の原料に対して少なくとも１当量の酸捕捉剤／塩基（例えばヒューニ
ッヒ塩基、トリエチルアミンまたは市販のポリマー酸捕捉剤）を用いる。原料が塩である
場合、少なくとも２当量の酸捕捉剤が必要である。
【００９６】
　その反応は通常、０℃から１００℃、好ましくは２０℃から３０℃の温度で行うが、そ
れは反応混合物の還流温度で行うことのできる。反応時間は、反応規模および反応温度の
関数として変動するが、一般的には数分から４８時間である。
【００９７】
　反応終了後、通常の分離技術の一つによって、反応混合物から化合物（Ｉ）を分離する
。必要に応じて、化合物は再結晶、蒸留もしくはクロマトグラフィーによって精製し、ま
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たは事前の精製を行わずに次の段階で用いることもできる。
【００９８】
　あるいは、式（Ｉ）の化合物は、文献に記載の方法（例えば、Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ
　２００５，　６１，　１０８２７－１０８５２およびそれに引用の参考文献）と同様に
してカップリング試薬の存在下にＷ２ｂ＝ＯＨである式（ＶＩＩＩｂ）の基質を用いて、
式（ＶＩＩ）の相当する化合物から合成することもできる。
【００９９】
　好適なカップリング試薬は、例えば、ペプチドカップリング試薬（例えばＮ－（３－ジ
メチルアミノプロピル）－Ｎ′－エチルカルボジイミドと４－ジメチルアミノピリジンと
の混合物、Ｎ－（３－ジメチルアミノプロピル）－Ｎ’－エチルカルボジイミドの１－ヒ
ドロキシベンゾトリアゾールとの混合物、ヘキサフルオロリン酸ブロモトリピロリジノホ
スホニウム、ヘキサフルオロリン酸Ｏ－（７－アザベンゾトリアゾール－１－イル）－Ｎ
，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラメチルウロニウムなど）である。
【０１００】
　適切な場合、塩基、例えばトリエチルアミンまたはヒューニッヒ塩基をその反応で用い
ることができる。
【０１０１】
　Ｒ２におけるヒドロキシ置換基は、反応が起こる合成の全ての段階で当業者に一般的な
知識である反応方法によって修飾することができる。例えば、好適なハライドまたはサル
フェートを用いて公知の方法によって、ＯＨ官能基をアルキル化することができる（例え
ば、Ｊ．　Ｍａｒｃｈ：　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ－Ｒ
ｅａｃｔｉｏｎｓ，　ＭｅｃｈａｎｉｓｍｓおよびＳｔｒｕｃｔｕｒｅｓ，　４ｔｈ　Ｅ
ｄ．　（１９９２），　Ｗｉｌｅｙ，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　ｐｐ．３８８－３９０，　
４０６－４０７，　４１１－４１５参照）。そのような反応の例は、本願の合成の部にあ
る。
【０１０２】
　使用される溶媒は、反応条件下では不活性である全ての一般的な溶媒であることができ
、例えばアルコール類（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール）、環状および
非環状エーテル類（例えば、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン）、芳
香族炭化水素（例えば、ベンゼン、トルエン、キシレン）、ハロゲン化炭化水素（例えば
、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素）、ハロゲン化芳香族炭化水素（例えば、
クロロベンゼン、ジクロロベンゼン）、ニトリル類（例えば、アセトニトリル）およびア
ミド類（例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド）であ
り、またはその反応は、これら溶媒のうちの２種類以上の混合物中で行うことができる。
好ましい溶媒はジクロロメタンである。
【０１０３】
　その反応は通常、０℃から１００℃、好ましくは０℃から３０℃の温度で行うが、それ
は反応混合物の還流温度で行うこともできる。反応時間は、反応の規模および反応温度の
関数として変動するが、一般的には数分から４８時間である。
【０１０４】
　反応終了後、化合物（Ｉ）は、一般的な分離技術の一つによって反応混合物から分離さ
れる。必要に応じて、化合物は再結晶、蒸留もしくはクロマトグラフィーによって精製し
、または事前の精製を行わずに次の段階で用いることもできる。
【０１０５】
　本発明はさらに、本発明による活性化合物組み合わせを含む望ましくない微生物を駆除
／防除するための組成物に関するものでもある。好ましくは、当該組成物は、農業的に好
適な補助剤、溶媒、担体、界面活性剤または増量剤を含む殺菌剤組成物である。
【０１０６】
　さらに本発明は、本発明による活性化合物組み合わせを植物病原性真菌および／または
それらの棲息場所に施用することを特徴とする、望ましくない微生物を駆除する方法に関
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するものである。
【０１０７】
　本発明によれば、担体は、特に植物もしくは植物部分または種子への施用に関して、よ
り良好な施用性を得るために、活性化合物と混合または組み合わせる天然または合成の有
機物質または無機物質である。その担体は、固体または液体であることができ、一般に不
活性であり、そして、農業での使用に好適であるべきである。
【０１０８】
　好適な固体または液体担体は、例えばアンモニウム塩およびカオリン類、粘土類、タル
ク、チョーク、石英、アタパルガイト、モンモリロナイトまたは珪藻土などの天然粉砕鉱
物および微粉砕シリカ、アルミナおよび天然もしくは合成シリケート類などの粉砕合成鉱
物、樹脂類、ロウ類、固体肥料、水、アルコール類、特別にはブタノール、有機溶媒、鉱
油および植物油、ならびにそれらの誘導体である。そのような担体の混合物を用いること
も可能である。粒剤に好適な固体担体は、例えば方解石、大理石、軽石、海泡石、ドロマ
イトなどの破砕および分別された天然鉱物ならびに無機および有機粉末の合成顆粒および
おがくず、ヤシ殻、トウモロコシ穂軸およびタバコ茎などの有機材料の顆粒である。
【０１０９】
　好適な液化ガス増量剤または担体は、環境温度および大気圧下では気体である液体、例
えば、エアロゾル噴射剤、例えばブタン、プロパン、窒素および二酸化炭素である。
【０１１０】
　上記製剤において、粘着付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロースならびに粉末、
顆粒またはラテックスの形態にある天然ポリマーおよび合成ポリマー、例えば、アラビア
ゴム、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、または、天然のリン脂質、例えばセファ
リン類およびレシチン類、および合成リン脂質などを使用することができる。他の可能な
添加剤は、鉱油および植物油およびロウ類であり、それらは変性されていても良い。
【０１１１】
　使用される増量剤が水である場合、例えば、補助溶媒として有機溶媒を用いることも可
能である。好適な液体溶媒は、実質的に、キシレン、トルエンまたはアルキルナフタレン
類などの芳香族化合物、クロロベンゼン類、クロロエチレン類または塩化メチレンなどの
塩素化芳香族化合物もしくは塩素化脂肪族炭化水素、シクロヘキサンまたはパラフィン類
などの脂肪族炭化水素類、例えば鉱油留分、鉱油および植物油、ブタノールもしくはグリ
コールなどのアルコール類およびそれらのエーテル類およびエステル類、アセトン、メチ
ルエチルケトン、メチルイソブチルケトンもしくはシクロヘキサノンなどのケトン類、ジ
メチルホルムアミドおよびジメチルスルホキシドなどの強極性溶媒、ならびに水である。
【０１１２】
　本発明による組成物は、例えば界面活性剤などのさらに別の成分を含むことができる。
好適な界面活性剤は、乳化剤、分散剤またはイオン性もしくはノニオン性を有する湿展剤
、またはこれら界面活性剤の混合物である。その例は、ポリアクリル酸の塩、リグノスル
ホン酸の塩、フェノールスルホン酸またはナフタレンスルホン酸の塩、エチレンオキサイ
ドと脂肪族アルコール類もしくは脂肪酸もしくは脂肪族アミン類との重縮合物、置換フェ
ノール類（好ましくはアルキルフェノール類またはアリールフェノール類）、スルホコハ
ク酸エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくはタウリン酸アルキル）、ポリエトキシル
化アルコール類またはフェノール類のリン酸エステル、多価アルコールの脂肪族エステル
、および硫酸エステル、スルホン酸エステルおよびリン酸エステルを含む化合物の誘導体
である。活性化合物のうちの一つおよび／または不活性担体のうちの一つが水に不溶であ
り、施用を水系で行う場合には、界面活性剤が存在する必要がある。界面活性剤の割合は
、本発明による組成物の５から４０重量％である。
【０１１３】
　無機顔料、例えば酸化鉄、酸化チタンおよびプルシアンブルーなどの着色剤およびアリ
ザリン色素、アゾ色素および金属フタロシアニン色素などの有機色素および鉄、マンガン
、ホウ素、銅、コバルト、モリブデンおよび亜鉛の塩などの微量栄養素を用いることが可
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能である。
【０１１４】
　適切であれば、他の別の成分が存在していても良く、例えば保護コロイド、結合剤、接
着剤、増粘剤、チキソトロピー物質、浸透剤、安定剤、金属イオン封鎖剤、錯体形成剤で
ある。概して、活性化合物は、製剤用に一般に使用される固体もしくは液体添加剤と組み
合わせることができる。
【０１１５】
　概して、本発明による組成物は、０．０５から９９重量％、０．０１から９８重量％、
好ましくは０．１から９５重量％、特に好ましくは０．５から９０％の本発明による活性
化合物組み合わせを、非常に特に好ましくは１０から７０重量％を含む。
【０１１６】
　本発明による活性化合物組み合わせまたは組成物は、そのまま用いることができるか、
それらの個々の物理的および／または化学的特性に応じて、それらの製剤またはそれから
調製される使用形態で用いることができ、例えばエアロゾル、カプセル懸濁液、低温フォ
ギング（ｃｏｌｄ－ｆｏｇｇｉｎｇ）濃縮物、温フォギング（ｗａｒｍ－ｆｏｇｇｉｎｇ
）濃縮物、カプセル化粒剤、微細粒剤、種子処理用のフロアブル製剤、即時使用液剤、粉
剤、乳剤、水中油型乳濁液、油中水型乳濁液、巨大顆粒、微細顆粒、油分散性粉剤、油混
和性フロアブル製剤、油混和性液体、発泡剤、ペースト、農薬コートした種子、懸濁濃縮
液、サスポエマルジョン濃縮液、可溶性濃縮液、懸濁液、水和剤、可溶性粉末、ダスト剤
および粒剤、水溶性の粒剤もしくは錠剤、種子処理用の水溶性粉剤、水和剤、天然物およ
び活性化合物を含浸させた合成物質、ならびに種子用のポリマー物質およびコーティング
材料中のマイクロカプセル、ならびにＵＬＶ低温フォギングおよび温フォギング製剤があ
る。
【０１１７】
　言及した製剤は、自体公知の方法で、例えば活性化合物もしくは活性化合物の組み合わ
せを少なくとも１種類の添加剤と混合することで製造することができる。好適な添加剤は
、例えば有機溶媒、増量剤、溶媒もしくは希釈剤、固体担体および充填剤、界面活性剤（
補助剤、乳化剤、分散剤、保護コロイド、湿展剤および粘着付与剤など）、分散剤および
／または結合剤または固定剤、保存剤、色素および顔料、消泡剤、無機および有機増粘剤
、撥水剤、適切な場合には乾燥剤およびＵＶ安定化剤、ジベレリン類および水およびさら
に別の加工補助剤などの全ての一般的な製剤補助剤である。各場合で製造される製剤の種
類に応じて、例えば湿式粉砕、乾式粉砕または造粒などのさらなる加工段階が必要となる
可能性がある。
【０１１８】
　本発明による組成物は、植物または種子に好適な装置で施用することができる即時使用
の組成物だけでなく、使用前に水で希釈すべき商業用の濃縮物も含むものである。
【０１１９】
　本発明による活性化合物の組み合わせは、（商業的）製剤で、そして殺虫剤、誘引剤、
滅菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺菌剤、成長調節剤、除草剤、肥料、薬害軽減
剤および情報物質などの他の（公知の）活性化合物との混合物として、これら製剤から調
製された使用形態で存在させることができる。
【０１２０】
　活性化合物または組成物による植物および植物部分の本発明による処理は、一般的な処
理方法を用い、例えば浸漬、噴霧、霧化、潅水、蒸発、散粉、雲霧、散布、発泡、塗布、
展着、散水（灌注）、細流灌漑によって、そして繁殖物の場合、特には種子の場合はさら
に乾式種子処理用粉末、種子処理用溶液、スラリー処理用水溶性粉末として、被覆により
、１以上の層によるコーティングによる等で、直接行うか、それの環境、生育場所または
保管場所への作用によって行う。超微量法によって活性化合物を施用するか、活性化合物
の製剤もしくは活性化合物自体を土壌に注入することも可能である。
【０１２１】
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　本発明はさらに、種子の処理方法を含む。本発明はさらに、前の段落に記載の方法のう
ちの一つに従って処理された種子に関するものでもある。
【０１２２】
　本発明による活性化合物または組成物は、種子の処理に特別に適している。有害生物に
よって引き起こされる作物に対する損傷の大部分が、貯蔵時もしくは播種後、ならびに植
物の発芽時および発芽後の種子の感染によって引き起こされる。成長する植物の根および
新芽が特に感受性が高く、ごくわずかな損傷であっても植物の枯死に至る可能性があるこ
とから、この時期は特に重要である。従って、適切な組成物を用いることで、種子および
発芽植物を保護することに対する関心が非常に高い。
【０１２３】
　植物の種子を処理することによる植物病原菌の防除についてはかなり以前から知られて
おり、現在もなお改善が続いているテーマである。しかしながら、種子の処理には、常に
満足な形で解決できるとは限らない一連の問題が伴う。従って、植物の播種後もしくは発
芽後の作物保護剤の追加施用を行わずに済ますか、少なくとも追加施用を大幅に減らす、
種子および発芽植物の保護方法を開発することが望ましい。そのようにして用いる活性化
合物の量を至適化することで、使用される活性化合物による植物自体に対する損傷を生じ
ることなく、植物病原菌による攻撃から種子および発芽植物を最大限保護することがさら
に望ましい。特に、種子の処理方法では、使用する作物保護剤を最小限としながら、種子
および発芽植物の保護を最大とするために、遺伝子組み換え植物の固有の殺菌特性も考慮
すべきである。
【０１２４】
　従って本発明は特に、本発明による組成物で種子を処理することで、種子および発芽植
物を植物病原性真菌による攻撃から保護する方法に関するものでもある。本発明はさらに
、植物病原性真菌に対して種子および発芽植物を保護するために種子を処理する上での本
発明による組成物の使用に関するものでもある。さらに本発明は、植物病原性真菌に対す
る保護のために本発明による組成物で処理した種子に関するものでもある。
【０１２５】
　発芽後に植物に損傷を与える植物病原性真菌の防除は、主として土壌および植物の地上
部を作物保護組成物で処理することで行う。作物保護組成物が環境ならびにヒトおよび動
物の健康に与える可能性がある影響に関して懸念があるために、施用される活性化合物の
量を減らすための努力がなされている。
【０１２６】
　本発明の利点の一つは、本発明による組成物の特定の浸透性のために、これら組成物に
よる種子の処理は、植物病原性真菌から、種子自体を保護するだけでなく、発芽後の得ら
れた植物も保護する。このようにして、播種時またはその直後の時点での作物の直接処理
を行わずに済ますことができる。
【０１２７】
　本発明による混合物を特に、種子から成長する植物が病害生物に対して作用するタンパ
ク質を発現する能力を有する遺伝子組み換え種子にも用いることが可能であることも有利
であると考えられる。そのような種子を本発明による活性化合物の組み合わせもしくは組
成物で処理することで、例えば殺虫性タンパク質の発現によって、ある種の病害生物を防
除することができる。驚くべきことに、この場合にはさらなる相乗効果が認められる可能
性があり、その場合には病害生物による攻撃に対する保護の有効性が相加的に高くなる。
【０１２８】
　本発明による組成物は、農業、温室、森林、造園またはぶどう園において使用されるあ
らゆる種類の植物品種の種子を保護するのに適している。特に、これは、穀類（小麦、大
麦、ライ麦、ライ小麦、キビ、カラス麦など）、トウモロコシ（コーン）、棉、大豆、イ
ネ、ジャガイモ、ヒマワリ、豆類、コーヒー、ビート（例えば、テンサイおよび飼料用ビ
ート）、ピーナッツ、アブラナ、ケシ、オリーブ、ココナッツ、カカオ、サトウキビ、タ
バコ、野菜（例えば、トマト、キュウリ、タマネギおよびレタスなど）、芝生および観賞
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植物（下記も参照）の種子の形態を取る。穀類（小麦、大麦、ライ麦、ライ小麦、カラス
麦など）、トウモロコシ（コーン）およびイネの処理が特に重要である。
【０１２９】
　下記でもさらに述べるように、本発明による活性化合物の組み合わせまたは組成物を用
いて遺伝子組み換え種子を処理することは、特に重要である。これは、殺虫特性を有する
ポリペプチドまたはタンパク質の発現を可能とする少なくとも１種の異種遺伝子を含む植
物種子を指すものである。遺伝子組み換え種子中の異種遺伝子は、例えばバチルス種（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ）、リゾビウム種（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）、シュードモナス種（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ）、セッラティア種（Ｓｅｒｒａｔｉａ）、トリコデルマ種（Ｔｒｉｃｈ
ｏｄｅｒｍａ）、クラウィバクテル種Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）、グロムス種（Ｇｌｏｍ
ｕｓ）またはグリオクラディウム種（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）などの微生物由来である
ことができる。好ましくは、この異種遺伝子はバチルス種由来であり、その遺伝子産物は
ヨーロピアンコーンボーラー（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｃｏｒｎ　ｂｏｒｅｒ）および／また
はウエスタンコーンルートワーム（Ｗｅｓｔｅｒｎ　ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）に対
する活性を有する。特に好ましくは、異種遺伝子はバチルス・トゥリンギエンシス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）由来である。
【０１３０】
　本発明との関連で、本発明による活性化合物の組み合わせまたは組成物は、それ自体で
または好適な製剤で種子に施用される。好ましくは、種子は、それが十分に安定であるこ
とで、その処理が損傷を生じない状態で処理する。概して、種子の処理は、収穫と播種の
間のいずれかの時点で行うことができる。通常、使用する種子は植物から分離され、穂軸
、殻、茎、外被、毛または果実の実を含まない。従って、例えば収穫、浄化および乾燥さ
せて含水率１５重量％未満とした種子を用いることが可能である。あるいは、乾燥後に、
例えば水で処理し、次に再乾燥した種子を用いることも可能である。
【０１３１】
　種子を処理する場合、種子に施用される本発明による組成物の量および／または別の添
加剤の量を、種子の発芽に悪影響がないか、得られる植物に損傷がないように選択するよ
う注意を払う必要がある。これについては特に、ある一定の施用量で植物毒性効果を有し
得る活性化合物の場合には特に留意すべきである。
【０１３２】
　本発明による組成物は直接施用することができる、すなわち別の成分を含んだり、希釈
せずに施用することができる。通常、好適な製剤の形で種子に組成物を施用することが好
ましい。好適な製剤および種子処理方法は当業者には公知であり、例えば下記の文書ＵＳ
４，２７２，４１７Ａ、ＵＳ４，２４５，４３２Ａ、ＵＳ４，８０８，４３０Ａ、ＵＳ５
，８７６，７３９Ａ、ＵＳ２００３／０１７６４２８Ａ１、ＷＯ２００２／０８０６７５
Ａ１、ＷＯ２００２／０２８１８６Ａ２に記載されている。
【０１３３】
　本発明に従って使用することができる活性化合物の組み合わせは、液剤、乳濁液、懸濁
液、粉剤、泡剤、スラリーまたは種子用の他のコーティング材料などの一般的な種子被覆
製剤およびＵＬＶ製剤に変換することができる。
【０１３４】
　これらの製剤は、公知の方法で、活性化合物または活性化合物の組み合わせを例えば、
一般的な増量剤などの一般的な添加剤、さらには溶媒もしくは希釈剤、着色剤、湿展剤、
分散剤、乳化剤、消泡剤、保存剤、二次増粘剤、接着剤、ジベレリン類および水と混合す
ることで製造される。
【０１３５】
　本発明に従って用いることができる種子被覆製剤中に存在させることができる好適な着
色剤には、そのような目的に一般的な全ての着色剤が含まれる。水溶解度が小さい顔料と
水に可溶な色素の両方を用いることができる。言及することができる例には、ローダミン
Ｂ、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１１２およびＣ．Ｉ．ソルベントレッド１の名称で知られ
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る着色剤などがある。
【０１３６】
　本発明に従って用いることができる種子被覆製剤中に存在させることができる好適な湿
展剤には、濡れを促進し、活性な農芸化学物質の製剤で一般的な全ての物質が含まれる。
好ましくは、アルキルナフタレン－スルホネート類、例えばスルホン酸ジイソプロピルも
しくはジイソブチルナフタレンを用いることが可能である。
【０１３７】
　本発明に従って用いることができる種子被覆製剤中に存在させることができる好適な分
散剤および／または乳化剤には、活性農芸化学物質の製剤で一般的な全てのノニオン系、
アニオン系およびカチオン系の分散剤が含まれる。好ましくは、ノニオン系もしくはアニ
オン系分散剤またはノニオン系もしくはアニオン系分散剤の混合物を用いることが可能で
ある。特に好適なノニオン系分散剤は、エチレンオキサイド－プロピレンオキサイドブロ
ックポリマー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類およびトリスチリルフェ
ノールポリグリコールエーテル類およびそれらのリン酸化もしくは硫酸化誘導体である。
特に好適なアニオン系分散剤は、リグノスルホネート類、ポリアクリル酸塩およびアリー
ルスルホネート－ホルムアルデヒド縮合物である。
【０１３８】
　本発明に従って用いられる種子被覆製剤中に存在させることができる消泡剤には、活性
農芸化学物質の製剤で一般的な全ての発泡阻害化合物などがある。好ましくは、シリコー
ン系消泡剤、ステアリン酸マグネシウム、シリコーン系乳濁液、長鎖アルコール類、脂肪
酸類およびそれらの塩、そして有機フッ素化合物およびこれらの混合物を用いる。
【０１３９】
　本発明に従って使用される種子被覆製剤中に存在させることができる保存剤には、農芸
化学組成物中でそのような目的で使用可能な全ての化合物が含まれる。例として、ジクロ
ロフェンおよびベンジルアルコールヘミホルマールを挙げることができる。
【０１４０】
　本発明に従って使用される種子被覆製剤中に存在させることができる二次増粘剤には、
農芸化学組成物中でそのような目的で使用可能な全ての化合物が含まれる。セルロース誘
導体、アクリル酸誘導体、キサンタンガムもしくはＶｅｅｇｕｍなどの多糖類、改質粘土
、アタパルガイトおよびベントナイトなどのフィロケイ酸塩、および微粉砕ケイ酸が好ま
しい。
【０１４１】
　本発明に従って使用される種子被覆製剤中に存在させることができる好適な接着剤には
、種子被覆で使用可能な全ての一般的な結合剤が含まれる。ポリビニルピロリドン、ポリ
酢酸ビニル、ポリビニルアルコールおよびチロースを好ましいものとして挙げることがで
きる。
【０１４２】
　本発明に従って使用される種子被覆製剤中に存在させることができる好適なジベレリン
類は、好ましくはジベレリンＡ１、Ａ３（＝ジベレリン酸）、Ａ４およびＡ７であり、特
に好ましいものはジベレリン酸である。ジベレリン類は公知である（Ｒ．　Ｗｅｇｌｅｒ
　″Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆｌａｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ａｎｄ　Ｓｃｈａｅｄｌ
ｉｎｇｓｂｅｋａｅｍｐｆｕｎｇｓｍｉｔｔｅｌ″［Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｃｒｏ
ｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ａｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ］，Ｖｏｌ．
　２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ、１９７０，　ｐｐ．４０１－４１２参照）。
【０１４３】
　本発明に従って用いることができる種子被覆製剤は、直接または事前に水で希釈した後
に、非常に多様な種類のいずれかの種子を処理することができる。本発明に従って用いる
ことができる種子被覆製剤またはそれの希釈製剤を用いて、遺伝子組み換え植物の種子を
被覆することもできる。これに関連して、発現によって形成される物質との相互作用にお
いて、相乗効果が生じる可能性もある。
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【０１４４】
　本発明に従って用いることができる種子被覆製剤または水を加えることでそれから調製
される製剤によって種子を処理するための好適な混合装置には、被覆に一般に使用するこ
とができる全ての混合装置が含まれる。被覆時に採用される具体的な手順は、種子を混合
機に導入する段階、特に望ましい量の種子被覆製剤をそのまままたは事前に水で希釈した
後に加える段階、および製剤が種子上に均一に分布するまで混合を行う段階を含む。適宜
に、続いて乾燥操作を行う。
【０１４５】
　本発明による活性化合物又は組成物は、強力な殺微生物活性を有しており、作物保護と
材料物質の保護において、菌類及び細菌類などの望ましくない微生物を防除するために使
用することができる。
【０１４６】
　作物保護において、殺菌剤は、ネコブカビ類（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃｅ
ｔｅｓ）、卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）、ツボカビ類（Ｃｈｙｔｒｉｄｉｏｍｙｃｅｔ
ｅｓ）、接合菌類（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ）、子嚢菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）、
担子菌類（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）及び不完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔ
ｅｓ）を防除するために、使用することができる。
【０１４７】
　作物保護において、殺細菌剤は、シュードモナス科（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｄａｃｅａ
ｅ）、リゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）、腸内細菌科（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔ
ｅｒｉａｃｅａｅ）、コリネバクテリウム科（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）
及びストレプトミセス科（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔａｃｅａｅ）を防除するために、使
用することができる。
【０１４８】
　本発明による殺菌剤組成物は、植物病原性菌類を治療的又は保護的に防除するために使
用することができる。従って、本発明は、本発明による活性化合物組合せ又は組成物を使
用して植物病原性菌類を防除するための治療的方法又は保護的方法にも関し、ここで、該
活性化合物組合せ又は組成物は、種子、植物若しくは植物の部分、果実又は植物がそこで
成育している土壌に施用される。好ましくは、植物若しくは植物の部分、果実又は植物が
そこで成育している土壌に施用する。
【０１４９】
　作物保護における植物病原性真菌を駆除するための本発明による組成物は、活性だが非
植物毒性の量の本発明による化合物を含む。「活性だが、非植物毒性の量」とは、真菌に
よって引き起こされる植物病害を防除または完全死滅させる上で十分であり、かつ、同時
に、植物毒性の顕著な症状を示さない本発明による組成物の量を意味する。この施用量は
、一般的には比較的広い範囲で変動し得るものであり、それはいくつかの因子、例えば植
物病原性真菌、植物もしくは作物、気候条件および本発明による組成物の成分によって決
まる。
【０１５０】
　活性化合物が、植物疾患の防除に必要な濃度で植物によって良好に耐容されることから
、植物の地上部、栄養繁殖物および種子、ならびに土壌の処理を行うことができる。
【０１５１】
　本発明に従って、全ての植物および植物部分を処理することができる。ここで、植物と
は、望ましいおよび望ましくない野生植物または作物（天然作物を含む。）のような全て
の植物および植物群と理解すべきである。作物は、従来の品種改良および至適化法によっ
て、またはバイオテクノロジーおよび遺伝子工学法によって、またはこれらの方法の組み
合わせによって得ることができる植物であることができ、遺伝子導入植物を含み、植物品
種保護権利によって保護され得るまたは保護され得ない植物品種を含む。植物部分は、芽
、葉、花および根のような植物のあらゆる地上および地下の部分および器官を意味するも
のと理解すべきであり、例として、葉、針葉、茎、幹、花、子実体、果実および種子、そ
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して根、塊茎および地下茎を挙げることができる。植物部分には、収穫物ならびに栄養増
殖物および生殖増殖物、例えば、苗、塊茎、地下茎、切り枝および種子などもある。好ま
しいものは、植物ならびに植物の地上部分および地下部分および器官、例えば苗条、葉、
花および根などの処理であり、挙げることができる器官の例には、葉、針葉、茎、幹、花
および果実がある。
【０１５２】
　良好な植物耐性および温血動物に対する好ましい毒性を併せ持ち、環境によって良好に
耐容される本発明の活性化合物は、植物および植物の器官を保護するのに適しており、収
穫高を増大させるのに適しており、収穫物の品質を高めるのに適している。それらは好ま
しくは、作物保護剤として用いることができる。それらは、通常は感受性および抵抗性の
種に対してならびに発達の一部の段階に対しても活性である。
【０１５３】
　下記の植物を、本発明に従って処理可能である植物として挙げることができる。すなわ
ちワタ、アマ、ブドウ、果実、野菜、例えばバラ科属種（Ｒｏｓａｃｅａｅ　ｓｐ）（例
えば、梨果果実、例えばリンゴおよびナシだけでなく、石果果実、例えば、アンズ、サク
ランボ、アーモンドおよびモモおよび柔らかい果物、例えばイチゴ）、リベシオイダエ科
属種（Ｒｉｂｅｓｉｏｉｄａｅ　ｓｐ．）、クルミ科属種（Ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｅ　
ｓｐ．）、カバノキ科属種（Ｂｅｔｕｌａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ウルシ科属種（Ａｎａｃ
ａｒｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ブナ科属種（Ｆａｇａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クワ科属種
（Ｍｏｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）、モクセイ科属種（Ｏｌｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）、マタタ
ビ科属種（Ａｃｔｉｎｉｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クスノキ科属種（Ｌａｕｒａｃｅａｅ
　ｓｐ．）、バショウ科属種（Ｍｕｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、バナナの木および
植林地）、アカネ科属種（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、コーヒー）、ツバキ
科属種（Ｔｈｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）、アオギリ科属種（Ｓｔｅｒｃｕｌｉｃｅａｅ　ｓ
ｐ．）、ミカン科属種（Ｒｕｔａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、レモン、オレンジおよび
グレープフルーツ）、ナス科属種（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トマト）
、ユリ科属種（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、キク科属種（Ａｓｔｅｒａｃｅａｅ　ｓ
ｐ．）（例えば、レタス）、セリ科属種（Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）、十字花
科属種（Ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）、アカザ科属種（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａ
ｅ　ｓｐ．）、ウリ科属種（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ　ｓｐ）（例えば、キュウリ）
、ネギ科属種（Ａｌｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、ネギ、タマネギ）、マメ科属種
（Ｐａｐｉｌｉｏｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、エンドウマメ）；主要作物、例えば
イネ科属種（Ｇｒａｍｉｎｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トウモロコシ、芝生、例えばコム
ギ、ライムギ、イネ、オオムギ、カラスムギ、キビおよびライコムギなどの穀物）、キク
科属種（Ａｓｔｅｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、ヒマワリ）、アブラナ科属種（Ｂｒ
ａｓｓｉｃａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、キャベツ、紫キャベツ、ブロッコリー、カリ
フラワー、芽キャベツ、青梗菜、コールラビ、ハツカダイコンならびにセイヨウアブラナ
、カラシ、セイヨウワサビおよびクレソン）、マメ科属種（Ｆａｂａｃａｅ　ｓｐ．）（
例えば、マメ、エンドウ豆、落花生）、マメ科属種（Ｐａｐｉｌｉｏｎａｃｅａｅ　ｓｐ
．）（例えば、ダイズ）、ナス科属種（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、ジャ
ガイモ）、アカザ科属種（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、サトウダ
イコン、飼料用ビート、フダンソウ、アオゲイトウ）；庭および森における作物および観
賞用植物；ならびに各場合で、これらの植物の遺伝子改変品種である。
【０１５４】
　すでに上述したように、本発明に従って、全ての植物および植物部分を処理することが
可能である。好ましい実施形態では、野生の植物種ならびに交配またはプロトプラスト融
合のような従来の生物育種法によって得られる植物栽培品種、ならびにそれらの部分が処
理される。さらに好ましい実施形態では、適切な場合は従来の方法と組み合わせた遺伝子
工学法によって得られたトランスジェニック植物および植物品種（遺伝的改変生物）、な
らびにこれらの部分を処理する。「部分」、「植物の部分」および「植物部分」という用
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語については、すでに上記で説明している。特に好ましくは、各場合において、市販され
ているか使用されている植物品種の植物を、本発明に従って処理する。植物品種とは、従
来の品種改良、突然変異誘発または組換えＤＮＡ技術によって得られた新規な特性（「形
質」）を有する植物を意味するものと理解すべきである。これらは、栽培品種、生物型ま
たは遺伝子型であることができる。
【０１５５】
　本発明による処理方法は、遺伝子改変した生物（ＧＭＯｓ）、例えば、植物または種子
の処理で使用される。遺伝子改変した植物（またはトランスジェニック植物）は、異種遺
伝子がゲノム中に安定に組み込まれている植物である。「異種遺伝子」という表現は、本
質的に、植物の外側で提供または組み立てられ、かつ、細胞核ゲノム、クロロプラストゲ
ノムまたはミトコンドリアゲノムに導入すると、形質転換された植物に、対象となるタン
パク質もしくはポリペプチドを発現することで、またはその植物に存在する他の遺伝子を
低下またはサイレンシングすることにより（例えば、アンチセンス技術、共抑制技術また
はＲＮＡ干渉－ＲＮＡｉを用いる）、新たなもしくは改善された農学的その他の特性を与
える遺伝子を意味する。ゲノム中に存在する異種遺伝子は、同様にトランス遺伝子と呼ば
れる。植物のゲノム中でのそれの特定の位置によって定義されるトランス遺伝子は、形質
転換またはトランスジェニック事象と呼ばれる。
【０１５６】
　植物種または植物品種、それらの場所および成長条件（土壌、天候、生育期間、栄養）
によっては、本発明による処理は、超加算的（「相乗」）効果をもたらすこともある。従
って、例えば、実際に起こると予想される効果を超える次の効果：施用量の低減および／
または活性スペクトルの拡大および／または本発明に従って使用することができる活性化
合物および組成物の活性の向上、植物成長の改善、高温もしくは低温に対する耐性の向上
、干魃または水もしくは土壌の塩含有量に対する耐性向上、開花能の向上、収穫の簡易化
、成熟の加速、収穫高の増大、より大きい果実、より高い植物、より濃い緑色の葉、より
容易な開花、収穫物の品質向上および／または栄養価の上昇、収穫物の保存安定性および
／または加工性の向上が可能となる。
【０１５７】
　一定の施用量では、本発明による活性化合物の組み合わせは、植物における増強効果を
有する可能性もある。したがって、それらは、望ましくない植物病原菌類および／または
微生物および／またはウィルスによる攻撃に対する植物の防御システムの動員にも適して
いる。これは、適切な場合には、例えば真菌に対する本発明による組み合わせの向上した
活性の理由の一つであり得る。植物増強性（抵抗性誘導性）物質は、本願の関連において
、続いて望ましくない植物病原菌および／または微生物および／またはウィルスを接種さ
れた場合に、処理される植物が、かなりの程度のこれら望ましくない植物病原菌および／
または微生物および／またはウィルスに対する抵抗性を示すように植物の防御システムを
刺激することができる物質または物質の組み合わせも意味するものと理解すべきである。
したがって、本発明による物質は、処理後のある一定の時間内に、上記病原体による攻撃
に対して植物を保護するのに使用できる。保護が有効となる期間は、活性化合物で植物を
処理してから、一般には１から１０日間、好ましくは１から７日間に及ぶ。
【０１５８】
　好ましくは本発明により処理されるべき植物および植物品種には、その植物（育種およ
び／またはバイオテクノロジー的手段によって得られたか否かとは無関係に）に特に有利
で有用な形質を付与する遺伝物質を有する全ての植物が含まれる。
【０１５９】
　やはり好ましくは本発明により処理されるべき植物および植物品種は、１以上の生物ス
トレスに対して抵抗性である。すなわち、その植物は、例えば線虫、昆虫、ダニ、植物病
原菌、細菌、ウィルスおよび／またはウィロイドなどの有害動物および有害微生物に対す
るより良好な防御を示す。
【０１６０】
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　やはり本発明に従って処理可能な植物および植物品種は、１以上の非生物ストレスに対
して抵抗性である植物である。非生物ストレス条件には、例えば、乾燥、低温曝露、熱曝
露、浸透圧ストレス、浸水、土壌塩濃度上昇、ミネラル曝露増加、オゾン曝露、強露光、
窒素栄養素利用能の制限、リン栄養素利用能の制限、日陰の忌避などがあり得る。
【０１６１】
　やはり本発明に従って処理することができる植物および植物品種は、収穫特性改善を特
徴とする植物である。例えば改善された植物の生理、成長および発達、例えば水利用効率
、水保持効率、窒素利用の改善、炭素同化向上、光合成向上、発芽効率上昇および成熟加
速の結果、その植物での収量増加につながり得る。収量はさらに、改善された植物構造（
ストレス条件および非ストレス条件下）によって影響され得るものであり、それには、早
期開花、ハイブリッド種子製造のための開花制御、苗の元気、植物の大きさ、節間の数お
よび間隔、根の成長、種子の大きさ、果実の大きさ、鞘の大きさ、鞘および穂の数、鞘ま
たは穂当たりの種子数、種子の質量、種子充填度の強化、種子裂開の低減、減少した鞘裂
開の低減および倒伏耐性などがあるが、これらに限定されるものではない。さらなる収量
関係の形質には、種子組成、例えば炭水化物含有量、タンパク質含有量、油の含有量およ
び組成、栄養価、非栄養化合物の減少、加工性改善および貯蔵安定性の向上などがある。
【０１６２】
　本発明により処理され得る植物は、既にヘテロシスまたは雑種強勢の特徴を発現するハ
イブリッド植物であり、それによって、収量、活力、健康および生物ストレスおよび非生
物ストレス因子に対する抵抗性がより高くなる。そのような植物は代表的には、同系交配
雄性不稔親株（雌親）と別の同系交配雄性稔性親株（雄親）を交雑させることにより作ら
れる。ハイブリッド種子は代表的には、雄性不稔植物から収穫され、栽培者に販売される
。雄性不稔植物は、（例えばトウモロコシでは）、雄穂除去、すなわち雄性生殖器（また
は雄花）の物理的除去により作ることができる場合があるが、より代表的には、雄性不稔
性は、植物ゲノムにおける遺伝的決定基の結果である。この場合、そして特には種子がハ
イブリッド植物から収穫するのが望まれる産物である場合に、ハイブリッド植物での雄性
不稔性が十分に回復されるようにすることが有用であるのが普通である。これは、雄性不
稔性を担う遺伝的決定基を含むハイブリッド植物で雄性稔性を回復することができる適切
な稔性回復遺伝子を雄親が有するようにすることで達成される。雄性不稔性の遺伝的決定
基は細胞質に局在化していることができる。細胞質雄性不稔性（ＣＭＳ）の例としては、
例えばアブラナ属種に記載されていた。しかしながら、雄性不稔性の遺伝的決定基は、細
胞核ゲノムに局在化していることもできる。雄性不稔性植物は、遺伝子工学などの植物バ
イオテクノロジー法によっても得ることができる。雄性不稔性植物を得る上で特に好まし
い手段は、ＷＯ８９／１０３９６に記載されており、そこでは、例えば、バルナーゼなど
のリボヌクレアーゼが、雄しべにあるタペータム細胞で選択的に発現される。次に稔性は
、バルスターなどのリボヌクレアーゼ阻害剤のタペータム細胞での発現によって回復する
ことができる。
【０１６３】
　本発明によって処理することができる植物または植物品種（遺伝子工学などの植物バイ
オテクノロジー法によって得られる）は、除草剤耐性植物、すなわち、１以上の所定の除
草剤に対して耐性とされた植物である。そのような植物は、形質転換により、またはその
ような除草剤耐性を付与する突然変異を含む植物の選択によって得ることができる。
【０１６４】
　除草剤耐性植物は、例えばグリホセート耐性植物、すなわち除草剤であるグリホセート
またはその塩に対して耐性とされた植物である。植物は、各種手段によってグリホセート
に対して耐性とすることができる。例えば、グリホセート耐性植物は、酵素５－エノール
ピルビルシキマート－３－ホスファート合成酵素（ＥＰＳＰＳ）をコードする遺伝子で植
物を形質転換することで得ることができる。そのようなＥＰＳＰＳ遺伝子の例は、細菌サ
ルモネラ・チフィムリウム（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ）のＡｒｏ
Ａ遺伝子（突然変異ＣＴ７）、細菌アグロバクテリウム属種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕ
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ｍ　ｓｐ）のＣＰ４遺伝子、ペチュニアＥＰＳＰＳ、トマトＥＰＳＰＳもしくはオヒシバ
（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ）ＥＰＳＰＳをコードする遺伝子である。それは、変異ＥＰＳＰＳで
あることもできる。グリホセート耐性植物は、グリホセートオキシド－レダクターゼ酵素
をコードする遺伝子を発現させることによって得ることもできる。グリホセート耐性植物
は、グリホセートアセチルトランスフェラーゼ酵素をコードする遺伝子を発現させること
によって得ることもできる。グリホセート耐性植物は、上述の遺伝子の天然突然変異を含
む植物を選択することによっても得ることができる。
【０１６５】
　他の除草剤耐性植物は、例えば酵素であるグルタミン合成酵素を阻害する除草剤、例え
ばビアラホス、ホスフィノトリシンまたはグルホシネートに対して耐性とされた植物であ
る。そのような植物は、除草剤を解毒する酵素または阻害に対して耐性である酵素グルタ
ミン合成酵素の突然変異体を発現させることによって得ることができる。一つのそのよう
な有効な解毒性酵素は、ホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼ（ストレプトミ
セス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ）種からのｂａｒまたはｐａｔタンパク質など）をコー
ドする酵素である。外来ホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼを発現する植物
も記載されている。
【０１６６】
　さらに別の除草剤耐性植物は、酵素ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（
ＨＰＰＤ）を阻害する除草剤に対して耐性にされている植物でもある。ヒドロキシフェニ
ルピルビン酸ジオキシゲナーゼは、パラヒドロキシフェニルピルビン酸（ＨＰＰ）がホモ
ゲンチジン酸に変換される反応を触媒する酵素である。天然の耐性ＨＰＰＤ酵素をコード
する遺伝子または突然変異ＨＰＰＤ酵素をコードする遺伝子を用いて、ＨＰＰＤ阻害剤に
対して耐性の植物を形質転換することができる。ＨＰＰＤ阻害剤に対する耐性はまた、Ｈ
ＰＰＤ阻害剤による天然ＨＰＰＤ酵素の阻害にもかかわらずホモゲンチジン酸の形成を可
能にする、ある種の酵素をコードする遺伝子を用いて植物を形質転換することによっても
得ることができる。ＨＰＰＤ耐性酵素をコードする遺伝子に加えて、プレフェン酸デヒド
ロゲナーゼ酵素をコードする遺伝子を用いて植物を形質転換することによって、ＨＰＰＤ
阻害剤に対する植物の耐性を改善させることもできる。
【０１６７】
　さらに別の除草剤抵抗性植物は、アセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）阻害剤に対して耐性と
された植物である。公知のＡＬＳ阻害剤には、例えばスルホニル尿素、イミダゾリノン、
トリアゾロピリミジン類、ピリミジニルオキシ（チオ）安息香酸化合物および／またはス
ルホニルアミノカルボニルトリアゾリノン系除草剤などがある。ＡＬＳ酵素（アセトヒド
ロキシ酸合成酵素、ＡＨＡＳとも称される）における各種突然変異が、各種の除草剤また
は除草剤群に対する耐性を付与することが知られている。スルホニル尿素耐性植物および
イミダゾリノン耐性植物の製造は、ＷＯ１９９６／０３３２７０に記載されている。他の
イミダゾリノン耐性植物も記載されている。さらに別のスルホニル尿素およびイミダゾリ
ノン耐性植物も、例えばＷＯ２００７／０２４７８２に記載されている。
【０１６８】
　イミダゾリノンおよび／またはスルホニル尿素に対して耐性である他の植物は、例えば
大豆、イネ、サトウダイコン、レタスまたはヒマワリについて記載の突然変異誘発により
、除草剤存在下での細胞培地での選別により、または突然変異育種によって得ることがで
きる。
【０１６９】
　やはり本発明に従って処理することができる植物または植物品種（遺伝子工学などの植
物バイオテクノロジー法によって得られる）は、昆虫耐性トランスジェニック植物、すな
わち、ある種の標的昆虫による攻撃に対して耐性とした植物である。そのような植物は、
形質転換によってまたはそのような昆虫耐性を付与する突然変異を含む植物の選択によっ
て得ることができる。
【０１７０】
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　本明細書で使用される場合に「昆虫耐性トランスジェニック植物」とは、次のものをコ
ードするコード配列を含む少なくとも一つのトランス遺伝子を含む植物などがある。
【０１７１】
　１）バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
）由来の殺虫性結晶タンパク質またはその殺虫性部分、例えばオンライン：ｈｔｔｐ：／
／ｗｗｗ．ｌｉｆｅｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕｋ／Ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃ
ｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／にオンラインで挙げられた殺虫性結晶タンパク質またはそれの殺虫性
部分、例えばＣｒｙタンパク質分類Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ２
Ａｂ、Ｃｒｙ３ＡａまたはＣｒｙ３Ｂｂのタンパク質またはそれらの殺虫性部分；または
　２）バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
）由来の結晶タンパク質またはバチルス・チューリンゲンシス由来の第二の他の結晶タン
パク質またはそれの部分の存在下で殺虫性であるそれの部分、例えばＣｒｙ３４およびＣ
ｒｙ３５結晶タンパク質から構成される二元毒素；または
　３）バチルス・チューリンゲンシス由来の異なる殺虫性結晶タンパク質の部分を含むハ
イブリッド殺虫性タンパク質、例えば、上記１）のタンパク質のハイブリッドまたは上記
２）のタンパク質のハイブリッド、例えば、コーン・イベント（ｃｏｒｎ　ｅｖｅｎｔ）
ＭＯＮ９８０３４により産生されるＣｒｙ１Ａ．１０５タンパク質（ＷＯ２００７／０２
７７７７）；または
　４）標的昆虫種に対するより高い殺虫活性を得るために、および／または、影響を受け
る標的昆虫種の範囲を拡大するために、および／またはクローニングもしくは形質転換時
にコードＤＮＡに導入される変化のために、いくつか、特に１から１０のアミノ酸が別の
アミノ酸により置換されている上記１）から３）のいずれか一つのタンパク質、例えばコ
ーン・イベントＭＯＮ８６３またはＭＯＮ８８０１７におけるＣｒｙ３Ｂｂ１タンパク質
またはコーン・イベントＭＩＲ６０４におけるＣｒｙ３Ａタンパク質；
　５）バチルス・チューリンゲンシスまたはバチルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃ
ｅｒｅｕｓ）由来の殺虫性分泌タンパク質またはそれの殺虫性部分、例えばｈｔｔｐ：／
／ｗｗｗ．ｌｉｆｅｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕｋ／ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃ
ｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／ｖｉｐ．ｈｔｍｌで列挙される植物殺虫性（ＶＩＰ）タンパク質、例
えば、ＶＩＰ３Ａａタンパク質分類からのタンパク質；または
　６）バチルス・チューリンゲンシスまたはＢ．セレウス由来の第二の分泌タンパク質存
在下で殺虫性であるバチルス・チューリンゲンシスまたはバチルス・セレウス由来の分泌
タンパク質、例えば、ＶＩＰ１ＡおよびＶＩＰ２Ａタンパク質から構成される二元毒素；
または
　７）バチルス・チューリンゲンシスまたはバチルス・セレウス由来の異なる分泌タンパ
ク質からの部分を含むハイブリッド殺虫性タンパク質、例えば上記１）におけるタンパク
質のハイブリッドまたは上記２）におけるタンパク質のハイブリッド；または
　８）標的昆虫種に対するより高い殺虫活性を得るために、および／または、影響を受け
る標的昆虫種の範囲を拡大するために、および／またはクローニングもしくは形質転換時
にコードＤＮＡに導入される変化のために、いくつか、特に１から１０のアミノ酸が別の
アミノ酸により置換されている上記１）から３）のいずれかのタンパク質（なおも殺虫性
タンパク質をコードしている）、例えば、コットン・イベントＣＯＴ１０２におけるＶＩ
Ｐ３Ａａタンパク質。
【０１７２】
　当然のことながら、本明細書で使用される場合の昆虫耐性トランスジェニック植物には
、上記の分類１から８のいずれか一つのタンパク質をコードする遺伝子の組み合わせを含
む植物が含まれる。１実施態様において、昆虫耐性植物は、異なる標的昆虫種に向けた異
なるタンパク質を用いる場合に影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大するため、または同
じ標的昆虫種に対して殺虫性があるが異なる作用機序（例えば、昆虫での異なる受容体結
合部位に結合する等）を有する異なるタンパク質を使用することによって植物に対する昆
虫抵抗性発達を遅延させるために、上記の分類１から８のいずれか一つのタンパク質をコ
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ードする複数のトランス遺伝子を含む。
【０１７３】
　やはり本発明によって処理することができる植物または植物品種（遺伝子工学などの植
物バイオテクノロジー法によって得たもの）は、非生物ストレスに対して耐性である。そ
のような植物は、形質転換によりまたはそのようなストレス耐性を付与する突然変異を含
む植物の選択によって得ることができる。特に有用なストレス耐性植物には以下のものな
どがある。
【０１７４】
　ａ．植物細胞または植物においてポリ（ＡＤＰ－リボース）ポリメラーゼ（ＰＡＲＰ）
遺伝子の発現および／または活性を低下させることができるトランス遺伝子を含む植物、
　ｂ．植物または植物細胞のＰＡＲＧコード遺伝子の発現および／または活性を低下させ
ることができるストレス耐性促進トランス遺伝子を含む植物、
　ｃ．ニコチンアミダーゼ、ニコチネートホスホリボシルトランスフェラーゼ、ニコチン
酸モノヌクレオチドアデニルトランスフェラーゼ、ニコチンアミドアデニンジヌクレオチ
ド合成酵素またはニコチンアミドホスホリボシルトランスフェラーゼなどのニコチンアミ
ドアデニンジヌクレオチドサルベージ合成経路の植物機能性酵素をコードするストレス耐
性促進トランス遺伝子を含む植物。
【０１７５】
　やはり本発明によって処理することができる植物または植物品種（遺伝子工学などの植
物バイオテクノロジー法によって得たもの）は、収穫物の量、品質および／または貯蔵安
定性の変化および／または収穫産物の具体的な成分の特性変化も示し、それには下記のも
のなどがある。
【０１７６】
　１）物理化学的特性において、特にアミロース含有量またはアミロース／アミロペクチ
ン比、分枝度、平均鎖長、側鎖分布、粘性挙動、ゲル化強度、デンプン粒度および／また
はデンプン粒子形態に関して、野生型植物細胞または植物で合成されるデンプンと比較し
て変化していることで、これが特別な用途により適したものとなる改質デンプンを合成す
るトランスジェニック植物、
　２）非デンプン炭水化物ポリマーを合成する、または遺伝子組み換えなしに野生型植物
と比較して特性が変わっている非デンプン炭水化物ポリマーを合成するトランスジェニッ
ク植物。例としては、特にイヌリン型およびレバン型のポリフルクトースを産生する植物
、α－１，４－グルカン類を産生する植物、α－１，６－分枝α－１，４－グルカン類を
産生する植物、アルテルナンを産生する植物がある。
【０１７７】
　３）ヒアルロナンを産生するトランスジェニック植物。
【０１７８】
　やはり本発明によって処理することができる植物または植物品種（遺伝子工学などの植
物バイオテクノロジー法によって得たもの）は、繊維特性が変化したワタ植物などの植物
である。そのような植物は、形質転換によりまたはそのような繊維特性を変化させる突然
変異を含む植物の選択により得ることができ、それには下記のものなどがある。
【０１７９】
　ａ）改変型のセルロース合成酵素遺伝子を含むワタ植物などの植物、
　ｂ）改変型のｒｓｗ２またはｒｓｗ３相同性核酸を含むワタ植物などの植物、
　ｃ）ショ糖リン酸合成酵素の発現が高くなったワタ植物などの植物、
　ｄ）ショ糖合成酵素の発現が高くなったワタ植物などの植物、
　ｅ）繊維細胞の根底での原形質連絡制御のタイミングが、例えば繊維選択的β－１，３
－グルカナーゼの低下によって変化しているワタ植物などの植物、
　ｆ）例えばｎｏｄＣなどのＮ－アセチルグルコサミントランスフェラーゼ遺伝子および
キチン合成遺伝子の発現により、反応性が変わった繊維を有するワタ植物などの植物。
【０１８０】
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　やはり本発明によって処理づることができる植物または植物品種（遺伝子工学などの植
物バイオテクノロジー法によって得ることができる）は、油分プロファイルの特徴が変わ
ったセイヨウアブラナまたは関連するアブラナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ）植物などの植物であ
る。そのような植物は、形質転換によりまたはそのような油分の特徴が変える突然変異を
含む植物の選択によって得ることができ、それには下記のものなどがある。
【０１８１】
　ａ）高いオレイン酸含有量を有する油を産生するセイヨウアブラナ植物などの植物；
　ｂ）低いリノレン酸含有量を有する油を産生するセイヨウアブラナ植物などの植物；
　ｃ）低レベルの飽和脂肪酸を有する油を産生するセイヨウアブラナ植物などの植物。
【０１８２】
　本発明によって処理することができる特に有用なトランスジェニック植物は、１以上の
毒素をコードする１以上の遺伝子を有する植物であり、それには例えば、商品名ＹＩＥＬ
Ｄ　ＧＡＲＤ（登録商標）（例えば、トウモロコシ、ワタ、ダイズ）、ＫｎｏｃｋＯｕｔ
（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、ＢｉｔｅＧａｒｄ（登録商標）（例えば、トウ
モロコシ）、Ｂｔ－Ｘｔｒａ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、ＳｔａｒＬｉｎｋ
（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録商標）（ワタ）、Ｎｕ
ｃｏｔｎ（登録商標）（ワタ）、Ｎｕｃｏｔｎ　３３Ｂ（登録商標）（ワタ）、Ｎａｔｕ
ｒｅＧａｒｄ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、Ｐｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）お
よびＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（ジャガイモ）で販売されているものである。挙げるこ
とができる除草剤耐性植物の例には、商品名Ｒｏｕｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ（登録商標）（
グリホセート耐性、例えば、トウモロコシ、ワタ、ダイズ）、Ｌｉｂｅｒｔｙ　Ｌｉｎｋ
（登録商標）（ホスフィノトリシン耐性、例えば、セイヨウアブラナ）、ＩＭＩ（登録商
標）（イミダゾリノン類耐性）およびＳＴＳ（登録商標）（スルホニル尿素耐性、例えば
トウモロコシ）で販売されているトウモロコシ品種、ワタ品種およびダイズ品種がある。
挙げることができる除草剤耐性植物（除草剤耐性となるよう従来の方法で育種された植物
）には、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）（例えばトウモロコシ）で販売されている品
種などがある。
【０１８３】
　本発明により処理することができる特に有用なトランスジェニック植物は、形質転換事
象または形質転換事象の組み合わせを含む植物であり、それは例えば各種の国または地域
の規制当局からのデータベースに列記されたものである（例えば、ｈｔｔｐ：／／ｇｍｏ
ｉｎｆｏ．ｊｒｃ．ｉｔ／ｇｍｐ＿ｂｒｏｗｓｅ．ａｓｐｘおよびｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ
．ａｇｂｉｏｓ．ｃｏｍ／ｄｂａｓｅ．ｐｈｐを参照する）。
【０１８４】
　材料保護において、本発明の物質を、望ましくない真菌および／または微生物による侵
襲および破壊に対して技術材料を保護するのに用いることができる。
【０１８５】
　本発明の文脈で技術材料は、工業用に作られた非生物材料と理解される。例えば、本発
明の活性材料によって微生物による変化または破壊から保護されるべき技術材料は、接着
剤、糊、紙およびボール紙、テキスタイル、カーペット、皮革、木材、塗料およびプラス
チック品、冷却潤滑剤および微生物によって侵襲もしくは破壊を受け得る他の材料である
ことができる。保護すべき材料の文脈の範囲内には、真菌および／または微生物の繁殖に
よって害を受け得る製造工場および建造物の一部、例えば冷却水循環路、冷却および加熱
システム、空調および換気システムもある。本発明の文脈の範囲内で、工業材料として好
ましく挙げられるものは、接着剤、糊、紙および板、皮革、木材、塗料、冷却潤滑剤およ
び熱伝達液などがあり、特に好ましいものは木材である。本発明による組み合わせは、劣
化、退色および脱色またはかび形成のような不利な作用を防止することができる。同様に
、本発明による活性化合物組み合わせおよび組成物は、対象物、特には海水または汽水と
接触する船舶の船体、篩、ネット、建築物、突堤および信号装置をコロニー形成に対して
保護するのに用いることができる。
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【０１８６】
　本発明による処理方法は、真菌および微生物の攻撃に対して貯蔵品を保護する分野でも
用いることができる。本発明によれば、「貯蔵品」という用語は、自然のライフサイクル
から取られた、長期間の保護が望まれる植物もしくは動物起源の天然物質またはそれの加
工形態を指すものと理解される。植物もしくは植物部分、例えば茎、葉、塊茎、種子、果
実もしくは穀粒などの植物由来の貯蔵品は、収穫されたばかりで、または前乾燥、加湿、
破砕、粉砕、加圧または焙焼などの加工形態後に保護することができる。貯蔵品の定義に
は、建築用材木、電柱および柵などの粗材木または家具もしくは木材製品などの完成製品
の形態のいずれであっても材木も含まれる。動物由来の貯蔵品は、獣皮、皮革、毛皮、毛
髪などである。本発明による組み合わせは、劣化、変色、退色またはかび形成などの不利
な作用を防ぐことができる。好ましくは「貯蔵品」は、植物由来の天然物質およびそれの
加工形態、より好ましくは果実およびそれの加工形態、例えば仁果、核果、軟果実および
柑橘類およびそれらの加工形態を指すものと理解される。
【０１８７】
　本発明によって処理することができる真菌疾患の病原体をいくつか、例として挙げるこ
とができるが、それに限定されるものではない。
【０１８８】
　ウドンコ病の病原体によって引き起こされる病害、例えばブルメリア・グラミニス（Ｂ
ｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）などのブルメリア（Ｂｌｕｍｅｒｉａ）種；ポドス
ファエラ・ロイコトリカ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）などのポ
ドスファエラ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）種；スファエロセカ・フリギネア（Ｓｐｈａｅ
ｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）などのスファエロセカ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃ
ａ）種；ウンシヌラ・ネケータ（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）などのウンシヌラ
（Ｕｎｃｉｎｕｌａ）種；
　さび病病原体によって引き起こされる病害、例えばギムノスポランギウム・サビナエ（
Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）などのギムノスポランギウム（Ｇｙ
ｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ）種；ヘミレイア・バスタトリックス（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　
ｖａｓｔａｔｒｉｘ）などのヘミレイア（Ｈｅｍｉｌｅｉａ）種；ファコプソラ・パチラ
イジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）およびファコプソラ・マイボミア
エ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）などのファコスプソラ（Ｐｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ）種；プッシニア・レコンディタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）ま
たはプッシニア・トリチシナ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ）などのプッシニ
ア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）種；ウロミセス・アッペンディキュラタス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　
ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）などのウロミセス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ）種；
　卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）群の病原体によって引き起こされる病害、例えばブレミ
ア・ラクチュカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）などのブレミア（Ｂｒｅｍｉａ）
種；ペロノスポラ・ピシ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐｉｓｉ）またはＰ．ブラッシカエ
（Ｐ．　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）などのペロノスポラ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）種；フィ
トフソラ・インフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）などの
フィトフソラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）種；プラスモパラ・ビチコラ（Ｐｌａｓｍｏ
ｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）などのプラスモパラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ）種；シュー
ドペロノスポラ・フムリ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌｉ）または
シュードペロノスポラ・キュベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅ
ｎｓｉｓ）などのシュードペロノスポラ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）種；ピ
チウム・ウルティマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）などのピチウム（Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ）種；
　以下のものによって引き起こされる葉枯病（ｌｅａｆ　ｂｌｏｔｃｈ　ｄｉｓｅａｓｅ
ｓ）および葉萎凋病（ｌｅａｆ　ｗｉｌｔ　ｄｉｓｅａｓｅｓ）、例えばアルテルナリア
・ソラニ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）などのアルテルナリア（Ａｌｔｅｍａ
ｒｉａ）種；セルコスポラ・ベチコラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）など
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のセルコスポラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ）種；クラジオスポリウム・キュキュメリナム（
Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｎｕｍ）などのクラジオスポリウム（Ｃ
ｌａｄｉｏｓｐｏｒｕｍ）種；コクリオボラス・サティブス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ
　ｓａｔｉｖｕｓ）（分生子型：ドレクスレラ（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ）、同義語：ヘル
ミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ））などのコクリオボラス（Ｃｏ
ｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ）種；コレトトリカム・リンデムサニウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉ
ｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈａｎｉｕｍ）などのコレトトリカム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒ
ｉｃｈｕｍ）種；シクロコニウム・オレアギナム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇ
ｉｎｕｍ）などのシクロコニウム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ）種；ディアポルテ・シトリ
（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）などのディアポルテ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ）種；エ
ルシノエ・フォーセッティイ（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉｉ）などのエルシノエ
（Ｅｌｓｉｎｏｅ）種；グレオスポリウム・ラエティカラー（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ
　ｌａｅｔｉｃｏｌｏｒ）などのグレオスポリウム種（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ）；グ
ロメレラ・シンギュラータ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）などのグロメ
レラ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ）種；ギニャルディア・ビドウェリ（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ
　ｂｉｄｗｅｌｌｉ）などのギニャルディア（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ）種；レプトスファ
エリア・マキュランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）などのレプト
スファエリア（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ）種；マグナポルテ・グリージー（Ｍａｇｎ
ａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）などのマグナポルテ（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ）種；ミ
クロドチウム・ニバル（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍｕ　ｎｉｖａｌｅ）などのミクロドチ
ウム（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍｕ）種；マイコスファエレラ・グラミニコラ（Ｍｙｃｏ
ｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）およびＭ．フィジエンシス（Ｍ．　ｆ
ｉｊｉｅｎｓｉｓ）などのマイコスファエレラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ）種；フ
ェオスファエリア・ノドラム（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）などのフ
ェオスファエリア（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ）種；ピレノフォラ・テレス（Ｐｙｒｅ
ｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）などのピレノフォラ（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）種；ラム
ラリア・コロシグニ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）などのラムラリア
（Ｒａｍｕｌａｒｉａ）種；リンコスポリウム・セカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕ
ｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）などのリンコスポリウム（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）種；セ
プトリア・アピイ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ａｐｉｉ）などのセプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ
）種；チフラ・インカルナータ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔａ）などのチフラ（
Ｔｙｐｈｕｌａ）種；ベンチュリア・イナエキュアリス（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑ
ｕａｌｉｓ）などのベンチュリア（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）種；
　以下のものによって引き起こされる根および茎の病害、例えばコルチシウム・グラミネ
アラム（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）などのコルチシウム（Ｃｏｒｔ
ｉｃｉｕｍ）種；フサリウム・オキシスポラム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ
）などのフサリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）種；ゲウマノミセス・グラミニス（Ｇａｅｕｍ
ａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）などのゲウマノミセス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍ
ｙｃｅｓ）種；リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）などの
リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）種；タペシア・アキュフォルミス（Ｔａｐｅｓ
ｉａ　ａｃｕｆｏｒｍｉｓ）などのタペシア（Ｔａｐｅｓｉａ）種；チエラビオプシス・
バシコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）などのチエラビオプシス（
Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ）種；
　以下のものによって引き起こされる穂および円錐花序の病害（トウモロコシ穂軸など）
、例えばアルテルナリア属（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）などのアルテルナリア（
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）種；アスペルギルス・フラバス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌ
ａｖｕｓ）などのアスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）種；クラドスポリウム・ク
ラドスポリオイデス（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅｓ）な
どのクラドスポリウム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）種；クラビセプス・パープレア（Ｃ
ｌａｖｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）などのクラビセプス（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ）種；
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フサリウム・クルモラム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）などのフサリウム（Ｆ
ｕｓａｒｉｕｍ）種；ギッベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ）などのギ
ッベレラ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ）種；モノグラフェラ・ニバリス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ
ｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）などのモノグラフェラ（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ）種；
セプトリア・ノドラム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）などのセプトリア（Ｓｅｐ
ｔｏｒｉａ）種；
　以下の黒穂菌（ｓｍｕｔ　ｆｕｎｇｉ）によって引き起こされる病害、例えばスファセ
ロセカ・ライリアナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）などのスファセ
ロセカ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ）種；ティレチア・カリエス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　
ｃａｒｉｅｓ）、Ｔ．コントロベルサ（Ｔ．ｃｏｎｔｒｏｖｅｒｓａ）などのティレチア
（Ｔｉｌｌｅｔｉａ）種；ウロシスティス・オキュラータ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｏｃｃ
ｕｌｔａ）などのウロシスティス（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ）種；ウスティラゴ・ヌーダ（Ｕ
ｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）、Ｕ．ヌーダ・トリチシ（Ｕ．　ｎｕｄａ　ｔｒｉｔｉｃｉ
）などのウスティラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ）種；
　以下のものによって引き起こされる果実腐敗、例えばアスペルギルス・フラバス（Ａｓ
ｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）などのアスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）
種；ボトリティス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）などのボトリティス
（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）種；ペニシリウム・エクスパンサム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅ
ｘｐａｎｓｕｍ）およびＰ．プルプロゲナム（Ｐ．ｐｕｒｐｕｒｏｇｅｎｕｍ）などのペ
ニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）種；スクレロティニア・スクレロティオラム（Ｓ
ｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）などのスクレロティニア（Ｓｃｌｅ
ｒｏｔｉｎｉａ）種；ベルティシリウム・アルボアトラム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ａ
ｌｂｏａｔｒｕｍ）などのベルティシリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ）種；
　以下のものによって引き起こされる種子および土壌伝染性の腐敗病および枯れ病ならび
に苗の病害、例えばフサリウム・カルモラム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）な
どのフサリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）種；フィトフソラ・カクトラム（Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）などのフィトフソラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）種；ピ
チウム・ウルティマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）などのピチウム（Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ）種；リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）などのリゾ
クトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）種；スクレロティウム・ロルフシイ（Ｓｃｌｅｒｏ
ｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）などのスクレロティウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ）種；
　以下のものによって引き起こされる癌性病、こぶ病およびてんぐ巣病、例えばネクトリ
ア・ガリゲナ（Ｎｅｃｔｒｉａ　ｇａｌｌｉｇｅｎａ）などのネクトリア（Ｎｅｃｔｒｉ
ａ）種；
　以下のものによって引き起こされる枯れ病、例えばモニリニア・ラクサ（Ｍｏｎｉｌｉ
ｎｉａ　ｌａｘａ）などのモニリニア（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ）種；
　以下のものによって引き起こされる葉、花および果実の奇形、例えばタフリナ・デフォ
ルマンス（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｄｅｆｏｒｍａｎｓ）などのタフリナ（Ｔａｐｈｒｉｎａ
）種；
　以下のものによって引き起こされる木材植物の変性病、例えばファエモニエラ・クラミ
ドスポラ（Ｐｈａｅｍｏｎｉｅｌｌａ　ｃｌａｍｙｄｏｓｐｏｒａ）およびファエオアク
レモニウム・アレオフィラム（Ｐｈａｅｏａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ　ａｌｅｏｐｈｉｌｕｍ
）およびフォミチポリタ・メジテラネア（Ｆｏｍｉｔｉｐｏｒｉａ　ｍｅｄｉｔｅｒｒａ
ｎｅａ）などのエスカ（Ｅｓｃａ）種；
　以下のものによって引き起こされる花および種子の病害、例えばボトリティス・シネレ
ア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）などのボトリティス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）種；
　以下のものによって引き起こされる植物塊茎の病害、例えばリゾクトニア・ソラニ（Ｒ
ｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）などのリゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）
種；ヘルミントスポリウム・ソラニ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ
）などのヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）種；
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　下記のような細菌性病原体によって引き起こされる病害、例えばキサントモナス・キャ
ンペストリスｐｖ．オリザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．
　ｏｒｙｚａｅ）などのキサントモナス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ）種；シュードモナス
・シリンガエｐｖ．ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．
　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）などのシュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）種；エルウ
ィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）などのエルウィニア（Ｅｒ
ｗｉｎｉａ）種。
【０１８９】
　下記の大豆病害を防除することが好ましい。
【０１９０】
　以下のものによって引き起こされる葉、茎、鞘および種子に対する真菌病害、例えばア
ルテルナリア葉斑点病（ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（アルテルナリア
属種アトランス・テニュイッシマ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｅｃ．　ａｔｒａｎｓ　
ｔｅｎｕｉｓｓｉｍａ））、炭疽病（コレトトリカム・グロエオスポロイデス・デマティ
ウム亜種トランケイタム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｏｉｄｅ
ｓ　ｄｅｍａｔｉｕｍ　ｖａｒ．　ｔｒｕｎｃａｔｕｍ））、褐斑病（ｂｒｏｗｎ　ｓｐ
ｏｔ）（セプトリア・グリシネス（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、セルコス
ポラ葉斑点病（ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）および焼枯れ病（ｂｌｉｇ
ｈｔ）（セクロスポラ・キクチイ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ））、コア
ネフォラ葉焼枯れ病（ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（コアネフォ
ラ・インファンディブリフェラ・トリスポラ（Ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｉｎｆｕｎｄｉ
ｂｕｌｉｆｅｒａ　ｔｒｉｓｐｏｒａ）（同義））、ダクチュリオフォラ葉斑点病（ｄａ
ｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（ダクチュリオフォラ・グリシネス（Ｄ
ａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、べと病（ｄｏｗｎｙ　ｍｉｌｄｅｗ
）（ペロノスポラ・マンシュリカ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｍａｎｓｈｕｒｉｃａ））
、ドレクスレラ焼枯れ病（ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｂｌｉｇｈｔ）（ドレクスレラ・グリ
シニ（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｉ））、葉輪紋病（ｆｒｏｇｅｙｅ　ｌｅａ
ｆ　ｓｐｏｔ）（セルコスポラ・ソジナ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ））、レ
プトスファエルリナ葉斑点病（ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ
）（レプトスファエルリナ・トリフォリイ（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ　ｔｒｉ
ｆｏｌｉｉ））、フィロスティカ葉斑点病（ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏ
ｔ）（フィロスティカ・ソジャエコラ（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ　ｓｏｊａｅｃｏｌａ
））、鞘および茎の焼枯れ病（フォモプシス・ソジャエ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｏｊａ
ｅ））、うどんこ病（ｐｏｗｄｅｒｙ　、ｍｉｌｄｅｗ）（ミクロスファエラ・ディフュ
ーザ（Ｍｉｃｒｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ））、ピレノチャエタ葉斑点病（ｐｙ
ｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（ピレノチャエタ・グリシネス（Ｐｙｒｅ
ｎｏｃｈａｅｔａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、リゾクトニア・エリアル（ｒｈｉｚｏｃｔｏ
ｎｉａ　ａｅｒｉａｌ）、葉および膜の焼枯れ病（リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃ
ｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ））、さび病（ファコプソラ・パチライジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏ
ｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）、ファコプソラ・メイドミエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍ
ｅｉｄｏｍｉａｅ））、黒星病（スファセロマ・グリシネス（Ｓｐｈａｃｅｌｏｍａ　ｇ
ｌｙｃｉｎｅｓ））、ステムフィリウム葉焼枯れ病（ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｌｅａｆ
　ｂｌｉｇｈｔ）（ステムフィリウム・ボトリオサム（Ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｂｏｔ
ｒｙｏｓｕｍ））、輪紋病（コリネスポラ・カッシイコラ（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃ
ａｓｓｉｉｃｏｌａ））。
【０１９１】
　下記のものによって引き起こされる根および茎基部の真菌病、例えば黒根腐病（ｂｌａ
ｃｋ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（カロネクトリア・クロタラリアエ（Ｃａｌｏｎｅｃｔｒｉａ
　ｃｒｏｔａｌａｒｉａｅ））、炭腐病（マクロフォミナ・ファセオリナ（Ｍａｃｒｏｐ
ｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌｉｎａ））、フザリウム焼枯病（ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｂｌ
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ｉｇｈｔ）または萎凋病（ｗｉｌｔ）、根腐れ病ならびに鞘および頸部腐れ病（ｒｏｔ）
（フザリウム・オキシスポラム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、フザリウム
・オルトセラス（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｒｔｈｏｃｅｒａｓ）、フザリウム・セミテクタ
ム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｅｍｉｔｅｃｔｕｍ）、フザリウム・エクイセチ（Ｆｕｓａｒ
ｉｕｍ　ｅｑｕｉｓｅｔｉ）、マイコレプトディスカス根腐れ病（ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄ
ｉｓｃｕｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（マイコレプトディスカス・テレストリス（Ｍｙｃｏｌ
ｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ））、ネオコスモスポラ（ｎｅｏｃｏｓｍ
ｏｓｐｏｒａ）（ネオコスモスポラ・バスインフェクタ（Ｎｅｏｃｏｓｍｏｐｓｐｏｒａ
　ｖａｓｉｎｆｅｃｔａ））、鞘および茎の焼枯病（ｂｌｉｇｈｔ）（ディアポルセ・フ
ァセオロラム（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ））、枝枯れ病（ディアポ
ルセ・ファセオロラム亜種カウリボラ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ　
ｖａｒ．　ｃａｕｌｉｖｏｒａ））、フィトフトラ腐れ病（ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｒｏｔ）（フィトフトラ・メガスペルマ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍｅｇａｓｐｅｒ
ｍａ））、褐色茎腐れ病（ｂｒｏｗｎ　ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）（フィアロフォラ・グレガー
タ（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ　ｇｒｅｇａｔａ））、ピチウム腐れ病（ｐｙｔｈｉｕｍ　
ｒｏｔ）（ピチウム・アファニデルマタム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔ
ｕｍ）、ピチウム・イレギュラーレ（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｅｒｅ）、ピチ
ウム・デバリアナム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂａｒｙａｎｕｍ）、ピチウム・ミリオチラ
ム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ）、ピチウム・ウルティマム（Ｐｙｔｈｉｕ
ｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ））、リゾクトニア根腐れ病（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｒｏｏｔ　
ｒｏｔ）、茎腐敗および立枯病（リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏ
ｌａｎｉ））、スクレロティニア茎腐敗病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｔｅｍ　ｄｅｃ
ａｙ）（スクレロティニア・スクレロティオラム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒ
ｏｔｉｏｒｕｍ））、スクレロティニア白絹病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　Ｓｏｕｔｈｅ
ｒｎ　ｂｌｉｇｈｔ）（スクレロティニア・ロルフシイ（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｒｏ
ｌｆｓｉｉ））、チエラビオプシス根腐れ病（ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｒｏｏｔ　
ｒｏｔ）（チエラビオプシス・バシコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌ
ａ））。
【０１９２】
　上記微生物の抵抗性株を防除することも可能である。
【０１９３】
　工業材料を劣化又は変化させることができる微生物として挙げることができるものは、
例えば、細菌類、菌類、酵母類、藻類及び粘菌類（ｓｌｉｍｅ　ｏｒｇａｎｉｓｍｓ）な
どである。本発明の活性化合物は、好ましくは、菌類、特に、カビ類、材木を変色させる
菌類及び材木を破壊する菌類（担子菌類（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ））、並びに、
粘菌類及び藻類に対して作用する。以下の属の微生物を例として挙げることができる：　
例えば、アルテルナリア・テヌイス（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｔｅｎｕｉｓ）などのアル
テルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）；　例えば、アスペルギルス・ニゲル（Ａｓｐｅｒ
ｇｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｅｒ）などのアスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）；　例え
ば、カエトミウム・グロボスム（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｇｌｏｂｏｓｕｍ）などのカエ
トミウム（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ）；　例えば、コニオホラ・プエタナ（Ｃｏｎｉｏｐｈ
ｏｒａ　ｐｕｅｔａｎａ）などのコニオホラ（Ｃｏｎｉｏｐｈｏｒａ）；　例えば、レン
チヌス・チグリヌス（Ｌｅｎｔｉｎｕｓ　ｔｉｇｒｉｎｕｓ）などのレンチヌス（Ｌｅｎ
ｔｉｎｕｓ）；　例えば、ペニシリウム・グラウクム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｇｌａ
ｕｃｕｍ）などのペニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）；　例えば、ポリポルス・ベ
ルシコロル（Ｐｏｌｙｐｏｒｕｓ　ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）などのポリポルス（Ｐｏｌｙ
ｐｏｒｕｓ）；　例えば、アウレオバシジウム・プルランス（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕ
ｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）などのアウレオバシジウム（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ）；
　例えば、スクレロホマ・ピチオフィラ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｏｍａ　ｐｉｔｙｏｐｈｉｌ
ａ）などのスクレロホマ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｏｍａ）；　例えば、トリコデルマ・ビリデ
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（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒｉｄｅ）などのトリコデルマ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍ
ａ）；　例えば、エシェリキア・コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）などのエシ
ェリキア（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ）；　例えば、シュードモナス・アエルギノサ（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）のどのシュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ）；及び、例えば、スタフィロコッカス・アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）などのスタフィロコッカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ）。
【０１９４】
　さらに、本発明による式（Ｉ）で表される化合物は、極めて優れた抗真菌活性も示す。
それらは、極めて広い抗真菌活性スペクトルを有しており、特に、皮膚糸状菌、並びに、
酵母菌、カビ及び二相性真菌類に対して〔例えば、例えば、カンジダ・アルビカンス（Ｃ
ａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）、カンジダ・グラブラタ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｌａｂ
ｒａｔａ）などのカンジダ属各種（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）に対して〕、並び
に、エピデルモフィトン・フロコスム（Ｅｐｉｄｅｒｍｏｐｈｙｔｏｎ　ｆｌｏｃｃｏｓ
ｕｍ）、例えば、アスペルギルス・ニゲル（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｅｒ）及び
アスペルギルス・フミガツス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ）などのア
スペルギルス属各種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、トリコフィ
トン・メンタグロフィテス（Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｍｅｎｔａｇｒｏｐｈｙｔｅｓ
）などのトリコフィトン属各種（Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば
、ミクロスポロン・カニス（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ｃａｎｉｓ）及びミクロスポロン
・アウドウイニイ（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ａｕｄｏｕｉｎｉｉ）などのミクロスポロ
ン属各種（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ｓｐｅｃｉｅｓ）などに対して、極めて広い抗真菌
活性スペクトルを有している。これら菌類のリストは、包含され得る真菌スペクトルを決
して限定するものではなく、単に例示のためのものである。
【０１９５】
　本発明による化合物を施用する場合、その施用量は、広い範囲内で変えることができる
。本発明による処理方法において通常施用される活性化合物の薬量／施用量は、一般に、
及び、有利には、以下のとおりである：
　・　植物の部分、例えば、葉を処理する場合（茎葉処理）：　０．１～１０，０００ｇ
／ｈａ、好ましくは、１０～１，０００ｇ／ｈａ、さらに好ましくは、５０～３００ｇ／
ｈａ；　灌注施用又は滴下施用の場合、特に、ロックウール又はパーライトなどの不活性
底土を用いる場合は、上記薬量はさらに低減させることができる；
　・　種子処理の場合：　種子１００ｋｇ当たり２～２００ｇ、好ましくは、種子１００
ｋｇ当たり３～１５０ｇ、さらに好ましくは、種子１００ｋｇ当たり２．５～２５ｇ、一
層さらに好ましくは、種子１００ｋｇ当たり２．５～１２．５ｇ；
　・　土壌処理の場合：　０．１～１０，０００ｇ／ｈａ、好ましくは、１～５，０００
ｇ／ｈａ。
【０１９６】
　本明細書中に示されている薬量は、本発明による方法を例証する例として挙げられてい
る。当業者は、特に処理対象の植物又は作物の種類に照らして、当該施用薬量を適合させ
る方法を知るであろう。
【０１９７】
　本発明による組合せは、処理後ある一定の期間、病害虫（ｐｅｓｔ）及び／又は植物病
原性菌類及び／又は微生物類に対して植物を保護するために用いることができる。保護が
有効となる期間は、植物が該組合せで処理されてから、一般に、１～２８日間、好ましく
は、１～１４日間、さらに好ましくは、１～１０日間、一層さらに好ましくは、１～７日
間にわたり、又は、植物の繁殖器官が処理されてから、最大で２００日間にわたる。
【０１９８】
　さらに、本発明による組み合わせおよび組成物を用いて、植物および収穫された植物材
料、従ってそれから製造された食品および動物飼料におけるマイコトキシンの含有量を減
らすこともできる。特には、下記のマイコトキシン：デオキシニバレノール（ＤＯＮ）、
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ニバレノール、１５－Ａｃ－ＤＯＮ、３－Ａｃ－ＤＯＮ、Ｔ２－およびＨＴ２－毒素、フ
モニシン類、ゼアラレノン、モニリホルニン、フザリン、ジアセトキシスシルペノール（
ＤＡＳ）、ボーベリシン、エンニアチン、フザロプロリフェリン、フザレノール、オクラ
トキシン類、パツリン、麦角アルカロイド類およびアフラトキシン類を挙げることができ
（これらに限定されるものではない）、これらは、例えば以下の真菌病：フザリウム・ア
クミナツム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ａｃｕｍｉｎａｔｕｍ）、フザリウム・アベナセウム（
Ｆ．　ａｖｅｎａｃｅｕｍ）、フザリウム・クロオクウェレンセ（Ｆ．　ｃｒｏｏｋｗｅ
ｌｌｅｎｓｅ）、フザリウム・クルモルム（Ｆ．　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）、フザリウム・グ
ラミネアルム（Ｆ．　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）（ジベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌ
ｌａ　ｚｅａｅ））、フザリウム・エクイセチ（Ｆ．　ｅｑｕｉｓｅｔｉ）、フザリウム
・フジコロイ（Ｆ．　ｆｕｊｉｋｏｒｏｉ）、フザリウム・ムサルム（Ｆ．　ｍｕｓａｒ
ｕｍ）、フザリウム・オキシスポルム（Ｆ．　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、フザリウム・プロ
リフェラツム（Ｆ．　ｐｒｏｌｉｆｅｒａｔｕｍ）、フザリウム・ポアエ（Ｆ．　ｐｏａ
ｅ）、フザリウム・シュードグラミネアルム（Ｆ．　ｐｓｅｕｄｏｇｒａｍｉｎｅａｒｕ
ｍ）、フザリウム・サムブシヌム（Ｆ．　ｓａｍｂｕｃｉｎｕｍ）、フザリウム・シルピ
（Ｆ．　ｓｃｉｒｐｉ）、フザリウム・セミテクツム（Ｆ．　ｓｅｍｉｔｅｃｔｕｍ）、
フザリウム・ソラニ（Ｆ．　ｓｏｌａｎｉ）、フザリウム・スポロトリコイデス（Ｆ．　
ｓｐｏｒｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）、フザリウム・ラングセチアエ（Ｆ．　ｌａｎｇｓｅ
ｔｈｉａｅ）、フザリウム・セブグルチナンス（Ｆ．　ｓｕｂｇｌｕｔｉｎａｎｓ）、フ
ザリウム・トリシンクツム（Ｆ．　ｔｒｉｃｉｎｃｔｕｍ）、フザリウム・ベルチシリオ
イデス（Ｆ．　ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｏｉｄｅｓ）などのフザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ
）種などによって、さらにはアスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）種、ペニシリウ
ム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）種、クラビセプス・プルプレア（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｐ
ｕｒｐｕｒｅａ）、スタキボトリス（Ｓｔａｃｈｙｂｏｔｒｙｓ）種などを挙げることが
できるが、これらに限定されるものではない。
【０１９９】
　本発明による活性化合物組み合わせの良好な殺菌活性は、下記の実施例から明らかであ
る。個々の活性化合物が示す殺菌活性は弱いが、当該組み合わせは、活性の単純な加算を
超える活性を有する。
【０２００】
　活性化合物組み合わせの殺菌活性が、個別に施用した場合の活性化合物の活性の合計を
超える場合には、殺菌剤の相乗効果は常に存在する。
【０２０１】
　２種類の活性化合物の所定の組み合わせについての予想される活性は、下記のように計
算することができる（Ｃｏｌｂｙ，　Ｓ．　Ｒ．，　″Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎ
ｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　Ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈ
ｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ″，Ｗｅｅｄｓ　１９６７，　１５，　２
０－２２参照）。
【０２０２】
　Ｘは、活性化合物Ａを施用量ｍｐｐｍ（またはｇ／ｈａ）で施用した場合の効力であり
、
　Ｙは、活性化合物Ｂを施用量ｎｐｐｍ（またはｇ／ｈａ）で施用した場合の効力であり
、
　Ｅは、活性化合物ＡおよびＢをそれぞれｍおよびｎｐｐｍ（またはｇ／ｈａ）で施用し
た場合の効力であり、
【０２０３】
【数１】
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である。
【０２０４】
　％で表される効力度を示す。０％は対照の効力に相当する効力を意味し、１００％の効
力は、病害が全く観察されないことを意味する。
【０２０５】
　実際の殺菌活性が計算値を超える場合、組み合わせの活性は超相加的であり、すなわち
相乗効果が存在する。この場合、実際に観察された効力は、上記式から計算される予想効
力についての値（Ｅ）より大きいものでなければならない。
【０２０６】
　相乗効果を示す別の方法は、Ｔａｍｍｅｓの方法である（″Ｉｓｏｂｏｌｅｓ、ａ　ｇ
ｒａｐｈｉｃ　ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｓｙｎｅｒｇｉｓｍ　ｉｎ　ｐｅ
ｓｔｉｃｉｄｅｓ″，　Ｎｅｔｈ．　Ｊ．　Ｐｌａｎｔ　Ｐａｔｈ．，　１９６４，　７
０，　７３－８０参照）。
【０２０７】
　下記の実施例によって、本発明を説明する。しかしながら、本発明はこれら実施例に限
定されるものではない。
【実施例】
【０２０８】
　２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４
－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェ
ニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－
２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン（Ｉ－４）
　４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－
１－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル
　４－｛４－［（Ｚ／Ｅ）－（ヒドロキシイミノ）メチル］－１，３－チアゾール－２－
イル｝ピペリジン－１－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル（１．７５ｇ）および３，５－ジフ
ルオロ－４－ビニルフェノール（１．０５ｇ）の酢酸エチル（４５ｍＬ）中溶液に室温で
、重炭酸カリウム（２．８１ｇ）およびＮ－クロロコハク酸イミド（０．９０ｇ）を加え
、次に水１滴を加えた。反応混合物を６０℃で４時間撹拌し、次に酢酸エチルおよび水と
混合し、酢酸エチルで抽出した。有機抽出液を硫酸ナトリウムで脱水し、減圧下に濃縮し
た。残留物をクロマトグラフィーによって精製した。これによって、４－｛４－［５－（
２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾ
ール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－カルボン酸ｔｅｒ
ｔ－ブチル（０．６２ｇ）を得た。
【０２０９】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、４００ＭＨｚ）：δｐｐｍ：１．４１（ｓ、９Ｈ）、
１．４８－１．６２（ｍ、２Ｈ）、１．９８－２．０８（ｍ、２Ｈ）、２．８１－２．９
６（ｍ、２Ｈ）、３．４５（ｄｄ、１Ｈ）、３．８０（ｄｄ、１Ｈ）、３．９６－４．０
６（ｍ、２Ｈ）、５．８７（ｄｄ、１Ｈ）、６．５０（ｍ、２Ｈ）、７．９８（ｓ、１Ｈ
）、１０．５０（ｓ、１Ｈ）。
【０２１０】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３，２４。
【０２１１】
　ＭＳ（ＥＳＩ）：３６６（［Ｍ－Ｃ（ＣＨ３）３ＯＣＯ＋Ｈ］＋）。
【０２１２】
　４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジニウ
ムクロライド
　４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒド
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ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－
１－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル（６２０ｍｇ）のジクロロメタン（４ｍＬ）中溶液に０
℃で４Ｍ塩化水素／１，４－ジオキサン溶液（８．５ｍＬ）を滴下した。反応混合物を０
℃で撹拌し、徐々に昇温させて室温とした。室温で３時間撹拌後、溶媒および過剰の塩化
水素を除去した。これによって、４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキ
シフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾ
ール－２－イル｝ピペリジニウムクロライド（４９２ｍｇ）を得た。
【０２１３】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、４００ＭＨｚ）：δｐｐｍ：１．４１（ｓ、９Ｈ）、
１．４８－１．６２（ｍ、２Ｈ）、１．９８－２．０８（ｍ、２Ｈ）、２．８１－２．９
６（ｍ、２Ｈ）、３．４５（ｄｄ、１Ｈ）、３．８０（ｄｄ、１Ｈ）、３．９６－４．０
６（ｍ、２Ｈ）、５．８７（ｄｄ、１Ｈ）、６．５０（ｍ、２Ｈ）、７．９８（ｓ、１Ｈ
）、１０．５０（ｓ、１Ｈ）。
【０２１４】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：０．９８。
【０２１５】
　ＭＳ（ＥＳＩ）：３６６（［Ｍ－Ｃｌ＋Ｈ］＋）。
【０２１６】
　２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４
－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－
イル）エタノン
　溶液Ａ：［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］酢酸（
３０５ｍｇ）のジクロロメタン（１０ｍＬ）中溶液に、室温で、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルム
アミド１滴およびオキサリルクロライド（０．３２０ｍＬ）を滴下した。室温で２時間撹
拌後、溶媒を除去し、残留物をジクロロメタン（５ｍＬ）に再度解かした（溶液Ａ）。
【０２１７】
　４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジニウ
ムクロライド（４９２ｍｇ）のジクロロメタン（１４ｍＬ）中溶液に室温でトリエチルア
ミン（１．７ｍＬ）を加えた。１５分後、溶液Ａを滴下した。室温で終夜撹拌後、反応混
合物を水と混合し、酢酸エチルで抽出した。有機抽出液を硫酸ナトリウムで脱水し、減圧
下に濃縮した。残留物をクロマトグラフィーによって精製した。これによって、２－［３
，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［
５－（２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オ
キサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタ
ノン（３６０ｍｇ）を得た。
【０２１８】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、４００ＭＨｚ）：δｐｐｍ：１．５１－１．６１（ｍ
、１Ｈ）、１．７７－１．８５（ｍ、１Ｈ）、２．０６－２．１７（ｍ、２Ｈ）、２．７
９－２．８７（ｍ、１Ｈ）、３．２３－３．３１（ｍ、１Ｈ）、３．４６（ｄｄ、１Ｈ）
、３．８１（ｄｄ、１Ｈ）、３．９３－４．００（ｍ、１Ｈ）、４．３１－４．３９（ｍ
、１Ｈ）、５．３２－５．４８（ｍ、２Ｈ）、５．８８（ｄｄ、１Ｈ）、６．４９（ｍ、
２Ｈ）、６．９１（ｓ、１Ｈ）、７．０４（ｔ、１Ｈ）、７．１８（ｔ、１Ｈ）、８．０
１（ｓ、１Ｈ）、１０．７２（ｓ、１Ｈ）。
【０２１９】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．５８。
【０２２０】
　ＭＳ（ＥＳＩ）：５７４（［Ｍ＋Ｈ］＋）。
【０２２１】
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　２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４
－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェ
ニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－
２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン
　２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４
－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－４－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－
イル）エタノン（３８４ｍｇ）および炭酸カリウム（１３８ｍｇ）のＮ，Ｎ－ジメチルホ
ルムアミド（１８ｍＬ）中溶液に、室温でヨウ化カリウム（６１ｍｇ）および３－ブロモ
プロプ－１－イン（１２７ｍｇ）を加える。反応混合物を８０℃で９時間撹拌する。次に
、混合物を希塩酸と混合し、酢酸エチルで抽出する。合わせた有機相を硫酸ナトリウムで
脱水し、濃縮する。カラムクロマトグラフィーによる精製によって、２－［３，５－ビス
（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛５－［２，
６－ジフルオロ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒ
ドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン
－１－イル］エタノン（６０ｍｇ）を得る。
【０２２２】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、４００ＭＨｚ）：δｐｐｍ：１．５１－１．６５（ｍ
、１Ｈ）、１．７４－１．８８（ｍ、１Ｈ）、２．０５－２．１９（ｍ、２Ｈ）、２．８
０－２．９１（ｍ、１Ｈ）、３．５０（ｄｄ、１Ｈ）、３．６５（ｔ、１Ｈ）、３．８５
（ｄｄ、１Ｈ）、３．９３－４．０３（ｍ、１Ｈ）、４．３１－４．４１（ｍ、１Ｈ）、
４．８８（ｄ、２Ｈ）、５．３１－５．４８（ｍ、２Ｈ）、５．９２（ｄｄ、１Ｈ）、６
．８５（ｍ、２Ｈ）、６．９０（ｓ、１Ｈ）、７．０２（ｔ、１Ｈ）、７．１８（ｔ、１
Ｈ）、８．０２（ｓ、１Ｈ）。
【０２２３】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３．３０。
【０２２４】
　ＭＳ（ＥＳＩ）：６１２（［Ｍ＋Ｈ］＋）。
【０２２５】
　２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４
－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－３－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェ
ニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－
２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン（Ｉ－７）
　４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－３－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－
１－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル
　４－｛４－［（ヒドロキシイミノ）メチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリ
ジン－１－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル（１．２７８ｇ）の酢酸エチル（８０ｍＬ）中溶
液に室温で、Ｎ－クロロコハク酸イミド（６５８ｍｇ）を加えた。６０℃で３０分間撹拌
後、室温で反応混合物に２，４－ジフルオロ－３－ビニルフェノール（７０５ｍｇ）、炭
酸水素カリウム（８２２ｍｇ）および次に水１滴を加えた。室温で終夜撹拌後、反応混合
物を酢酸エチルおよび水と混合し、酢酸エチルで抽出した。有機抽出液を硫酸ナトリウム
で脱水し、減圧下に濃縮した。残留物を、クロマトグラフィーによって精製した。これに
よって、４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－３－ヒドロキシフェニル）－４，５－
ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリ
ジン－１－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル（６５８ｍｇ）を得た。
【０２２６】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、４００ＭＨｚ）：δｐｐｍ：９．９２（ｓ、１Ｈ）、
８．０１（ｓ、１Ｈ）、７．０４－６．９０（ｍ、２Ｈ）、５．９６（ｄｄ、１Ｈ）、４
．０１（ｂｄ、２Ｈ）、３．９４－３．８４（ｍ、１Ｈ）、３．５０（ｄｄ、１Ｈ）、２
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．１０－２．００（ｍ、２Ｈ）、１．６３－１．５０（ｍ、２Ｈ）、１．４２（ｓ、９Ｈ
）。
【０２２７】
　２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４
－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－３－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－
イル）エタノン
　４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－３－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－
１－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル（３．９２ｇ）のジクロロメタン（１５ｍＬ）中溶液に
０℃で、４Ｍ塩化水素（１０当量）／１，４－ジオキサンを滴下した。反応混合物を０℃
で撹拌し、徐々に昇温させて室温とした。５時間撹拌後、溶媒および過剰の塩化水素を除
去した。これによって、４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－３－ヒドロキシフェニ
ル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２
－イル｝ピペリジニウムクロライドを得た（化合物Ａ）。
【０２２８】
　［３，５－ビス－（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］酢酸（２ｇ）
のジクロロメタン（４０ｍＬ）中溶液に０℃で、オキサリルクロライド（３．２７３ｇ）
およびＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド１滴を加える。反応混合物を室温で２時間撹拌する
。溶媒および過剰の試薬を減圧下に除去する。固体残留物を再度、ジクロロメタン（１５
ｍＬ）に溶かし、０℃で４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－３－ヒドロキシフェニ
ル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２
－イル｝ピペリジニウムクロライド（化合物Ａ）およびトリエチルアミン（５．０当量）
のジクロロメタン（１００ｍＬ）中溶液に滴下する。反応混合物を室温で終夜撹拌する。
次に、それを濃炭酸水素ナトリウム溶液と混合し、水相を除去し、酢酸エチルで抽出する
。合わせた有機相を硫酸ナトリウムで脱水し、濃縮する。カラムクロマトグラフィーによ
る精製によって、２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イ
ル］－１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－３－ヒドロキシフェニル）－４，
５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピ
ペリジン－１－イル）エタノン（１．８１８ｇ）を得る。
【０２２９】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、４００ＭＨｚ）：δｐｐｍ：９．９１（ｓ、１Ｈ）、
８．０３（ｓ、１Ｈ）、７．１８（ｔ、１Ｈ）、７．０３（ｔ、１Ｈ）、７．０２－６．
８８（ｍ、３Ｈ）、５．９６（ｄｄ、１Ｈ）、５．４０（ｑ、２Ｈ）、４．３６（ｂｄ、
１Ｈ）、４．０２－３．８４（ｍ、２Ｈ）、３．５５（ｄｄ、１Ｈ）、３．４５－３．２
２（ｍ、２Ｈ）、２．８４（ｔ、１Ｈ）、２．１１（ｔ、２Ｈ）、１．８８－１．７５（
ｍ、１Ｈ）、１．６５－１．５０（ｍ、１Ｈ）。
【０２３０】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．６１。
【０２３１】
　２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４
－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－３－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェ
ニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－
２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン
　２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４
－｛４－［５－（２，６－ジフルオロ－３－ヒドロキシフェニル）－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－
イル）エタノン（１．８２ｇ）および炭酸カリウム（６５７ｍｇ）のＮ，Ｎ－ジメチルホ
ルムアミド（１５ｍＬ）中溶液に室温で、ヨウ化カリウム（２８９ｍｇ）および３-ブロ
モプロプ－１－イン（７５５ｍｇ））（８０重量％トルエン中溶液）を加える。反応混合
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物を８０℃で４時間撹拌する。次に、混合物を飽和塩化アンモニウム水溶液と混合し、酢
酸エチルで抽出する。合わせた有機相を硫酸ナトリウムで脱水し、濃縮する。カラムクロ
マトグラフィーによる精製によって、２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－
ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛５－［２，６－ジフルオロ－３－（プロプ
－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－
３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１．
６８ｇ）が得られる。
【０２３２】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６、４００ＭＨｚ）：δｐｐｍ：８．０３（ｓ、１Ｈ）、
７．４６－７．２６（ｍ、１Ｈ）、７．１８（ｔ、１Ｈ）、７．２０－７．０８（ｍ、１
Ｈ）、７．０３（ｔ、１Ｈ）、６．９１（ｓ、１Ｈ）、５．９９（ｄｄ、１Ｈ）、５．４
０（ｑ、２Ｈ）、４．８９（ｄ、２Ｈ）、４．３５（ｂｓ、１Ｈ）、４．０６－３．８５
（ｍ、２Ｈ）、３．６４（ｔ、１Ｈ）、３．５４（ｄｄ、１Ｈ）、３．４６－３．２１（
ｍ、２Ｈ）、２．８４（ｔ、１Ｈ）、２．１２（ｔ、２Ｈ）、１．８９－１．７５（ｍ、
１Ｈ）、１．６５－１．５０（ｍ、１Ｈ）。
【０２３３】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３．１７。
【０２３４】
　下記の実施例を、これに従って合成することができる。
【０２３５】
　（Ｉ－１）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン　ｌｏｇｐ：３，２４［ｂ］；３，３４［ｃ］

　（Ｉ－２）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン　ｌｏｇｐ：３，０８［ｂ］；３，１４［ｃ］

　（Ｉ－３）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［３－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）
ピペリジン－１－イル］エタノン　ｌｏｇｐ：３，１６［ｂ］；３，２４［ｃ］

　（Ｉ－５）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－フルオロ－６－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン　ｌｏｇｐ：３，１５［ｂ］；３，１８
［ｃ］

　（Ｉ－６）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－クロロ－６－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フ
ェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール
－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン　ｌｏｇｐ：３，５１［ａ］；３，４［ｂ

］

　（Ｉ－８）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［５－フルオロ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
ル－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン　ｌｏｇｐ：３，３７［ｂ］；３，４４
［ｃ］

　（Ｉ－９）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［４－メトキシ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾー
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ｃ］

　（Ｉ－１０）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
］－１－［４－（４－｛５－［３－フルオロ－２－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ
）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾ
ール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン　ｌｏｇｐ：３，３７［ｂ］；３，４
８［ｃ］。
【０２３６】
　ｌｏｇＰ値の測定は、ＥＥＣ指針７９／８３１付属書Ｖ．Ａ８に従って、下記の方法を
用いる逆相カラムでのＨＰＬＣ（高速液体クロマトグラフィー）によって行った。
【０２３７】
　［ａ］測定は、溶離液として０．１％リン酸およびアセトニトリルを用いてｐＨ２．３
で行った。
【０２３８】
　［ｂ］ＬＣ－ＭＳの測定は、０．１％ギ酸／水でｐＨ２．７とし、溶離液としてアセト
ニトリル（０．１％ギ酸を含有）を１０％アセトニトリルから９５％アセトニトリルの勾
配で用いて行った。
【０２３９】
　［ｃ］ＬＣ－ＭＳによる測定は、１０ ％ アセトニトリル から ９５ ％ アセトニトリ
ルの直線勾配で 溶離液として０．００１Ｍ炭酸水素アンモニウム水溶液を用いて、 ｐＨ
 ７．８で行った。
【０２４０】
　較正は、ｌｏｇＰ値が既知である（連続するアルカノン間の線形補間により保持時間を
用いるｌｏｇＰ値の測定）分岐していないアルカン２－オン類（炭素原子数３から１６）
を用いて行った。λｍａｘ値は、２００ｎｍから４００ｎｍのＵＶスペクトラムおよびク
ロマトグラフィーシグナルのピーク値を用いて求めた。
【０２４１】
　ＮＭＲ ピークリスト
　選択された実施例の１Ｈ－ＮＭＲデータを、１Ｈ－ＮＭＲ－ピークリストの形態で記載
する。各シグナルピークに対して、区切りとして空白を設けてｐｐｍでのδ値とシグナル
強度を挙げる。δ値－シグナル強度のペア間には、区切りとしてセミコロンを設けている
。
【０２４２】
　従って、一つの実施例のピークリストは、次の形態となる。
【０２４３】
　δ１　強度１；δ２ 　強度２；．．．．．．；δｉ　強度ｉ；．．．．．．；δｎ　
強度ｎ

　ＮＭＲスペクトラムを測定した溶媒は、実施例番号の後、そしてＮＭＲ－ピークリスト
の前に、かぎ括弧内に記載している。
【０２４４】
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　ＮＭＲピークリスト法、詳細
　ピークリストの形でのＮＭＲデータの表示についての詳細な説明は、刊行物「特許出願
内のＮＭＲピークリストデータの引用（Ｃｉｔａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＮＭＲ　Ｐｅａｋｌｉ
ｓｔ　Ｄａｔａ　ｗｉｔｈｉｎ　Ｐａｔｅｎｔ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ）」（ｈｔｔ
ｐ：／／ｗｗｗ．ｒｄｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ．ｃｏ．ｕｋ／ｒｄ／ｆｒｅｅ／ＲＤ５６４
０２５．ｐｄｆ）にある。
【０２４５】
　生物実施例
　疫病菌試験（トマト）／予防的
　溶媒：アセトン２４．５重量部
　　　　ジメチルアセトアミド２４．５重量部
　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル１重量部
　好適な活性化合物製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定量の溶媒および乳化
剤と混和し、濃厚液を水で希釈して所望の濃度とする。
【０２４６】
　予防活性について調べるため、若い植物に活性化合物製剤を指定施用量で噴霧する。噴
霧コーティングを乾燥させた後、植物にフィトフトラ・インフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐ
ｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）の水系胞子懸濁液を接種する。次に、植物を、約２
０℃および相対空気湿度１００％のインキュベーションキャビネットに入れる。
【０２４７】
　接種から３日後に試験を評価する。０％は未処理対照の効力に相当する効力を意味し、
１００％の効力は疾患が認められないことを意味する。
【０２４８】
　下記の表は、本発明による活性化合物組み合わせの観察された活性が計算された活性よ
り高いこと、すなわち相乗効果が存在することを明瞭に示している。
【０２４９】
　表１
　疫病菌試験（トマト）／保護的
【０２５０】
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【表２】

　表２
　疫病菌試験（トマト）／保護的
【０２５１】
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【表３】

　表３
　疫病菌試験（トマト）／保護的
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【表４】

　表４
　疫病菌試験（トマト）／保護的
【０２５３】
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【表５】

　表５
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　疫病菌試験（トマト）／保護的
【０２５４】
【表６】

　実施例
　アルタナリア試験（トマト）／予防的
　溶媒：アセトン２４．５重量部
　　　　ジメチルアセトアミド２４．５重量部
　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル１重量部
　好適な活性化合物製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定量の溶媒および乳化
剤と混和し、濃厚液を水で希釈して所望の濃度とする。
【０２５５】
　予防活性について調べるため、若い植物に活性化合物製剤を指定施用量で噴霧する。噴
霧コーティングを乾燥させた後、植物にアルタナリア・ソラニ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　
ｓｏｌａｎｉ）の水系胞子懸濁液を接種する。次に、植物を、約２０℃および相対空気湿
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【０２５６】
　接種から３日後に試験を評価する。０％は未処理対照の効力に相当する効力を意味し、
１００％の効力は疾患が認められないことを意味する。
【０２５７】
　下記の表は、本発明による活性化合物組み合わせの観察された活性が計算された活性よ
り高いこと、すなわち相乗効果が存在することを明瞭に示している。
【０２５８】
　表６
　アルタナリア試験（トマト）／予防的
【０２５９】
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　表７
　アルタナリア試験（トマト）／予防的
【０２６０】
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　表８
　アルタナリア試験（トマト）／予防的
【０２６１】
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　表９
　アルタナリア試験（トマト）／予防的
【０２６２】
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【表１０】

　実施例
　ベンチュリア試験（リンゴ）／予防的
　溶媒：アセトン２４．５重量部
　　　　ジメチルアセトアミド２４．５重量部
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　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル１重量部
　好適な活性化合物製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定量の溶媒および乳化
剤と混和し、濃厚液を水で希釈して所望の濃度とする。
【０２６３】
　予防活性について調べるため、若い植物に活性化合物製剤を指定施用量で噴霧する。噴
霧コーティングを乾燥させた後、植物にリンゴさび病の原因菌（ベンチュリア・イナエク
アリス（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ））の水系分生子懸濁液を接種し、次
に、約２０℃および相対空気湿度１００％のインキュベーションキャビネットに１日入れ
ておく。
【０２６４】
　次に、植物を約２１℃および相対空気湿度約９０％の温室に入れる。
【０２６５】
　接種から１０日後に試験を評価する。０％は未処理対照の効力に相当する効力を意味し
、１００％の効力は疾患が認められないことを意味する。
【０２６６】
　表１０
　ベンチュリア試験（リンゴ）／予防的
【０２６７】
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【表１１】

　表１１
　ベンチュリア試験（リンゴ）／予防的
【０２６８】
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【表１２】

　実施例
　ボトリチス試験（ダイズ）／予防的
　溶媒：アセトン２４．５重量部
　　　　ジメチルアセトアミド２４．５重量部
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　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル１重量部
　好適な活性化合物製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定量の溶媒および乳化
剤と混和し、濃厚液を水で希釈して所望の濃度とする。
【０２６９】
　予防活性について調べるため、若い植物に活性化合物製剤を噴霧する。噴霧コーティン
グを乾燥させた後、増殖したボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ
）で覆われた寒天小片２個を各葉の上に置く。接種された植物を、２０℃および相対空気
湿度１００％の暗チャンバに入れる。
【０２７０】
　接種から２日後に、葉表面の病変の大きさを評価する。０％は未処理対照の効力に相当
する効力を意味し、１００％の効力は疾患が認められないことを意味する。
【０２７１】
　接種から１０日後に試験を評価する。０％は未処理対照の効力に相当する効力を意味し
、１００％の効力は疾患が認められないことを意味する。
【０２７２】
　表１２
　ボトリチス試験（ダイズ）／予防的
【０２７３】
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【表１３】

　実施例
　スフェロテカ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ）試験（キュウリ）／予防的
　溶媒：アセトン２４．５重量部
　　　　ジメチルアセトアミド２４．５重量部
　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル１重量部
　好適な活性化合物製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定量の溶媒および乳化
剤と混和し、濃厚液を水で希釈して所望の濃度とする。
【０２７４】
　予防活性について調べるため、若い植物に活性化合物製剤を所定の施用量で噴霧する。
噴霧コーティングを乾燥させた後、植物にスフェロテカ・フリギネア（Ｓｐｈａｅｒｏｔ
ｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）の水系胞子懸濁液を接種する。次に、植物を、約２３℃
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および相対空気湿度約７０％の温室に入れる。
【０２７５】
　接種から７日後に、試験を評価する。０％は未処理対照の効力に相当する効力を意味し
、１００％の効力は疾患が認められないことを意味する。
【０２７６】
　接種から１０日後に試験を評価する。０％は未処理対照の効力に相当する効力を意味し
、１００％の効力は疾患が認められないことを意味する。
【０２７７】
　表１３
　スフェロテカ試験（キュウリ）／予防的
【０２７８】
【表１４】
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